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表紙：　新国立競技場

建設コンサルタンツ協会関東支部では、広く一般の方々に私たちの活動に触れて頂きたい
との思いを込めて、グローカル関東を発行しております。

MESSAGE 日本の宝物を世界に　KONISHIKI
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特集5 東京駅改良工事の歴史

座談会 Youは何しに日本の建設コンサルタントに！？

トピックス2 空港ガチャ「JAPANESE 
  CAPSULE TOY GACHA」の魅力

坂東の原風景

ニュースの裏側

技術人に聞く

土木ツアーNavi連動企画
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東京　第二の開国
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東京は、我が国最大の巨大経済圏であり、さまざまな業種・業態の

企業や大学・研究機関、情報、食、国際交流などが集まる都市でも

ある。

 「世界の都市総合力ランキング」でも3位に位置づけられるなど高

いポテンシャルを持った都市「東京」を訪れる外国人旅行者は、

年々増加し平成30年には約1424万人に達した。ほんの７，８年前ま

では、500万人前後で推移していたので、短期間に3倍に迫る勢いで

激増しており、街中でも外国人旅行者に出会う機会は増えてきてい

る。

そんな、第二の開国ともいえる変化の時代を迎えている東京の持つ

魅力や可能性に迫りたい。

特 集
Special Features

写真：東京スカイツリー
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■
苦
労
な
ん
て
言
葉
は
好
き
じ
ゃ
な
い

「
苦
労
さ
れ
た
で
し
ょ
う
」
っ
て
聞
か
れ
る
こ

と
も
多
い
け
ど
、
僕
は
苦
労
し
た
こ
と
な
ん
て

な
い
し
、
そ
ん
な
言
葉
好
き
じ
ゃ
な
い
。
も
ち

ろ
ん
、
相
撲
も
言
葉
も
何
も
知
ら
な
い
で
日
本

へ
来
た
か
ら
、
簡
単
で
は
な
か
っ
た
け
ど
、
そ

ん
な
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
。

日
本
に
は
、
我
慢
や
苦
労
を
美
徳
と
す
る
文

化
も
あ
る
け
ど
、
僕
に
は
理
解
で
き
な
い
な
。

自
分
で
選
ん
だ
道
に
は
、
責
任
を
も
っ
て
い
る

か
ら
、
そ
れ
を
苦
労
と
感
じ
た
こ
と
な
ん
て
一

度
も
な
い
よ
。
そ
れ
が
普
通
だ
し
、
日
本
人
も

み
ん
な
頭
の
中
で
は
わ
か
っ
て
い
る
と
思
う
よ
、

だ
っ
た
ら
、
苦
労
苦
労
っ
て
言
う
よ
り
、「
自
分

の
選
ん
だ
道
に
誇
り
と
責
任
を
持
っ
て
い
る
」
っ

て
堂
々
と
言
っ
た
方
が
い
い
よ
。

■
日
本
人
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ

日
本
人
は
も
と
も
と
技
術
が
あ
る
し
、
我
慢

強
い
し
、
素
直
に
聞
く
か
ら
コ
ー
チ
ン
グ
し
や

す
い
。
冷
静
で
静
か
に
燃
え
て
い
る
。
我
々
日

本
人
に
し
か
出
来
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

僕
は
日
本
国
籍
で
外
人
だ
か
ら
分
か
る
け
ど
、

障
壁
に
な
る
よ
う
な
文
化
も
少
し
あ
る
と
思
う
。

例
え
ば
、「
出
る
杭
は
打
た
れ
る
」
と
い
う
よ
う

な
文
化
、
日
本
人
・
外
国
人
と
区
別
す
る
文
化
、

控
え
め
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る
文
化
。

ス
ポ
ー
ツ
で
も
そ
う
だ
け
ど
、「
絶
対
勝
つ
」

「
俺
は
強
い
」
と
い
う
と
ビ
ッ
グ
マ
ウ
ス
だ
と
叩

か
れ
る
。「
努
力
し
ま
す
」「
頑
張
り
ま
す
」
と

言
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
で
も
、
本
当
は
そ

う
じ
ゃ
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
は
い
く
ら
努
力
し
て

も
勝
た
な
い
と
意
味
が
な
い
。

■
時
代
は
変
わ
っ
て
い
る

野
茂
英
雄
が
切
り
拓
い
た
時
代
は
そ
う
だ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
、
で
も
羽
生
結
弦
も
錦
織
圭

も
大
阪
な
お
み
も
松
山
英
樹
も
、
自
分
が
思
っ

た
こ
と
、
言
い
た
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
し
、

や
り
た
い
よ
う
に
や
っ
て
結
果
を
出
し
て
い
る
。

人
に
気
を
遣
っ
て
い
て
も
意
味
な
い
か
ら
ね
。

結
果
が
す
べ
て
で
、
責
任
は
自
分
に
あ
る
の
だ

か
ら
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
発
言
し
た
方
が
楽
だ
し
、

伝
わ
る
よ
ね
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
リ
ー
チ　

マ

イ
ケ
ル
は
、「
絶
対
に
勝
つ
」「
雨
で
中
止
で
は

な
く
、
勝
っ
て
全
勝
で
決
勝
へ
行
く
」
と
言
い

切
っ
て
い
る
。
自
分
を
信
じ
て
、
思
っ
た
こ
と

を
発
言
す
る
文
化
が
育
っ
て
き
て
い
る
。
ラ
グ

ビ
ー
は
、
半
分
が
外
国
人
だ
け
ど
、「
あ
ん
な
の

日
本
チ
ー
ム
じ
ゃ
な
い
」
っ
て
誰
も
言
わ
な
い

よ
。
も
う
そ
う
い
う
時
代
じ
ゃ
な
い
。
み
ん
な

自
然
と
受
け
入
れ
て
い
る
。

「
パ
ワ
ハ
ラ
」「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
」
な
ん
て
言
葉
も
普
通
に
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
し
、
い
つ
ま
で
も
「
外
国

人
は
」「
若
い
人
は
」
な
ん
て
言
っ
て
い
る
と
、

時
代
遅
れ
と
心
の
中
で
笑
わ
れ
て
い
る
よ
。
若

い
人
ほ
ど
良
く
分
か
っ
て
い
る
。

■
日
本
が
持
っ
て
い
る
宝
物

日
本
に
は
、
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
職

人
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
て
、
す
ご
く
良
い
も
の

を
作
っ
て
い
る
。
例
え
ば
着
物
だ
っ
て
、
本
当

に
良
い
も
の
は
糸
を
染
め
る
と
こ
ろ
か
ら
拘
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
た
と
え
一
〇
〇
〇
万
円
で

も
僕
は
当
た
り
前
だ
と
思
う
。
そ
れ
を
「
高
い
！

高
い
！
」
と
い
う
の
は
価
値
が
分
か
っ
て
い
な

い
か
ら
。
価
値
が
分
か
っ
て
い
る
人
は
、
逆
に
、

「
安
い
！
」
と
言
う
よ
。

今
は
、
大
量
生
産
の
安
い
も
の
が
溢
れ
て
い

て
、
一
見
便
利
だ
け
ど
、
昔
か
ら
残
っ
て
い
て

今
で
も
使
え
て
い
る
も
の
は
、
時
間
を
か
け
て

職
人
が
作
っ
た
良
い
も
の
だ
け
で
し
ょ
う
。

■
正
し
い
価
値
を
伝
え
る
努
力

皆
さ
ん
が
造
っ
て
い
る
道
路
や
橋
や
堤
防
も

同
じ
で
し
ょ
う
？
道
路
は
み
ん
な
に
必
要
な
も

の
だ
し
、
台
風
や
津
波
を
防
い
だ
り
、
逃
げ
た

り
物
を
運
ん
だ
り
す
る
に
も
必
要
で
、
そ
れ
が

壊
れ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
、
分
か
る
人

は
ち
ゃ
ん
と
分
か
っ
て
い
る
。

昔
に
比
べ
た
ら
、
技
術
も
進
歩
し
た
か
ら
、

少
し
は
安
く
で
き
る
だ
ろ
う
け
ど
、
そ
れ
で
も

限
度
は
あ
っ
て
、
良
い
も
の
・
長
く
使
え
る
も

KONISHIKI（タレント）

インタビュー

日本の宝物を世界に
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の
が
必
要
だ
よ
。「
も
っ
と
安
く
」
と
い
う
努
力

も
も
ち
ろ
ん
必
要
だ
け
ど
、「
こ
れ
は
必
要
だ
」

「
人
の
命
を
守
る
も
の
だ
」
っ
て
ち
ゃ
ん
と
世
の

中
に
胸
を
張
っ
て
価
値
を
伝
え
な
く
て
は
い
け

な
い
。

■
日
本
の
力
を
ワ
ン
チ
ー
ム
に

皆
さ
ん
も
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
職
人

さ
ん
は
作
る
こ
と
が
仕
事
で
、
そ
れ
だ
け
で
忙

し
い
。
セ
ー
ル
ス
マ
ン
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
売
る

の
は
あ
ま
り
得
意
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
。

で
も
、
物
怖
じ
し
な
く
て
、
自
分
の
言
葉
で

素
直
に
発
言
で
き
る
発
信
力
の
あ
る
若
者
が
ど

ん
ど
ん
出
て
き
て
い
る
の
だ
か
ら
、
彼
ら
が
セ
ー

ル
ス
マ
ン
に
な
っ
て
、
良
い
も
の
の
本
当
の
価

値
を
世
界
に
発
信
し
て
展
開
す
れ
ば
良
い
と
思

う
。
も
ち
ろ
ん
彼
ら
だ
け
で
は
出
来
な
い
か
ら
、

国
に
は
制
度
や
お
金
で
そ
れ
を
手
伝
っ
て
あ
げ

て
ほ
し
い
。

日
本
の
文
化
や
技
術
の
良
い
と
こ
ろ
は
残
し

た
上
で
、「
最
近
の
若
者
は
」「
外
国
人
」「
苦
労
」

と
い
っ
た
言
葉
は
過
去
の
も
の
に
し
て
も
良
い

と
思
う
。
自
分
と
は
違
う
物
や
価
値
観
、
人
を
、

も
っ
と
自
然
に
受
け
入
れ
て
、
伝
統
の
物
づ
く

り
の
力
と
若
者
の
新
し
い
発
信
力
が
ワ
ン
チ
ー

ム
に
な
っ
て
、「
前
に
前
に
」
と
進
ん
で
い
け
ば
、

き
っ
と
僕
た
ち
の
日
本
の
未
来
は
拓
け
て
い
く

よ
。

台風被害の館山市にて、ちゃんこ鍋と焼きそばの炊き出しの際に仲間と共に記念撮影

※
背
景
の
手
形
は
原
寸
で
す
。

小
錦 

八
十
吉

一
九
六
三
年
一
二
月
三
一
日
米
国
ハ
ワ
イ
州
オ

ア
フ
島
生
ま
れ
の
元
大
相
撲
力
士
。
外
国
人
力

士
と
し
て
初
の
大
関
と
し
て
活
躍
し
た
。
幕
内

で
の
優
勝
回
数
は
三
回
。

引
退
後
は
、
タ
レ
ン
ト
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し

て
講
演
活
動
や
Ｃ
Ｍ
出
演
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
ラ

イ
ブ
等
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
子

供
番
組
【
に
ほ
ん
ご
で
あ
そ
ぼ
】
に
は
一
二
年

間
出
演
し
て
い
る
（
現
在
も
出
演
中
）。
ハ
ワ

イ
ア
ン
シ
ン
ガ
ー
と
し
て
も
ア
ル
バ
ム
を
多
数

発
売
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
お
り
、二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
後
は
、

何
度
も
足
を
運
び
、
炊
き
出
し
や
ラ
イ
ブ
等
を

行
っ
て
い
る
。
現
在
も
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ラ
イ

ブ
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
東
北
の
為
の
資
金

作
り
を
続
け
て
い
る
。
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数
値
で
見
る
T
o
k
y
o

特
集
1

広
報
委
員　

上
田　

透
・
永
堀　

日
和
子

about TOKYO , various TOKYO
1603年に江戸幕府が置かれて以来、日本の政治の中心地として発展を続け、18世紀初頭には、人口百
万人を超える世界有数の大都市となった東京。関東大震災や第二次世界大戦により二度焦土と化しなが
らも、復興を遂げ、日々進化し続けてきた。最先端の技術や、アニメやファッション等の新たな文化・
流行を世界に向けて発信する一方で、江戸の粋な文化が今も息づく都市。

1964年頃 2019年頃

東 京 の 昔 と 今

土
地
・
人
口

人口
（2018）

（2017）

（2019）

（2015）

（2017）

（2018）

（2014）

（2013）

（2017）

（2016）

（2014）

（2019）

（2019）

（2015）

10,639,361人 13,843,403人

道
路
・
交
通

道路延長 19,590km 24,558km

建
物電波塔

東京タワー 
333km

東京スカイツリー
634m

首都高速
道路延長 約30km 約320km

自動車
保有台数 約109万台 約442万台

鉄

　道

鉄道延長 約515km 約2,700km

新幹線延長 30km 2,765km

地下鉄旅客
営業キロ 約75.7km 約291.3km

東京⇔新大阪の所要時間
4時間（210km/h） 2時間22分（285km/h）

空

　港

羽田空港滑走路延長
A滑走路 3,000×45m 3,000×60m

B滑走路 1,676×45m 2,500×60m

C滑走路 3,150×60m 3,360×60m

D滑走路 - m 2,500×60m

面積 2,028.97km2 2,193.96km2

外国人人口 95,256人 551,683人

就業者数

2,567,360人

男性

女性 1,809,697人

3,627,177人 3,291,599人

平均寿命
女性 74.7歳 87.26歳

男性 69.84歳 81.07歳

③渋谷も東京も    TOP10入り!?

世界の駅別乗降者数ランキング

⑥Youは何しに日本へ!?

①東京の魅力は住みやすさ!?

②BRT/水上バスも貢献!?

⑤羽田空港満足度はガチャが影響!?

④道路の下に川が!?

空港満足度ランキング

都内暗渠の本数ランキング

区境になっている
川の合計本数
 1位 葛飾区 17本

 2位 杉並区 15本

 2位 足立区 15本

 4位 世田谷区 13本

 5位 中野区 13本

 7位 江戸川区 11本

 7位 墨田区 11本

 7位 江東区 10本

10位 太田区 10本

10位 千代田区 10本

10位 新宿区 10本

10位 品川区 10本

10位 豊島区 10本

上のうち暗渠の本数
 1位 杉並区 13本

 2位 世田谷区 12本

 3位 葛飾区 10本

 4位 中野区 9本

 4位 豊島区 9本

 4位 江戸川区 9本

 7位 品川区 8本

 7位 目黒区 8本

 7位 渋谷区 8本

10位 新宿区 7本

10位 大田区 7本

川区境での暗渠本数シェア
 1位 豊島区 90.0%

 2位 目黒区 88.9%

 2位 渋谷区 88.9%

 4位 杉並区 86.7%

 5位 世田谷区 85.7%

 6位 品川区 80.0%

 7位 文京区 75.0%

 7位 荒川区 75.0%

 7位 練馬区 75.0%

10位 新宿区 70.0%

上位すべて日本！？

羽田空港が
第2位に!!

技術・人文知識・国際業務の残留資格ランキング

世界都市ランキング

住みやすさランキング  1位 新宿駅 東京都
 2位 渋谷駅 東京都
 3位 池袋駅 東京都
 4位 梅田駅 大阪府
 5位 横浜駅 神奈川県
 6位 北千住駅 東京都
 7位 東京駅 東京都
 8位 名古屋駅 愛知県
 9位 品川駅 東京都
10位 高田馬場駅 東京都
11位 パリ北駅 フランス・パリ

 1位 チャンギ国際空港 シンガポール
 2位 羽田国際空港 日本
 3位 仁川国際空港 韓国
 4位 ハマド国際空港 カタール
 5位 香港国際空港 中国
 6位 中部国際空港 日本
 7位 ミュンヘン空港 ドイツ
 8位 ロンドン・ヒースロー空港 イギリス
 9位 成田国際空港 日本
10位 チューリッヒ空港 スイス

2015年 1,958人

2016年 2,699人

2017年 3,607人

 1位 コペンハーゲン デンマーク
 2位 東京 日本
 3位 メルボルン オーストラリア
 4位 ストックホルム スウェーデン
 5位 ヘルシンキ フィンランド
 6位 ウィーン オーストリア
 7位 チューリッヒ スイス
 8位 ミュンヘン ドイツ
 9位 京都 日本
10位 福岡 日本

 1位 ロンドン イギリス
 2位 ニューヨーク アメリカ
 3位 東京 日本
 4位 パリ フランス
 5位 シンガポール シンガポール
 6位 アムステルダム オランダ
 7位 ソウル 韓国
 8位 ベルリン ドイツ
 9位 香港 中国
10位 シドニー オーストラリア

出典：�出典：東京都の統計HP、首都高速道路㈱HP、JR東海HP、国土交通省HP、東京の観光公式サイトHP、雑誌「MONOCLE」、森記念財団都市戦略研究所HP、本書「暗渠マニアック」、スカイトラックス「World’s�　　　　　Best�Airport�in�2019」、厚生労働省HP
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about TOKYO , various TOKYO
1603年に江戸幕府が置かれて以来、日本の政治の中心地として発展を続け、18世紀初頭には、人口百
万人を超える世界有数の大都市となった東京。関東大震災や第二次世界大戦により二度焦土と化しなが
らも、復興を遂げ、日々進化し続けてきた。最先端の技術や、アニメやファッション等の新たな文化・
流行を世界に向けて発信する一方で、江戸の粋な文化が今も息づく都市。

1964年頃 2019年頃

東 京 の 昔 と 今

土
地
・
人
口

人口
（2018）

（2017）

（2019）

（2015）

（2017）

（2018）

（2014）

（2013）

（2017）

（2016）

（2014）

（2019）

（2019）

（2015）

10,639,361人 13,843,403人

道
路
・
交
通

道路延長 19,590km 24,558km

建
物電波塔

東京タワー 
333km

東京スカイツリー
634m

首都高速
道路延長 約30km 約320km

自動車
保有台数 約109万台 約442万台

鉄

　道

鉄道延長 約515km 約2,700km

新幹線延長 30km 2,765km

地下鉄旅客
営業キロ 約75.7km 約291.3km

東京⇔新大阪の所要時間
4時間（210km/h） 2時間22分（285km/h）

空

　港

羽田空港滑走路延長
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D滑走路 - m 2,500×60m

面積 2,028.97km2 2,193.96km2

外国人人口 95,256人 551,683人

就業者数

2,567,360人

男性

女性 1,809,697人

3,627,177人 3,291,599人

平均寿命
女性 74.7歳 87.26歳

男性 69.84歳 81.07歳

③渋谷も東京も    TOP10入り!?

世界の駅別乗降者数ランキング

⑥Youは何しに日本へ!?

①東京の魅力は住みやすさ!?

②BRT/水上バスも貢献!?

⑤羽田空港満足度はガチャが影響!?

④道路の下に川が!?

空港満足度ランキング

都内暗渠の本数ランキング

区境になっている
川の合計本数
 1位 葛飾区 17本

 2位 杉並区 15本

 2位 足立区 15本

 4位 世田谷区 13本

 5位 中野区 13本

 7位 江戸川区 11本

 7位 墨田区 11本

 7位 江東区 10本

10位 太田区 10本

10位 千代田区 10本

10位 新宿区 10本

10位 品川区 10本

10位 豊島区 10本

上のうち暗渠の本数
 1位 杉並区 13本

 2位 世田谷区 12本

 3位 葛飾区 10本

 4位 中野区 9本

 4位 豊島区 9本

 4位 江戸川区 9本

 7位 品川区 8本

 7位 目黒区 8本

 7位 渋谷区 8本

10位 新宿区 7本

10位 大田区 7本

川区境での暗渠本数シェア
 1位 豊島区 90.0%

 2位 目黒区 88.9%

 2位 渋谷区 88.9%

 4位 杉並区 86.7%

 5位 世田谷区 85.7%

 6位 品川区 80.0%

 7位 文京区 75.0%

 7位 荒川区 75.0%

 7位 練馬区 75.0%

10位 新宿区 70.0%

上位すべて日本！？

羽田空港が
第2位に!!

技術・人文知識・国際業務の残留資格ランキング

世界都市ランキング

住みやすさランキング  1位 新宿駅 東京都
 2位 渋谷駅 東京都
 3位 池袋駅 東京都
 4位 梅田駅 大阪府
 5位 横浜駅 神奈川県
 6位 北千住駅 東京都
 7位 東京駅 東京都
 8位 名古屋駅 愛知県
 9位 品川駅 東京都
10位 高田馬場駅 東京都
11位 パリ北駅 フランス・パリ

 1位 チャンギ国際空港 シンガポール
 2位 羽田国際空港 日本
 3位 仁川国際空港 韓国
 4位 ハマド国際空港 カタール
 5位 香港国際空港 中国
 6位 中部国際空港 日本
 7位 ミュンヘン空港 ドイツ
 8位 ロンドン・ヒースロー空港 イギリス
 9位 成田国際空港 日本
10位 チューリッヒ空港 スイス

2015年 1,958人

2016年 2,699人

2017年 3,607人

 1位 コペンハーゲン デンマーク
 2位 東京 日本
 3位 メルボルン オーストラリア
 4位 ストックホルム スウェーデン
 5位 ヘルシンキ フィンランド
 6位 ウィーン オーストリア
 7位 チューリッヒ スイス
 8位 ミュンヘン ドイツ
 9位 京都 日本
10位 福岡 日本

 1位 ロンドン イギリス
 2位 ニューヨーク アメリカ
 3位 東京 日本
 4位 パリ フランス
 5位 シンガポール シンガポール
 6位 アムステルダム オランダ
 7位 ソウル 韓国
 8位 ベルリン ドイツ
 9位 香港 中国
10位 シドニー オーストラリア

出典：�出典：東京都の統計HP、首都高速道路㈱HP、JR東海HP、国土交通省HP、東京の観光公式サイトHP、雑誌「MONOCLE」、森記念財団都市戦略研究所HP、本書「暗渠マニアック」、スカイトラックス「World’s�　　　　　Best�Airport�in�2019」、厚生労働省HP
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都
心
と
臨
海
地
域
と
を
結
ぶ
「
東
京
Ｂ
Ｒ
Ｔ
」

に
は
選
手
村
跡
地
の
開
発
に
よ
る
新
た
な
都

市
機
能
集
積
が
計
画
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今

後
公
共
交
通
に
対
す
る
需
要
が
さ
ら
に
増
加

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
勝
ど
き
地
区
、
晴
海
地
区
等
は
、

東
京
や
新
橋
等
の
都
心
か
ら
の
距
離
が
六
㎞

圏
に
あ
り
な
が
ら
鉄
軌
道
網
が
薄
い
た
め
、

交
通
利
便
性
に
お
い
て
は
一
五
㎞
─
二
〇
㎞

圏
に
位
置
す
る
地
域
と
同
等
の
水
準
と
い
う

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅱ
．�

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
立
ち
上

が
り

政
府
が
二
〇
一
三
年
六
月
に
閣
議
決
定
し

た
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
戦
略
の

実
効
策
の
一
つ
に
「
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
S
I
P
）」
が
あ
り
、

こ
の
中
の
次
世
代
交
通
ワ
ー
キ
ン
グ
と
し
て

東
京
都
は
、
臨
海
地
域
の
交
通
需
要
の
増

加
に
対
応
し
、
地
域
の
発
展
を
支
え
る
新
た

な
交
通
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
B
R
T
（
名
称
：

東
京
B
R
T
）
に
つ
い
て
、
運
行
事
業
者
で

あ
る
京
成
バ
ス
株
式
会
社
と
共
同
で
、「
都

心
と
地
域
と
を
結
ぶ
B
R
T
に
関
す
る
事
業

計
画
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
東
京
二
〇
二
〇

大
会
前
か
ら
の
先
行
的
な
運
行
開
始
に
向

け
、
関
係
機
関
と
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

事
業
計
画
に
至
っ
た
背
景

Ⅰ
．
地
域
的
な
背
景

勝
ど
き
地
区
、
晴
海
地
区
、
豊
洲
地
区
、

臨
海
副
都
心
等
の
東
京
臨
海
部
で
は
、
都
市

開
発
に
よ
る
都
市
機
能
の
集
積
が
進
ん
で
お

り
、
東
京
二
〇
二
〇
大
会
の
開
催
を
契
機

に
、
競
技
施
設
立
地
、
選
手
村
整
備
、
さ
ら

官
民
を
挙
げ
て
「
安
全
・
安
心
」
を
目
的
と

し
た
公
共
交
通
に
お
け
る
自
動
運
転
技
術
の

開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

国
が
進
め
る
公
共
交
通
に
お
け
る「
安
全
・

安
心
」
の
た
め
の
自
動
運
転
な
ど
の
技
術
開

発
が
都
の
計
画
に
も
合
致
す
る
事
か
ら
、
東

京
B
R
T
で
は
、
自
動
走
行
（
正
着
）
制
御

や
、
公
共
交
通
優
先
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
な

ど
を
、
実
証
的
に
導
入
す
る
計
画
で
す
。

事
業
の
目
的

こ
れ
ら
の
背
景
を
踏
ま
え
、
東
京
都
は
二

〇
一
四
年
一
〇
月
に
B
R
T
を
整
備
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。
東
京
B
R
T
の
運
行

目
的
は
次
の
通
り
で
す
。

①�

増
大
す
る
交
通
需
要
に
速
や
か
に
対
応
し
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
や
す
く
す
る

将
来
的
に
見
込
ま
れ
る
臨
海
地
域
で
の
就

業
人
口
、
常
住
人
口
等
の
増
加
で
生
じ
る
交

通
需
要
に
対
応
し
ま
す
。

②�

都
心
と
臨
海
地
域
と
を
直
接
結
ぶ
こ
と

で
、
各
々
の
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
、M
I
C
E（
※
）

の
誘
致
、
国
際
観
光
機
能
の
強
化
な
ど
、
東

京
の
経
済
活
動
の
一
翼
を
担
う
重
要
な
地
域

の
活
性
化
に
寄
与
し
ま
す
。

③�

道
路
を
走
行
す
る
公
共
交
通
の
「
安
全
・

安
心
」
を
高
い
レ
ベ
ル
で
実
現
し
、
普
及

展
開
に
貢
献
す
る

バ
ス
に
関
わ
る
事
故
の
多
く
が
発
進
・
ブ

レ
ー
キ
時
の
車
内
転
倒
で
あ
る
た
め
、
自
動

運
転
技
術
等
の
導
入
に
よ
り
滑
ら
か
な
加
減

速
を
実
現
し
ま
す
。

④�

バ
ス
交
通
に
お
け
る
新
た
な
基
準
と
な
る

よ
う
な
徹
底
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
実
現

す
る

一
部
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
か
さ
上
げ
等

を
実
施
し
ま
す
。

東
京
B
R
T
が
目
指
す
シ
ス
テ
ム
像

事
業
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
東
京

B
R
T
は
次
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
像
を
目
指

し
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

①
到
着
時
間
が
読
め
る

限
ら
れ
た
道
路
空
間
を
有
効
活
用
し
、
簡

東
京
都
臨
海
部
の
都
市
交
通

特
集
2

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
基
盤
部

B
R
T
と
は
…

バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
（Bus Rapid Transit

）。
連
節
バ
ス
、
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｓ
（
公

共
車
両
優
先
シ
ス
テ
ム
）、
運
賃
収
受
の
工
夫
等
に
よ
り
、
速
達
性
・
定
時
性
の
確
保

や
輸
送
能
力
を
大
幅
に
高
め
た
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
並
み
の
機
能
を
備
え
る
。

※ �MICE：企業等の会議（Meeting）、企業等の行う報奨・研修旅行（Incentive� Travel）、国際機関・団体、学会
等が行う国際会議（Convention）、展示会・見本市、イベント（Exhibition/Event）の頭文字のことであり、
多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントなどの総称。（観光庁HPより）
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便
な
運
賃
支
払
い
シ
ス
テ
ム
や
、
交
差
点
で

バ
ス
の
通
過
を
優
先
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
等
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
路
の
渋
滞
及
び

停
留
所
で
の
停
留
時
間
を
極
力
少
な
く
す
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

②
車
内
転
倒
事
故
を
ゼ
ロ
に

自
動
運
転
技
術
等
の
導
入
に
よ
り
、発
進
・

ブ
レ
ー
キ
時
の
バ
ス
の
動
き
を
滑
ら
か
に

し
、常
に
安
全
確
保
を
最
優
先
と
し
「
安
全
・

安
心
の
B
R
T
」
を
構
築
し
ま
す
。

③�

車
い
す
で
も
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
も
乗
り
降
り

し
や
す
い

自
動
運
転
技
術
を
導
入
し
た
車
両
と
、
車

両
形
状
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
停
留
施
設
の
整
備

に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
方
々
が
ス
ム
ー
ズ
に
乗

り
降
り
で
き
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
機
能
を
充
実

さ
せ
ま
す
。

④
「
初
め
て
」
で
も
分
か
る

路
線
図
に
加
え
、
多
言
語
対
応
や
様
々
な

案
内
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
で
鉄
道
な
み

の
分
か
り
や
す
さ
を
示
し
、
利
用
し
や
す
さ

を
高
め
ま
す
。

⑤�

新
た
な
時
代
の
幕
開
け
を
象
徴
す
る
デ
ザ

イ
ン

シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
を
「
レ
イ
ン
ボ
ー
」
と

し
、
B
R
T
シ
ス
テ
ム
全
体
に
統
一
し
た
コ

ン
セ
プ
ト
を
導
入
し
ま
す
。

今
後
の
運
行
計
画

東
京
B
R
T
は
主
に
環
状
第
二
号
線
の
本

線
を
利
用
し
て
運
行
す
る
計
画
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
環
状
第
二
号
線
本
線
ト
ン
ネ
ル
は

現
在
工
事
中
で
す
。

終
わ
り
に

東
京
二
〇
二
〇
大
会
前
か
ら
の
運
行
開
始

に
向
け
、
引
き
続
き
東
京
B
R
T
が
臨
海
地

域
の
発
展
を
支
え
、
利
用
者
に
と
っ
て
使
い

や
す
く
魅
力
の
あ
る
交
通
機
関
と
な
る
よ
う

に
事
業
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
と
と
も

に
、
S
N
S
等
を
活
用
し
て
積
極
的
に
情
報

発
信
し
、
機
運
醸
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
将
来
的
に
本
線
を
用
い
た
本

格
運
行
へ
円
滑
に
転
換
を
図
る
と
と
も
に
、

臨
海
地
域
の
需
要
増
に
速
や
か
に
対
応
す
る

た
め
に
、
東
京
二
〇
二
〇
大
会
前
か
ら
先
行

的
な
運
行
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

来
年
度
以
降
は
、
環
状
第
二
号
線
本
線
開

通
後
の
本
格
運
行
に
向
け
、
運
行
系
統
の
拡

大
に
あ
わ
せ
て
、
車
両
基
地
や
停
留
施
設
の

整
備
を
段
階
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

■東京BRTのデザイン

■東京BRT運行計画図（都心と臨海地域とを結ぶBRTに関する事業計画）平成 30年 8月（改定）より）



8

か
つ
て
の
東
京
、
江
戸
は
「
水
の
都
」
と

し
て
栄
え
、
舟
運
が
交
通
や
物
流
の
主
役
を

担
っ
て
い
ま
し
た
（
左
図
）。
近
代
に
入
り
、

車
や
鉄
道
等
の
陸
上
交
通
網
の
発
展
に
よ
る

物
流
形
態
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
舟
運
の
活

用
は
減
少
し
、
河
川
や
運
河
は
高
速
道
路
等

で
覆
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

近
年
で
は
、
東
京
の
水
辺
を
巡
る
環
境
の
改

善
が
進
み
、
魅
力
的
な
水
辺
空
間
が
創
出
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
水
辺
を
移
動
空
間
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
が
必
要
と
位
置
付
け
、
東
京
都
の

関
係
部
局
が
連
携
し
、舟
運
が
身
近
な
観
光
・

交
通
手
段
と
し
て
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う

様
々
な
取
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

舟
運
活
性
化
に
向
け
た
課
題

現
在
、
隅
田
川
や
東
京
港
等
で
は
、
浅
草

と
お
台
場
な
ど
を
結
ぶ
観
光
ク
ル
ー
ズ
船
の

ほ
か
、
レ
ス
ト
ラ
ン
船
や
屋
形
船
等
が
営
業

し
て
い
ま
す
。

舟
運
に
関
す
る
都
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、「
東
京
で
船
が
運
航
し
て
い
る
こ

と
を
知
ら
な
い
」「
ル
ー
ト
・
運
航
時
間
が

分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
声
や
、
舟
運
事
業

者
か
ら
は
「
新
規
航
路
の
拡
充
に
向
け
た
利

用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
が
困
難
」
と
い
っ
た
意

見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
等
か
ら
、
舟
運
活
性

化
に
向
け
た
取
組
み
の
実
施
に
当
た
り
、
航

路
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
、
認
知
度
が
低
い

こ
と
、
利
便
性
が
低
い
こ
と
等
の
課
題
を
抽

出
し
ま
し
た
。

舟
運
活
性
化
に
向
け
た
取
組
み

こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
学
識
経
験
者

を
は
じ
め
、
庁
内
関
係
部
局
、
区
、
旅
行
業

者
団
体
、
舟
運
事
業
者
団
体
か
ら
な
る
「
水

辺
空
間
活
用
（
舟
運
）
ワ
ー
キ
ン
グ
」
等
で

し
、
東
京
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
や
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
施
設
等
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
と
連
携
し
た
企
画
便
の

運
航
の
ほ
か
、
近
隣
商
業
施
設
に
よ
る
ク
ー

ポ
ン
の
発
行
な
ど
、
街
と
の
連
携
に
よ
る
舟

運
の
魅
力
の
向
上
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

〈
利
便
性
の
向
上
〉

船
着
場
の
管
理
者
は
国
、
都
、
区
、
民
間

と
多
岐
に
わ
た
り
、「
○
○
水
上
バ
ス
の
り

ば
」「
海
上
バ
ス
発
着
場
」
と
同
じ
船
着
場

で
も
、
名
称
が
異
な
る
た
め
、
船
着
場
に
係

る
案
内
サ
イ
ン
に
対
し
て
、
表
記
の
統
一
や

充
実
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
航
路
、
運
航
ダ
イ
ヤ
や
乗
船
料
金

等
は
、
事
業
者
ご
と
に
個
別
に
表
示
さ
れ
、

全
体
像
が
分
か
り
づ
ら
い
状
況
で
あ
っ
た
た

め
、「
乗
換
案
内
」
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
舟

運
情
報
を
一
元
化
し
て
発
信
す
る
な
ど
、
舟

運
の
利
便
性
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

社
会
実
験
に
お
け
る
複
数
の
航
路
に
お
い

て
、
民
間
に
よ
る
新
た
な
運
航
が
始
ま
る
な

ど
、
取
組
み
の
成
果
が
着
実
に
表
れ
て
い
ま

す
。
案
内
サ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
庁
内
の
ほ

か
、
区
や
鉄
道
事
業
者
等
に
も
協
力
を
働
き

か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
本
格
整
備
に
向
け
た

検
討
を
行
い
、
課
題
解
決
に
向
け
て
以
下
の

取
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

〈
運
航
に
関
す
る
社
会
実
験
〉

新
規
航
路
の
開
拓
に
向
け
て
、
観
光
・
交

通
手
段
を
目
的
に
、
二
〇
一
六
年
か
ら
二
年

間
で
八
航
路
の
社
会
実
験
を
実
施
し
、
延
べ

四
〇
〇
〇
人
の
方
に
乗
船
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
、お
台
場
発
着
の
周
遊
航
路
、

朝
潮
運
河
（
晴
海
）
と
有
明
を
結
ぶ
航
路
な

ど
で
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
運
航
が
開
始
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、「
真
夏
の
ら
く
ら
く
舟
旅
通

勤
」
と
銘
打
ち
、
都
内
で
初
め
て
朝
の
通
勤

等
の
交
通
手
段
と
し
て
船
を
利
用
し
た
社
会

実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
日
本
橋
～
朝
潮
運

河
間
で
平
日
の
八
日
間
実
施
し
た
こ
の
実
験

で
は
、
約
二
八
〇
〇
人
の
方
々
に
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、「
満
足
」
と
「
ま

あ
満
足
」
と
の
回
答
が
八
割
以
上
を
占
め
ま

し
た
。
一
方
、
船
舶
へ
の
屋
根
の
設
置
、
船

の
速
度
の
向
上
、
夕
刻
や
夜
間
で
の
運
航
な

ど
の
意
見
も
あ
る
な
ど
、
実
現
に
向
け
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
感
触
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

〈
認
知
度
、
魅
力
の
向
上
〉

認
知
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
社
会
実
験

の
実
施
に
あ
わ
せ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
東
京

舟
旅
」
を
開
設
し
、
運
航
情
報
の
掲
載
、
乗

船
予
約
を
行
う
と
と
も
に
、
船
着
場
や
船
着

場
周
辺
の
観
光
情
報
等
を
掲
載
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
、
冊
子
、
動
画
等
に
よ

る
P
R
も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
に
は
舟

運
利
用
の
比
較
的
少
な
い
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
、情
報
誌
「
O
Z
m
a
g
a
z
i
n
e
」

と
連
携
し
た
「
新
し
い
東
京
舟
旅
」
を
発
行

舟
運
活
性
化
に
向
け
た
取
組
み

■東都両国ばし夏景色　橋本貞秀画（1859 年、江戸東京博物館所蔵）

■2019年度の社会実験のチラシ
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東
京
都
が
実
施
す
る
舟
運
の
社
会
実
験
を

体
験
す
る
た
め
、
日
本
橋
へ
向
か
っ
た
。
猛

暑
日
が
続
い
て
い
て
、
こ
の
日
も
出
発
前
の

気
温
は
三
一・六
℃
。
し
か
し
、
日
本
橋
船
着

場
は
首
都
高
速
下
に
あ
る
せ
い
か
、
船
に
乗

る
と
ち
ょ
っ
ぴ
り
涼
し
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら

朝
潮
運
河
ま
で
の
移
動
時
間
は
三
〇
〜
四
〇

分
。
い
ざ
出
発
。

普
段
見
ら
れ
な
い
、
橋
の
側
面
、
裏
側
、

間
近
で
み
る
大
き
な
水
門
。
文
系
の
人
間
で

あ
り
な
が
ら
土
木
構
造
物
が
大
好
き
な
私

は
、
い
つ
も
と
は
違
う
視
点
か
ら
み
る
光
景

に
わ
く
わ
く
が
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
船
は
隅

田
川
に
出
る
と
日
陰
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
思
っ
た
よ
り
も
暑
く
な
い
。
む
し
ろ

海
の
風
で
涼
し
く
感
じ
た
。
隅
田
川
沿
い
の

橋
の
多
く
は
工
事
中
。
東
京
ら
し
い
ビ
ル
や

マ
ン
シ
ョ
ン
も
立
ち
並
ん
で
い
る
。
中
に
は

建
設
中
の
も
の
も
あ
っ
た
。
こ
う
や
っ
て
イ

ン
フ
ラ
は
日
々
変
化
し
て
い
る
の
だ
。
普
段

は
何
も
思
わ
ず
通
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る

光
景
を
、
こ
の
日
は
船
で
ゆ
っ
く
り
眺
め
な

が
ら
、
東
京
の
土
木
構
造
物
の
素
晴
ら
し
さ

を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

将
来
の
交
通
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
も
検

討
さ
れ
て
い
る
舟
運
。
定
員
も
あ
り
、
必
ず

座
る
こ
と
が
で
き
る
船
は
、
天
気
が
よ
く
、

時
間
に
も
余
裕
が
あ
れ
ば
、
ま
さ
に
「
ら
く

ら
く
」
通
勤
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
満
員

電
車
を
避
け
、
舟
運
で
ゆ
っ
た
り
景
色
を
眺

め
な
が
ら
通
勤
。
実
現
さ
れ
た
際
に
は
是
非

み
な
さ
ん
に
も
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

道
筋
が
つ
く
な
ど
、
環
境
整
備
も
進
ん
で
い

ま
す
。

一
方
で
、
様
々
な
P
R
展
開
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
舟
運
事
業
者
か
ら
は
「
ま
だ
ま
だ

知
ら
れ
て
い
な
い
」と
い
っ
た
意
見
も
あ
り
、

引
き
続
き
、
舟
運
と
水
辺
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
今
年
度
に
実
施
し
た
社
会
実
験
の

結
果
等
を
踏
ま
え
、
事
業
採
算
性
等
を
検
証

す
る
な
ど
、
新
た
な
航
路
の
実
現
可
能
性
に

つ
い
て
、
今
後
も
引
き
続
き
関
係
者
に
協
力

を
得
な
が
ら
、
舟
運
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
行
き
ま
す
。

皆
様
も
、
た
ま
に
は
船
か
ら
街
を
眺
め
る

な
ど
、
気
軽
な
非
日
常
体
験
を
味
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？
ち
ょ
っ
と
し
た
気
分
転
換
に
も

お
薦
め
で
す
。
運
航
の
詳
細
は
東
京
の
舟
運

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
東
京
舟
旅
」（https://

w
w
w
.suitow

n.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
真
夏
の
ら
く
ら
く
舟
旅
通
勤
」
体
験
記

�

広
報
委
員　

佐
々
木　

悠

東京都都市整備局都市基盤部
東京都都市整備局都市基盤部は、調整課・街路計画課・交通企画課の３課で構成され、
都市交通政策や、インフラ整備に関する事務事業を所管しています。
調整課では、バス事業等への助成、総合的な治水対策などに加え、2019 年度からは、東
京 2020 大会の交通混雑緩和に向けて、TDM・テレワーク・時差ビズなどを一体的に推進
する「スムーズビズ」の取組みを進めています。
街路計画課では、都市計画道路・高速道路計画、計画的かつ効率的に道路ネットワークを
形成するための都市計画道路の整備方針などの施策に取り組んでいます。
交通企画課では、鉄軌道ネットワークの充実、BRT などの新たな交通機関の導入の検討、
鉄道駅バリアフリー化、物流対策、航空政策、舟運の活性化などについて取り組んでいます。
東京 2020 大会及びその先の将来も見据えた都市づくりを展開するため、日々、以上のよう
な職務に取り組んでいます。

■渋谷スクランブル交差点で放映されるPR動画と冊子「新しい東京船旅」

■船から見上げる首都高速道路

■朝潮運河（晴海）
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学
会
が
主
催
す
る
現
地
見
学
会
に
参
加
し
て

き
た
。
テ
ー
マ
は
「
東
京
二
〇
二
〇
大
会
に

向
け
変
貌
す
る
湾
岸
エ
リ
ア
」。
第
三
八
回

目
の
開
催
で
、
一
九
九
七
年
か
ら
続
く
歴
史

あ
る
見
学
会
と
の
こ
と
。
定
員
二
〇
名
に
対

|
|�

は
じ
め
に

東
京
は
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
都
市
を
目
指
し

て
変
化
す
る
の
か
。
イ
ン
フ
ラ
の
視
点
か
ら

み
る
東
京
改
革
に
触
れ
る
た
め
、
二
〇
一
九

年
六
月
十
二
日
、（
公
社
）
日
本
都
市
計
画

|
|�

B
R
T
事
業
と
環
状
第
二
号
線

は
じ
め
に
、
再
開
発
地
区
を
巡
る
前
に
、

B
R
T
（
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
）
と
環

状
二
号
線
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

B
R
T
は
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
や
地
域

の
発
展
を
支
え
る
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の

運
行
計
画
に
つ
い
て
お
話
が
あ
っ
た
。
プ
レ

運
行
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
二
〇
二
二
年
以

降
本
格
運
営
と
な
る
と
の
こ
と
。

環
状
第
二
号
線
は
、
江
東
区
有
明
を
起
点

と
し
、
中
央
区
、
港
区
な
ど
を
経
て
千
代
田

区
神
田
佐
久
間
町
を
終
点
と
す
る
全
長
約
一

四
㎞
の
都
市
計
画
道
路
で
あ
る
。
整
備
に
よ

り
、
①
臨
海
部
と
都
心
部
を
結
ぶ
交
通
・
物

流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
②
並
行
す
る
晴

海
通
り
の
渋
滞
緩
和
な
ど
地
域
交
通
の
円
滑

化
、
③
臨
海
地
区
の
避
難
ル
ー
ト
の
多
重
化

に
よ
る
防
災
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
二
〇
一
八
年
一
一
月
、
築
地
大
橋
を
含

む
豊
洲
か
ら
築
地
ま
で
の
約
二
・
八
㎞
の
区

し
て
三
〇
名
超
の
応
募
が
あ
っ
た
と
の
こ
と

で
、
人
気
の
見
学
会
で
あ
る
。
幸
い
に
し
て

当
選
で
き
た
こ
と
を
受
け
、
都
市
づ
く
り
の

最
先
端
を
覗
い
て
み
た
。

晴
海
地
区
の

　
　
　

見
学
ツ
ア
ー
体
験
記

■�ＨＡＲＵＭＩ�ＦＬＡＧパビリオンでは、AR、VRなどの最新技術で「ＨＡＲＵＭＩ�ＦＬＡＧ」
の完成後の様子などを体験できた

■�晴海客船ターミナルより選手村工事現場を俯瞰。着 と々完成に近づいている。

当日の行程（2019.6.12）
14時15分～ 集合・受付

14時30分～ 環状第二号線・BRTの事業概要説明

15時00分～ HARUMI FLAGにて選手村事業概要
説明・モデルルーム見学

16時05分～ 晴海客船ターミナルより選手村工事現
場を俯瞰・周辺まちづくりの説明

16時30分～ 晴海アイランドトリトンスクエアにて
ジオラマの見学

～17時00分 現地にて解散

広
報
委
員
　
永
堀
日
和
子

ト

ピ

ッ

ク

ス
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��

間
が
暫
定
開
通
し
た
。
二
〇
二
二
年
度
の
全

線
開
通
に
向
け
て
、
本
線
ト
ン
ネ
ル
工
事
を

進
め
て
い
る
。

|
|�

い
そ
い
そ
と
バ
ス
へ
移
動

こ
の
見
学
会
は
バ
ス
で
移
動
を
繰
り
返

す
。
参
加
者
は
、
U
R
、
建
設
会
社
、
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と
様
々
だ
っ
た
。
バ

ス
の
中
で
も
現
場
を
見
な
が
ら
説
明
も
し
て

い
た
だ
い
た
が
、
各
人
に
ツ
ア
ー
用
の
ト
ラ

ン
シ
ー
バ
ー
が
提
供
さ
れ
て
い
た
た
め
、
聞

き
逃
す
こ
と
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
伺
う
こ
と
が

で
き
た
。

|
|�

H
A
R
U
M
I�

F
L
A
G
の
紹
介

次
に
、
晴
海
エ
リ
ア
の
再
開
発
事
業
概
要

の
説
明
が
東
京
都
都
市
整
備
局
の
方
よ
り
な

さ
れ
た
。
H
A
R
U
M
I�

F
L
A
G
は
、

約
一
八
ha
の
広
大
な
土
地
に
五
六
三
二
戸
の

分
譲
住
宅
・
賃
貸
住
宅
と
商
業
施
設
の
合
計

で
二
四
棟
を
建
築
す
る
。
他
に
も
、
保
育
施

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
「
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
も
活
用
し
て
い
た
こ
と
だ
。
環
境
先

進
都
市
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
意
欲
的
に
取
り

組
ま
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
晴
海
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
移
動

し
、
着
々
と
進
行
す
る
建
設
現
場
を
俯
瞰
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
新
た
な
街
へ
の
期
待
を

背
負
い
、急
ピ
ッ
チ
で
街
が
作
ら
れ
て
い
た
。

|
|�

さ
い
ご
に

見
学
会
後
、
バ
ス
で
渡
っ
た
環
状
第
二
号

線
を
実
際
に
歩
い
て
み
た
。
暫
定
迂
回
道
路

（
外
回
り
）
は
退
社
時
間
に
近
か
っ
た
た
め

か
、
多
く
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
徒
歩
や
自
転

車
で
利
用
し
て
い
た
。
実
際
に
現
地
を
見
て

歩
く
こ
と
で
、
環
状
第
二
号
線
が
東
京
の
都

心
と
臨
海
部
を
つ
な
ぐ
重
要
な
道
路
で
あ
る

こ
と
を
実
感
し
た
。

さ
い
ご
に
、
都
市
計
画
学
会
の
見
学
会
は

ど
な
た
で
も
参
加
可
能
と
の
こ
と
で
、
ぜ
ひ

一
度
体
験
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。

設
、
介
護
住
宅
な
ど
を
整
備
し
、
多
様
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
受
け
入
れ
る
人
口
約
一
二

〇
〇
〇
人
と
な
る
街
づ
く
り
を
計
画
し
て
い

る
。
ま
た
、
官
民
デ
ザ
イ
ン
で
一
体
と
な
っ

て
創
出
し
た
直
径
約
一
〇
〇
m
も
の
拠
点
空

間
で
あ
る
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ�

Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
（
中

心
広
場
）
や
、
分
譲
街
区
に
五
一
室
の
共
用

室
な
ど
を
設
置
し
、
住
む
方
の
交
流
を
生

み
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
工
夫
も
施
さ
れ
て

い
る
。
都
市
生
活
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
に
な

る
街
を
目
指
し
て
開
発
が
進
み
、
二
〇
二
四

年
度
に
事
業
が
完
了
す
る
予
定
だ
。

我
々
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
、
東
京
都

と
一
体
と
な
り
道
路
等
の
基
盤
整
備
を
進
め

て
い
る
。
整
備
に
関
し
て
ご
説
明
頂
い
た
都

市
整
備
局
の
ご
担
当
者
も
、
遅
延
な
く
事
業

が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
担
当
者
と
と
も
に
業
務
に
邁
進
し
た
と

い
う
。

驚
い
た
の
は
、
快
適
に
暮
ら
せ
る
街
づ
く

り
だ
け
で
な
く
、
防
災
対
策
や
持
続
可
能
な

■ジオラマの中にゴジラが！ ■晴海アイランドトリトンスクエアにてジオラマ見学

■環状第 2 号線にかかる築地大橋

■環状第 2 号線の暫定迂回道路（外回り）
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二
軸
四
象
限
に
分
断
さ
れ
た

谷
地
形
の
特
徴
あ
る
街
、
渋
谷

渋
谷
の
街
は
そ
の
名
の
通
り
、
渋
谷
駅
を

中
心
に
深
さ
約
二
〇
ｍ
、
半
径
約
五
〇
〇
ｍ

の
エ
リ
ア
に
谷
地
形
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

見
上
げ
る
と
東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線
や
首
都
高

速
道
路
が
頭
上
を
走
る
と
い
っ
た
光
景
は
、

私
た
ち
の
年
代
に
と
っ
て
は
、
子
供
の
こ
ろ

に
夢
見
た
未
来
都
市
の
よ
う
な
立
体
的
な
構

造
を
し
て
い
て
、
非
常
に
特
徴
的
な
街
と
い

え
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
特
徴
を
有
す
る
渋
谷

は
、
首
都
高
速
三
号
線
、
国
道
二
四
六
号
と

J
R
山
手
線
・
埼
京
線
で
二
軸
四
象
限
に
分

断
さ
れ
、
そ
の
エ
リ
ア
毎
に
谷
地
形
が
織
り

な
す
特
色
あ
る
景
色
が
生
ま
れ
、
独
自
の
ス

ト
リ
ー
ト
文
化
も
育
ん
で
き
ま
し
た
。

私
た
ち
東
急
は
、
戦
前
、
玉
川
電
気
鉄
道

時
代
よ
り
渋
谷
の
街
の
発
展
の
寄
与
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
渋
谷
の
発
展

が
進
む
中
で
四
社
九
路
線
が
複
雑
に
乗
り
入

れ
、
さ
ら
に
二
軸
四
象
限
に
分
断
さ
れ
て
い

る
谷
地
形
の
街
を
い
か
に
つ
な
ぎ
、
谷
を
克

服
す
る
か
と
い
う
課
題
を
抱
え
、
お
よ
そ

二
〇
年
前
、
渋
谷
駅
中
心
街
区
の
再
開
発
構

想
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が

大
き
く
再
開
発
を
後
押
し

二
〇
〇
〇
年
頃
、
副
都
心
線
と
東
横
線
が

相
互
直
通
運
転
を
す
る
決
定
を
き
っ
か
け
に

渋
谷
の
街
の
再
開
発
は
大
き
く
動
き
出
し
ま

し
た
。
地
上
駅
だ
っ
た
東
横
線
を
、
副
都
心

線
と
同
じ
地
下
レ
ベ
ル
に
移
動
し
、
乗
り
換

え
等
の
煩
雑
性
や
利
便
性
の
改
善
を
行
う
計

画
で
す
が
、
渋
谷
駅
全
体
で
は
J
R
埼
京
線

や
銀
座
線
の
ア
ク
セ
ス
の
悪
さ
を
改
善
す
る

必
要
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
鉄
道
イ
ン
フ
ラ

全
体
を
改
善
す
る
に
は
、
莫
大
な
費
用
と
工

期
を
要
す
る
た
め
、
鉄
道
改
良
の
み
な
ら
ず

渋
谷
駅
中
心
街
区
の
全
体
開
発
を
同
時
進
行

で
行
う
こ
と
が
重
要
と
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
流
れ
の
中
、
都
市
の
国
際
競
争
力
の

観
点
か
ら
「
渋
谷
を
ど
う
に
か
し
な
い
と
い

け
な
い
」
と
国
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
二
〇
〇

五
年
に
渋
谷
駅
周
辺
が
都
市
再
生
緊
急
整
備

地
域
に
、
二
〇
一
二
年
に
特
定
都
市
再
生
緊

急
整
備
地
域
※

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
開
発

を
後
押
し
す
る
よ
う
に
、
土
地
利
用
（
容
積

率
制
限
）
や
、
道
路
の
上
空
利
用
等
、
多
様

な
制
限
の
緩
和
や
支
援
が
可
能
に
な
っ
た
の

で
す
。

そ
う
い
っ
た
経
緯
を
経
て
、
二
〇
〇
三

年
、
渋
谷
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
東
急
文
化

会
館
の
解
体
に
着
手
、
そ
の
跡
地
を
東
横
線

移
設
工
事
の
ヤ
ー
ド
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

で
副
都
心
線
と
の
相
互
直
通
運
転
が
実
現
、

そ
し
て
渋
谷
再
開
発
の
先
駆
け
と
し
て
「
渋

谷
ヒ
カ
リ
エ
」
が
二
〇
一
二
年
に
開
業
し
ま

し
た
。

※
国
土
交
通
省
が
定
め
る
、
都
市
再
生
の
拠
点
と
し
て
、

都
市
開
発
事
業
等
を
通
じ
て
緊
急
か
つ
重
点
的
に
市
街
地

の
整
備
を
推
進
す
べ
き
地
域
と
し
て
、
政
令
で
指
定
す
る

地
域
。
様
々
な
規
制
の
緩
和
や
、
手
続
期
間
の
短
縮
、
民

間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
金
融
支
援
や
税
制
措
置
を
受

け
る
た
め
の
認
定
、
税
制
支
援
等
の
特
別
な
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
と
特
定
都

市
再
生
緊
急
整
備
地
域
で
は
支
援
等
の
内
容
が
異
な
る
。

二
〇
一
九
年
一
一
月
一
日
、
渋
谷
に
「
渋
谷
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
ス
ク
エ
ア
」
が
開
業
し
た
。
渋
谷
駅
周
辺

は
二
〇
一
二
年
の
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
の
開
業
を
皮
切
り
に
、
大
規
模
な
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ

て
い
る
。
今
回
は
そ
の
一
端
を
担
う
東
急
株
式
会
社
の
西
澤
氏
と
、
整
備
計
画
等
に
携
わ
っ
た
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社
の
岩
上
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

■開発終了後の、2027 年頃の渋谷駅周辺のイメージ／東急株式会社

■ 2012 年に開業した渋谷ヒカリエ／Shibuya�Hikarie

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

“
S

H
IB

U
Y

A
” to C

hang
e

　
　
　
　
　

─
変
わ
る
渋
谷
、
変
わ
る
街
の
未
来
─

特
集
3

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
編
集　

広
報
委
員　

遊
佐　

樹
里
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化
学
反
応
を
起
す
、

創
造
活
動
の
舞
台
と
な
る
「
街
」
へ

渋
谷
の
街
は「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
街
」「
カ

ル
チ
ャ
ー
の
発
信
地
」
と
形
容
さ
れ
、
そ
の

た
め
ク
リ
エ
イ
タ
ー
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が

多
く
集
積
し
、
訪
日
観
光
客
も
多
く
多
様
性

を
受
け
入
れ
る
街
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
二
〇
〇
一
年
に
グ
ー
グ
ル
が
初
め
て
日

本
に
進
出
し
た
の
も
渋
谷
の
街
で
あ
り
、
セ

ル
リ
ア
ン
タ
ワ
ー
の
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
の

一
角
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
瞬
く
間
に
四
フ
ロ

ア
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。
で
す
が
、
そ
れ
以

上
は
当
社
が
オ
フ
ィ
ス
を
供
給
で
き
ず
、

グ
ー
グ
ル
は
六
本
木
に
移
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
も
そ
も
受
け
皿
と
し
て
の
大
型
オ

フ
ィ
ス
や
ホ
テ
ル
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
が
足
り

て
い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
渋
谷
の
街

は
成
長
限
界
を
向
か
え
て
い
ま
し
た
。
そ
う

い
っ
た
側
面
で
も
渋
谷
駅
中
心
街
区
の
再
開

発
事
業
は
重
要
性
を
増
し
、
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ

以
降
、
新
規
に
供
給
さ
れ
る
オ
フ
ィ
ス
総
賃

貸
面
積
は
東
京
ド
ー
ム
約
七
．四
個
分
に
相

当
し
ま
す
。

二
〇
一
八
年
九
月
に
開
業
し
た
渋
谷
ス
ト

リ
ー
ム
に
は
グ
ー
グ
ル
合
同
会
社
の
本
社
機

能
が
戻
っ
て
き
ま
す
。

彼
ら
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ワ
ー
カ
ー
は
渋
谷

の
街
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
風
土
に

魅
力
を
感
じ
、
街
か
ら
の
刺
激
を
求
め
て
い

ま
す
。
I
C
T
技
術
の
進
歩
に
よ
り
働
き
方

が
ボ
ー
ダ
レ
ス
に
な
り
、
働
く
場
所
も
自

由
、
つ
ま
り
発
想
す
る
場
所
も
自
由
に
な
っ

た
中
で
は
、
オ
フ
ィ
ス
空
間
の
み
な
ら
ず
、

人
が
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
で
快
適
な
環
境
、
街
づ
く
り
が
ま

す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
渋
谷
で

働
く
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ワ
ー
カ
ー
が
、
ア
イ

デ
ア
を
ぶ
つ
け
合
う
こ
と
で
新
し
い
ア
イ
デ

ア
が
生
ま
れ
、
渋
谷
の
街
か
ら
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
が
世
界
に
発
信
さ
れ
る
、
渋
谷
の
街
が

そ
ん
な
創
造
活
動
の
舞
台
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ア
イ
デ
ア
が
生
ま

れ
る
プ
ロ
セ
ス
に
何
を
仕
掛
け
る
こ
と
が
出

来
る
の
か
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
で
の
取

り
組
み
が
と
て
も
重
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
街
を
変
え
る
の
は
人
で
す
、
渋
谷

で
働
き
住
む
人
た
ち
の
「
毎
日
の
日
常
生

活
」
を
よ
り
楽
し
く
素
敵
に
過
ご
し
て
い
た

だ
く
為
の
舞
台
づ
く
り
と
演
出
が
私
た
ち
の

言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、

『
今
ま
で
』
の
渋
谷
の
良

さ
と
時
代
を
見
据
え
た
『
こ

れ
か
ら
』
を
重
ね
る
こ
と

で
進
化
を
促
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
毎
日
が
素
敵
な

街
で
な
い
と
！
毎
日
が
楽
し
い
街
は
訪
れ
て

も
楽
し
い
街
で
す
。
渋
谷
で
働
き
暮
ら
す
人

と
訪
れ
る
人
が
融
合
し
化
学
反
応
を
起
す
、

そ
の
化
学
反
応
が
都
市
生
活
者
を
刺
激
し
、

そ
の
刺
激
が
渋
谷
の
街
を
素
敵
に
彩
り
変
え

て
ゆ
く
原
動
力
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
谷
を
克
服
」
し
て
、
周
辺
の
街
に

開
か
れ
た
渋
谷
を
つ
く
る

当
社
の
実
質
的
な
創
始
者
・
五
島
慶
太
は

渋
谷
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て
「
谷
を
克
服

し
、文
化
を
発
信
す
る
」
こ
と
が
重
要
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。
今
で
も
東
急
文
化
会
館
開
業

時
か
ら
変
わ
ら
な
い
コ
ン
セ
プ
ト
を
基
に
、

渋
谷
の
街
を
楽
し
い
街
に
し
た
い
と
い
う
思

い
で
街
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
渋
谷
の
街
に
近
づ
く
と
青
山
や
表

参
道
に
比
べ
て
空
気
感
が
違
う
と
感
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
渋
谷
は
谷
地
形
で
あ
る
か

ら
こ
そ
、
こ
こ
で
し
か
な
い
風
景
や
文
化
を

生
み
出
し
、
混
沌
と
多
様
性
を
受
け
入
れ
て

き
た
と
い
う
強
み
が
あ
り
ま
す
。
今
行
わ
れ

て
い
る
再
開
発
で
は
そ
の
強
み
を
維
持
し
な

が
ら
谷
を
克
服
す
る
こ
と
で
周
辺
の
街
に
開

き
、
表
参
道
・
青
山
、
代
官
山
等
の
街
と
つ

な
が
る
こ
と
で
広
域
渋
谷
圏
を
形
成
し
、
新

た
な
渋
谷
の
魅
力
を
生
み
出
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
強
い
思
い
か
ら
、
官
民
連

携
に
よ
る
渋
谷
川
の
再
生
、
遊
歩
道
の
整

備
、
ア
ー
バ
ン
・
コ
ア
（
次
ペ
ー
ジ
詳
細
）

に
よ
る
垂
直
方
向
、
水
平
方
向
の
歩
行
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
等
、
谷
を
克
服
し
、
街

を
つ
な
ぐ
事
業
を
進
め
て
い
る
の
で
す
。

渋
谷
は
谷
地
形
だ
か
ら
こ
そ
、
混
沌
と
し

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
刺
激
が
あ
り
魅
力
的
な

街
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
不
易
流
行
と
い
う

東
急
株
式
会
社 

渋
谷
開
発
事
業
部 

副
事
業
部
長
　
西
澤 

信
二 

氏

渋
谷
再
開
発
は

谷
を
克
服
し
、
新
た
な

渋
谷
の
魅
力
を
つ
く
る
こ
と

西澤 信二
（にしざわ しんじ）

1984年東京急行電鉄株式
会社 （現、 東急株式会社）
入社、デベロッパーの立場
で大規模プロジェクトの企
画・プロデュース業務、運
営業務を担当、現在は渋谷
開発事業部副事業部長。日
経アーキテクチャ「10大建
築人2019」に選ばれる。一
級建築士

上■�官民連携で渋谷川の再生を行った。／渋谷ストリーム
下■�渋谷ストリームから渋谷川沿いの遊歩道を整備。代官山、恵比寿に向けた回遊性を計画。
　　／渋谷ストリーム
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渋
谷
再
開
発
の
大
本
と
な
る

方
針
作
り

渋
谷
再
開
発
に
お
い
て
は
、
副
都
心
線
の

整
備
及
び
東
横
線
と
の
相
互
直
通
運
転
の
話

が
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
渋
谷
再
開
発
に
関
す
る
仕
事
は
、
私

が
携
わ
る
一
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
上
司
が
関

わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
自
身
は
二
〇
〇
八

年
の
「
渋
谷
駅
街
区
基
盤
整
備
方
針
」（
発

注
者
：
東
京
都
渋
谷
区
）
の
策
定
か
ら
関
わ

り
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

こ
の
基
盤
整
備
方
針
は
、
そ
の
名
の
通
り

渋
谷
駅
の
整
備
方
針
を
ま
と
め
た
も
の
で
す

が
、
こ
れ
を
受
け
て
二
〇
一
二
年
に
策
定
さ

れ
た
、
渋
谷
駅
を
中
心
と
し
た
各
種
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
方
針
で
あ
る
「
渋
谷
駅
中
心
地
区

基
盤
整
備
方
針
」（
発
注
者
：
東
京
都
渋
谷

区
）
に
も
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
渋
谷
駅
周
辺
の
課
題
と
し

て
、
鉄
道
、
駅
前
広
場
、
駐
車
場
、
歩
行
者

空
間
等
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
、
渋
谷
川
の
あ
り

方
等
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
解
決

す
る
た
め
に
、
公
共
と
民
間
が
一
体
的
に
検

討
を
行
う
こ
と
で
快
適
な
渋
谷
駅
周
辺
の
創

出
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。
J
R
、
地
下
鉄

各
駅
が
ば
ら
ば
ら
に
配
置
さ
れ
、
歩
行
者
動

線
が
輻ふ

く

輳そ
う

化
し
て
い
る
渋
谷
駅
周
辺
の
現
状

か
ら
、
副
都
心
線
・
東
横
線
の
地
下
化
や
直

通
運
転
を
含
め
た
鉄
道
路
線
間
の
乗
り
換
え

利
便
性
の
向
上
、
国
道
二
四
六
号
の
拡
幅
を

含
め
た
道
路
や
駅
前
広
場
の
整
備
に
よ
る
交

通
結
節
機
能
の
強
化
、
ア
ー
バ
ン
・
コ
ア
や

歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
災
害
の
激

甚
化
を
踏
ま
え
た
防
災
機
能
の
強
化
等
、

様
々
な
整
備
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

渋
谷
の
街
の
動
き
を
理
解
し
、

最
適
な
プ
ラ
ン
を
考
え
る

今
回
の
再
開
発
で
特
徴
的
な
の
が
、
ア
ー

バ
ン
・
コ
ア
の
整
備
。
す
で
に
開
業
し
て
い

る
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
や
渋
谷
ス
ト
リ
ー
ム
、
渋

谷
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
ス
ク
エ
ア
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
ア
ー
バ
ン
・
コ
ア
と
い
う
の
は
、

渋
谷
の
歩
行
者
動
線
計
画
の
肝
に
な
る
も
の

で
、
端
的
に
言
う
と
、
渋
谷
の
駅
と
街
、
地

下
と
地
上
を
結
び
付
け
、
ス
ム
ー
ズ
な
移
動

を
実
現
す
る
も
の
で
す
。
渋
谷
の
駅
は
、
そ

の
谷
形
状
の
地
形
か
ら
、
J
R
か
ら
銀
座
線

等
に
乗
り
換
え
る
際
に
は
下
っ
た
り
上
が
っ

た
り
等
、
人
の
移
動
に
大
き
な
バ
リ
ア
が
発

生
し
て
い
ま
し
た
。
ア
ー
バ
ン
・
コ
ア
は
、

そ
れ
ら
を
克
服
す
る
た
め
に
、
政
策
研
究
大

学
院
大
学
の
森
地
先
生
、
東
京
大
学
の
内
藤

先
生
、
日
本
大
学
の
岸
井
先
生
た
ち
が
中
心

と
な
り
、「
渋
谷
は
谷
地
形
な
の
で
、
谷
を

克
服
す
る
こ
と
を
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
表
現
し

て
、
上
や
下
に
ス
ム
ー
ズ
に
行
け
る
も
の
が

な
い
と
い
け
な
い
」
と
か
な
り
力
を
入
れ
て

検
討
し
た
も
の
で
す
。
私
は
歩
行
者
動
線
や

実
際
の
人
の
流
れ
等
の
街
全
体
の
動
き
を
考

え
、
ア
ー
バ
ン
・
コ
ア
の
設
置
位
置
等
を
検

討
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
単
に
鉄
道
路
線
間

の
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
の
た
め
の
装
置
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
働
き
に
よ
り
上
下
移

動
や
横
移
動
が
最
適
と
な
り
、
駅
か
ら
街

へ
、街
か
ら
駅
へ
、ビ
ル
か
ら
ビ
ル
へ
と
人
々

を
回
遊
さ
せ
る
、
渋
谷
な
ら
で
は
の
仕
組
み

で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
交
通
を
専
門
と
し
て
お
り
、
渋
谷
の

再
開
発
に
お
い
て
は
行
政
・
民
間
双
方
の
歩

行
者
動
線
計
画
や
自
動
車
の
交
通
計
画
に
中

心
的
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
行
政

パシフィックコンサルタンツ株式会社 社会イノベーション事業本部
交通政策部 都市再生室長　岩上 智裕 氏

官と民の両方の視点で
渋谷再開発を考える

■ 2012 年時点の現状（左）と渋谷駅中心地区基盤整備方針に示された整備のイメージ（右）。／渋谷区　渋谷駅中心地区基盤整備方針（平成 24年 10月）
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の
業
務
で
は
、
国
道
二
四
六
号
と
明
治
通
り

と
い
う
都
内
の
大
動
脈
が
交
差
す
る
渋
谷
駅

の
南
側
の
交
差
点
の
慢
性
的
な
交
通
混
雑
を

ど
う
す
る
か
と
い
っ
た
交
通
計
画
や
、
民
間

業
務
で
は
建
築
計
画
の
中
で
、
街
全
体
の
人

の
動
き
を
理
解
し
た
上
で
建
物
内
の
通
路
幅

や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
向
き
等
を
検
討
す
る
と

い
っ
た
よ
う
な
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
基
盤
整
備
方
針
の
策
定
に
携
わ
っ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
渋
谷
再
開
発
に
関
わ

る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
行
政
と
民
間

事
業
者
の
間
を
う
ま
く
橋
渡
し
す
る
と
い
っ

た
格
好
で
も
こ
の
再
開
発
に
は
関
わ
っ
て
い

ま
し
た
。官
と
民
で
は
立
場
は
違
い
ま
す
が
、

混
雑
や
不
便
さ
を
改
善
し
、
渋
谷
に
遊
び
に

来
る
人
や
働
く
人
に
と
っ
て
、
み
ん
な
が
訪

れ
た
く
な
る
、
賑
わ
い
の
あ
る
渋
谷
に
し
よ

う
と
い
う
共
通
の
想
い
が
関
係
者
の
中
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、み
ん
な
で
一
体
と
な
っ

て
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
感
じ
が
あ
り
、

と
て
も
楽
し
く
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

未
来
も
安
心
し
て
人
が
集
う
街
づ
く
り

そ
の
ほ
か
に
渋
谷
再
開
発
で
特
徴
的
な
の

が
「
防
災
」
と
い
う
観
点
で
す
。
ま
さ
に
基

盤
整
備
方
針
を
検
討
し
て
い
る
際
に
東
日
本

大
震
災
が
発
生
し
、
鉄
道
や
バ
ス
等
の
交
通

機
関
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
こ
と
に
よ
り
、
渋
谷

の
街
は
帰
宅
困
難
者
で
混
乱
を
極
め
た
と
記

憶
し
て
い
ま
す
。
基
盤
整
備
方
針
で
は
、
災

害
時
に
建
物
や
広
場
と
い
っ
た
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
に
帰
宅
困
難
者
を
受
け
入
れ
る
方
針

と
し
て
い
て
、
ど
の
く
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス
な

ら
何
人
が
入
れ
る
か
、
等
の
検
討
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
大
雨
や
台
風
の
被
害
は
記

憶
に
新
し
い
で
す
が
、
渋
谷
は
谷
地
形
な
の

で
、
水
が
溜
ま
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
に
強
い
街
を
目
指
し
、
地
下
貯
水
槽
の

必
要
性
が
検
討
さ
れ
、
既
に
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

私
が
携
わ
っ
て
一
〇
年
と
い
う
間
に
、
小

規
模
の
ビ
ル
が
集
ま
っ
て
い
る
街
か
ら
大
き

な
建
物
が
並
ぶ
よ
う
に
な
り
、
渋
谷
の
印
象

が
す
ご
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
を
感
じ
ま

す
。
渋
谷
を
歩
い
て
い
る
際
に
若
者
た
ち
が

「
何
々
っ
て
い
う
建
物
で
き
る
ん
だ
っ
て
」

と
か
「
ア
ー
バ
ン
・
コ
ア
っ
て
何
な
の
？
」

等
と
話
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
聞
く
と
、
浸
透

し
て
き
た
な
と
感
慨
深
い
で
す
し
、
行
政
や

民
間
事
業
者
、
市
民
と
い
っ
た
み
ん
な
で
検

討
し
て
き
た
内
容
が
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と

に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。
街
は
生
き
物
な
の

で
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
や
そ
の
場
所
に
い
る
人
々

に
よ
っ
て
街
の
あ
り
方
っ
て
多
様
な
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
明
確
な
正
解
が
な
い
だ
け
に
、

そ
の
分
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

■�東口地下広場（渋谷ヒカリエ９階から見た将来整備イメージ）。4,000t をの雨水をためる貯水槽を
整備する。／渋谷駅街区土地区画整理事業共同施行者）

■�アーバン・コアで縦横間の移動を改善する。／東急株式会社

■�渋谷ヒカリエに設置されているアーバン・コア。／Shibuya�Hikarie

岩上 智裕　
（いわがみ ともひろ）

1999 年パシフィックコンサルタンツ
株式会社入社。交通系の技術者と
して官公庁および民間事業者の業
務に従事。2013 年より 2 年間一般
財団法人道路新産業開発機構へ出
向。2019 年 10 月より社会イノベー
ション事業本部　交通政策部　都
市再生室長に就任。都市再開発等
の業務の中心人物として活躍する。
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ほ
か
に
は
数
え
る
ほ
ど
の
川
し
か
流
れ
て
い

な
い
が
、
か
つ
て
は
数
多
く
の
小
川
や
用
水

路
、
そ
し
て
堀
割
が
網
の
目
の
よ
う
に
覆
っ

て
い
た
。
そ
れ
ら
は
蓋
を
さ
れ
た
り
、
下
水

道
に
転
用
さ
れ
た
り
、
埋
め
立
て
ら
れ
た
り

し
て
、
今
で
は
失
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

暗
渠
を
め
ぐ
る
三
つ
の
軸

こ
れ
ら
の
「
失
わ
れ
た
川
＝
暗
渠
」
に
興

味
を
持
っ
た
な
ら
ば
、
そ
こ
で
「
景
観
」「
空

間
」「
時
間
」
と
い
う
、
相
互
に
密
接
に
関

連
す
る
三
つ
の
軸
─
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
─
か

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と
で
、
街
の
見

え
方
が
が
ら
り
と
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
愉

し
み
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら

を
順
に
追
っ
て
い
こ
う
。

ま
ず「
景
観
」。
こ
れ
は「
点
」で
あ
り「
場

所
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
。
暗
渠
は
ま
ず

風
景
の
中
の
違
和
感
の
あ
る
点
景
と
し
て
私

た
ち
の
視
界
に
入
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
。

そ
し
て
、
ひ
と
た
び
暗
渠
を
意
識
し
始
め
る

と
、
他
に
も
何
気
な
く
見
過
ご
し
て
い
た
風

景
の
あ
ち
こ
ち
に
、
失
わ
れ
た
川
の
痕
跡
が

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
く
。

次
に
「
空
間
」。
そ
れ
は
ま
ず
「
線
」
と

暗
渠
─
失
わ
れ
た
、
水
の
な
い
川

街
を
歩
い
た
り
、
地
図
を
眺
め
た
り
す
る

と
き
、
な
に
か
違
和
感
の
あ
る
道
や
路
地
に

出
会
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
他
の
道
が

真
っ
直
ぐ
な
中
、
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
た

り
、
向
き
が
違
っ
て
い
た
り
、
住
宅
地
の
間

を
縫
う
よ
う
な
緑
道
と
な
っ
て
い
た
り
。
こ

れ
ら
は
古
い
道
筋
の
場
合
も
あ
る
が
、
も
し

そ
の
道
沿
い
が
周
囲
よ
り
凹
ん
で
い
た
り
、

谷
底
の
よ
う
な
場
所
だ
っ
た
り
す
る
よ
う
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
川
の
跡
、
す
な

わ
ち
「
暗あ

ん

渠き
ょ

」
だ
。

暗
渠
と
は
一
般
的
に
は
「
蓋
を
さ
れ
た
河

川
」
や
「
地
中
に
埋
設
さ
れ
た
水
路
」
を
指

す
。
い
わ
ば
機
能
を
定
義
し
た
用
語
だ
。
た

だ
、
こ
こ
で
は
も
っ
と
広
い
意
味
で
、
か
つ

て
川
や
用
水
路
が
流
れ
て
い
た
空
間
・
場
所
・

道
で
、
か
つ
今
で
も
そ
の
流
路
が
地
図
上
や

現
地
で
確
認
で
き
る
も
の
全
般
を
「
暗
渠
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
い
っ
て
み
れ
ば
景

観
的
な
定
義
で
あ
る
。

東
京
都
心
部
に
は
こ
の
よ
う
な
「
失
わ
れ

た
川
の
痕
跡
」
と
し
て
の
暗
渠
が
特
に
多
く

み
ら
れ
る
。
現
在
の
東
京
に
は
、
荒
川
や
多

摩
川
、
隅
田
川
な
ど
と
い
っ
た
大
き
な
川
の

し
て
現
れ
る
。
今
ま
で
ば
ら
ば
ら
に
捉
え
て

い
た
場
所
／
景
観
は
、
暗
渠
に
気
が
つ
く
こ

と
で
失
わ
れ
た
水
の
ラ
イ
ン
に
関
連
付
け
ら

れ
、
つ
な
が
っ
て
い
く
。
暗
渠
を
辿
る
こ
と

は
水
の
流
れ
に
沿
っ
て
地
形
を
な
ぞ
る
こ
と

で
も
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
は
高
低
差
で
ソ
ー

ト
さ
れ
、
数
珠
繋
ぎ
に
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
て
い

く
。
そ
し
て
「
線
」
は
「
面
」
の
広
が
り
を

も
っ
て
い
く
。
通
常
の
川
と
同
様
、
失
わ
れ

た
川
も
い
く
つ
も
の
支
流
の
暗
渠
を
集
め
一

つ
に
ま
と
ま
っ
て
水
系
と
な
り
、
さ
ら
に
川

や
海
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

こ
の
「
面
」
に
着
目
し
た
と
き
、
地
理
空

間
に
は
、
鉄
道
網
や
道
路
網
と
は
別
の
、
今

ま
で
見
え
て
い
な
か
っ
た
レ
イ
ヤ
ー
が
現
れ

て
く
る
。
東
京
で
は
こ
れ
が
特
に
顕
著
に
現

れ
る
。

た
と
え
ば
、
山
の
手
地
区
か
ら
武
蔵
野
地

区
に
か
け
て
の
エ
リ
ア
。
武
蔵
野
台
地
に
刻

ま
れ
た
い
く
つ
も
の
枝
分
か
れ
す
る
谷
に

は
、
今
も
流
れ
る
神
田
川
や
石
神
井
川
、
目

黒
川
と
い
っ
た
中
小
河
川
の
ほ
か
に
、
か
つ

て
は
そ
れ
ら
の
支
流
が
無
数
に
流
れ
て
い

た
。一

方
で
、
台
地
の
上
に
は
江
戸
の
水
道
で

あ
っ
た
玉
川
上
水
と
、
そ
こ
か
ら
分
水
さ
れ

た
用
水
路
が
樹
形
図
の
よ
う
に
枝
分
か
れ

し
、
飲
用
水
や
生
活
用
水
と
し
て
、
あ
る
い

は
谷
筋
の
水
田
を
潤
す
灌
漑
用
水
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
流
末
は
川
へ
と

接
続
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
今
は
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
、尾
根
筋
の
用
水
路
で
あ
る
「
動

脈
」
と
谷
筋
の
河
川
で
あ
る
「
静
脈
」
に
よ

る
、
尾
根
と
谷
を
結
ぶ
血
管
の
よ
う
な
水
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
レ
イ
ヤ
ー
だ
。

ま
た
、
足
立
や
葛
飾
、
江
戸
川
と
い
っ
た

低
地
に
目
を
向
け
れ
ば
、
そ
こ
に
は
利
根
川

都
内
の
暗
渠
を
た
ど
る

■�東京を覆う失われた水のレイヤー。
　赤線は用水・上水・堀割、青線は自然河川

特
集
４

�

本
田�

創
（
暗
渠
者
）
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水
系
か
ら
水
を
引
い
て
き
た
見
沼
代
用
水
や

葛
西
用
水
と
い
っ
た
灌
漑
用
水
か
ら
、
無
数

の
水
路
が
放
射
状
に
枝
分
か
れ
し
、
流
れ
て

い
た
し
、
大
田
区
に
は
多
摩
川
か
ら
水
を
引

い
た
六
郷
用
水
が
、
北
区
・
荒
川
区
に
は
石

神
井
川
か
ら
水
を
引
い
た
石
神
井
用
水
が
、

同
様
に
広
が
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
ス
ス
キ

の
穂
先
の
よ
う
な
形
状
の
水
路
網
も
ま
た
一

つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。

水
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
地
名
や
地
形
の

失
わ
れ
た
繋
が
り
を
呼
び
戻
す
レ
イ
ヤ
ー
で

も
あ
る
。
わ
か
り
や
す
い
例
と
し
て
、
東
京

都
心
、
山
手
線
沿
線
の
南
半
分
を
見
て
み
よ

う
。
そ
こ
に
は
渋
谷
、
千
駄
ヶ
谷
、
富
ヶ
谷
、

鶯
谷
町
と
い
っ
た
谷
に
関
係
す
る
地
名
や
、

宇
田
川
町
、
神
泉
と
い
っ
た
水
に
ま
つ
わ
る

地
名
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
渋
谷
川
の
失

わ
れ
た
水
系
を
辿
る
と
、
す
べ
て
が
そ
の
も

と
に
繋
が
っ
て
い
く
。
旧
地
名
で
あ
る
羽は

沢ざ
わ

町ち
ょ
う

、日ひ

下が

窪く
ぼ

町ち
ょ
う

、代よ

々よ

木ぎ

山さ
ん

谷や

町ち
ょ
う

、穏お
ん

田で
ん

と
い
っ

た
地
名
を
加
え
る
と
更
に
そ
れ
は
顕
著
と
な

る
。
ま
た
、
新
宿
御
苑
、
明
治
神
宮
、
松

し
ょ
う

濤と
う

公
園
、
白
金
の
自
然
教
育
園
、
青
山
墓
地
、

赤
坂
御
所
と
い
っ
た
都
心
の
緑
地
も
ま
た
、

い
ず
れ
も
渋
谷
川
水
系
の
源
流
に
位
置
す
る

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
暗
渠
の
レ
イ
ヤ
ー
に
は
、

様
々
な
時
期
の
様
相
が
、
投
影
図
の
よ
う
に

同
時
に
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
て
見
え
て
い
る
と

い
っ
た
側
面
も
あ
る
。
川
に
よ
り
暗
渠
化
さ

れ
た
時
期
は
様
々
だ
し
、
川
の
痕
跡
も
そ
れ

ぞ
れ
そ
の
古
さ
は
異
な
る
。
そ
の
重
な
り
あ

い
を
一
つ
一
つ
紐
解
い
て
い
く
と
、
こ
ん
ど

は
地
域
の
歴
史
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

「
時
間
」
の
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
だ
。

東
京
都
心
部
の
川
の
暗
渠
化
に
つ
い
て
い

え
ば
、
そ
こ
に
は
大
き
く
二
つ
の
波
が
あ
っ

た
。
ひ
と
つ
は
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
の
関

東
大
震
災
後
の
復
興
期
、
も
う
ひ
と
つ
は

一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
の
高
度
経
済

成
長
期
。
前
者
で
は
旧
東
京
一
五
区
の
範
囲

の
多
く
の
川
が
暗
渠
化
さ
れ
、
後
者
で
は

二
三
区
の
特
に
西
側
で
暗
渠
化
が
進
ん
だ
。

川
の
暗
渠
化
は
、
い
ず
れ
も
東
京
と
い
う

都
市
の
拡
大
・
発
展
の
歴
史
の
裏
返
し
で
あ

り
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
側
面
だ
け
で
は
な

く
、
暗
渠
化
の
過
程
で
川
が
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

と
し
て
の
存
在
か
ら
、
災
害
、
公
害
と
い
っ

と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
し
ば
し
ば
暗
渠
探
索

者
の
間
で
「
暗
渠
サ
イ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
。

「
暗
渠
サ
イ
ン
」
に
は
、
①
か
つ
て
川
が

流
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
、
②

川
が
暗
渠
化
さ
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の

が
あ
る
。
①
で
い
え
ば
橋
跡
や
護
岸
跡
と

い
っ
た
構
造
物
、
銭
湯
や
米
屋
、
染
物
屋
と

い
っ
た
水
に
関
連
す
る
施
設
、
そ
し
て
蛇
行

し
た
川
跡
の
道
、
湧
水
、
高
低
差
、
谷
戸
地

形
と
い
っ
た
空
間
的
な
特
徴
。
②
で
い
え

ば
、
車
止
め
や
水
路
に
掛
け
ら
れ
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
蓋
と
い
っ
た
構
造
物
、
緑
道
な
ど
川

跡
を
利
用
し
た
施
設
、
そ
し
て
背
を
向
け
る

街
並
み
と
い
っ
た
環
境
。
こ
の
よ
う
に
多
岐

に
わ
た
る
「
暗
渠
サ
イ
ン
」
は
あ
る
も
の
は

は
っ
き
り
と
、
ま
た
あ
る
も
の
は
ひ
っ
そ
り

と
、
街
に
佇
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
暗

渠
に
残
る
「
川
の
記
憶
」
で
あ
る
と
い
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。

暗
渠
を
感
じ
る
と
い
う
こ
と

さ
て
、
三
つ
の
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
は
こ
の

よ
う
に
円
環
構
造
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の

い
ず
れ
を
入
り
口
に
し
て
も
暗
渠
の
愉
し
み

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。「
景
観
─

路
上
の
面
白
い
も
の
、
気
に
な
る
こ
と
へ
の

着
目
」、「
空
間
─
地
図
や
地
形
」、そ
し
て
「
時

間
─
土
地
の
歴
史
へ
の
興
味
」。
た
だ
、
い

ず
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
に
し
て
も
、
も

し
暗
渠
を
最
大
限
に
愉
し
も
う
と
す
る
な

ら
、
実
際
に
暗
渠
を
歩
き
、
自
ら
暗
渠
を
体

感
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
。

自
ら
の
足
で
暗
渠
を
辿
っ
て
み
る
と
、
川

が
失
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
川

の
輪
郭
が
残
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。

川
を
流
れ
る
水
は
地
形
を
つ
く
り
だ
し
、
そ

し
て
土
地
の
歴
史
や
人
々
の
生
活
を
育
ん
で

た
負
の
存
在
へ
、
そ
し
て
別
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
へ
と
変
化
し
て
い
く
さ
ま
も
そ
こ
で
は
見

え
て
く
る
。

こ
の
暗
渠
化
の
過
程
も
東
京
と
い
う
都
市

の
変
遷
を
理
解
す
る
う
え
で
興
味
深
い
が
、

更
に
川
が
流
れ
て
い
た
時
代
を
遡
れ
ば
、
そ

こ
に
は
数
万
年
単
位
の
広
域
の
自
然
史
か

ら
、
百
年
単
位
の
治
水
史
や
地
域
の
開
発

史
、そ
し
て
数
十
年
単
位
の
個
人
史
や
、も
っ

と
小
さ
な
、
川
沿
い
に
く
ら
し
た
人
々
の
さ

さ
や
か
な
物
語
ま
で
、
様
々
な
ス
パ
ン
で
の

時
間
軸
の
経
過
が
折
り
重
な
っ
て
い
る
。

失
わ
れ
た
川
の
記
憶

こ
う
し
て
「
景
観
」
か
ら
「
空
間
」
そ
し

て
「
時
間
」
へ
と
ア
プ
ロ
ー
チ
を
重
ね
た
の

ち
に
、再
度
「
景
観
」
に
立
ち
戻
っ
た
と
き
、

街
の
中
に
景
観
と
し
て
見
ら
れ
る
暗
渠
に
は

そ
の
背
後
に
、
か
つ
て
あ
っ
た
水
の
空
間

と
、
そ
れ
ら
が
成
り
立
ち
、
失
わ
れ
て
い
っ

た
時
間
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ

ろ
う
。
暗
渠
を
辿
っ
て
い
る
と
、
こ
の
こ
と

が
端
的
に
現
れ
て
い
る
、
か
つ
て
そ
こ
が
川

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
痕
跡
が
み
ら
れ
る
こ

■�現在流れる渋谷川／古川と、鉄道・主要駅
　地図出典：地理院地図を加工

■�上図と同じ範囲にかつて流れていた渋谷川の水系と
地形、地名

　地図出典：�カシミール 3Dで基盤地図情報及び地理
院地図を表示・加工
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き
た
。
そ
こ
に
は
地
形
や
風
景
、
土
地
の
記

憶
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
川
と

と
も
に
蓋
を
さ
れ
覆
い
隠
さ
れ
て
し
ま
っ
た

か
も
し
れ
な
い
が
、
暗
渠
を
辿
っ
て
足
で
地

形
を
感
じ
、
か
つ
て
の
風
景
を
幻
視
し
、
失

わ
れ
た
川
の
流
れ
に
耳
を
澄
ま
せ
れ
ば
、
土

地
の
記
憶
が
聴
こ
え
て
く
る
。

暗
渠
と
は
い
わ
ば
、
レ
コ
ー
ド
に
刻
ま
れ

た
溝
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。
針
と
な
っ
て

そ
の
溝
を
辿
る
こ
と
で
、
辿
る
人
の
身
体
を

通
し
て
、
溝
か
ら
暗
渠
に
澱
む
記
憶
が
再
生

川
を
さ
か
の
ぼ
り
な
が
ら
、
特
別
に
案
内
し

て
い
た
だ
い
た
。

暗
渠
サ
イ
ン
を
探
し
て

本
田
さ
ん
か
ら
の
説
明
に
も
あ
る
通
り
、

暗
渠
と
は
「
地
中
に
埋
め
ら
れ
た
河
川
や
そ

の
跡
」
で
あ
り
、
元
は
水
辺
空
間
で
あ
り
な

が
ら
、
今
は
水
流
を
目
で
見
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
し
か
し
、
説
明
を
聞
き
な
が
ら
歩
い

て
い
る
と
、
暗
渠
初
心
者
の
私
で
も
其
処
か

し
こ
に
「
川
の
痕
跡
＝
暗
渠
サ
イ
ン
」
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
、
約
三
時
間
の
散
策
で
私
が
出
会
っ

た
暗
渠
サ
イ
ン
は
、
関
東
大
震
災
直
後
の
一

九
二
四
年
（
大
正
一
三
年
）
に
作
ら
れ
た
橋

の
欄
干
跡
、
大
量
の
排
水
が
必
要
な
銭
湯
や

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
車
両
進
入
禁
止
の
車
止

め
や
植
栽
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
蓋

掛
け
、
連
続
し
た
マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
、
実
に

多
岐
に
亘
る
。
一
つ
一
つ
は
背
景
も
時
代
も

違
う
独
立
し
た
痕
跡
だ
が
、
暗
渠
と
い
う
水

の
流
れ
を
意
識
す
る
と
、
す
べ
て
が
つ
な

が
っ
て
見
え
て
く
る
か
ら
面
白
い
。

橋
の
た
も
と
に
住
ん
で
い
た
狸
の
昔
話
を

伝
え
る
た
め
に
、
今
も
か
わ
い
ら
し
い
狸
が

ま
つ
ら
れ
た
祠
や
地
元
有
志
に
よ
っ
て
植
え

ら
れ
た
柳
。
自
身
の
歓
迎
の
宴
席
で
飲
め
な

い
酒
を
飲
み
過
ぎ
、
川
に
落
ち
て
し
ま
っ
た

人
を
供
養
す
る
た
め
の
お
地
蔵
様
。
稲
作
の

幅員や風景は徐々に変わるが、川の痕跡は続いている 暗渠の河口

広
報
委
員　

鈴
木�

美
咲

12 河口

さ
れ
て
く
る
。
そ
し
て
土
地
の
履
歴
は
紐
解

か
れ
、
目
の
前
の
風
景
は
新
た
な
視
座
か
ら

捉
え
直
さ
れ
て
い
く
。

こ
こ
ま
で
お
読
み
に
な
っ
て
も
し
暗
渠
が

気
に
な
っ
て
き
た
な
ら
ば
、
ど
こ
で
も
構
わ

な
い
の
で
ま
ず
は
身
近
な
暗
渠
を
ぜ
ひ
実
際

に
歩
い
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
と
き

暗
渠
か
ら
再
生
さ
れ
た
記
憶
は
失
わ
れ
た
川

の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
と
な
っ
て
風
景
を
満
た

し
、
街
の
見
え
方
を
多
層
的
で
豊
か
な
も
の

に
変
え
る
に
違
い
な
い
。

暗
渠
と
の
出
会
い

最
寄
り
駅
か
ら
会
社
ま
で
徒
歩
五
分
。
そ

の
途
中
に
、
通
勤
経
路
の
幹
線
道
路
と
直
行

す
る
不
思
議
な
空
間
が
あ
る
。
歩
行
者
専
用

で
あ
り
な
が
ら
幅
員
は
三
m
以
上
あ
り
、
ベ

ン
チ
や
植
栽
が
置
か
れ
て
い
る
。
道
路
に
し

て
は
不
自
然
に
曲
が
り
く
ね
っ
た
こ
の
空
間

こ
そ
、『
暗
渠
』
で
あ
る
。

街
の
成
り
立
ち
や
歴
史
が
気
に
な
っ
て
し

ま
う
私
は
、
本
誌
の
取
材
に
か
こ
つ
け
て
暗

渠
愛
好
家
の
本
田
さ
ん
に
ア
ポ
を
と
り
、
都

内
の
お
す
す
め
暗
渠
を
ご
紹
介
い
た
だ
い

た
。
す
る
と
、
暗
渠
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か

け
と
な
っ
た
会
社
そ
ば
の
空
間
“
和
泉
川
”

の
暗
渠
は
、
本
田
さ
ん
に
と
っ
て
も
イ
チ
オ

シ
暗
渠
と
の
こ
と
。
中
野
坂
上
駅
よ
り
少
し

東
に
あ
る
河
口
部
か
ら
暗
渠
の
源
流
ま
で
約

三
．
四
㎞
、
今
は
暗
渠
と
な
っ
て
い
る
和
泉

■住居の間に突如現れる歩行者空間

■�今回歩いた和泉川暗渠の最下流、神田川に
そそぐ河口部分

■�車止めとして使われている植栽。
　各家庭の勝手口・裏口が並ぶのも暗渠の特徴

■�斜面の下をくねくねと蛇行する路地。
　川の形がよく分かる

本
ほ ん

田
だ

　創
そ う

暗 渠 者。1972 年 東
京都生まれ。
小学生のころ、50 年
代の東京区分地図で
川探索に目覚め、谷

田川から暗渠の道にハマる。
1997 年より東京の暗渠や水路、湧水な
どの探索の成果をウェブサイトにて公
開。著書に、『東京暗渠学』『東京「暗
渠」散歩』『はじめての暗渠散歩 水の
ない水辺をあるく』等。NHK 文化セン
ターにて、「暗渠散歩講座」を主宰中。

は
じ
め
て
の
暗
渠
め
ぐ
り
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の
ご
と
く
窪
地
を
表
す
。
現
在
は
、
水
辺
の

気
配
も
な
い
住
宅
地
だ
が
、
か
つ
て
は
浅
い

窪
地
か
ら
じ
わ
じ
わ
と
水
が
湧
き
出
し
、
川

と
な
っ
て
流
れ
出
て
い
た
そ
う
。

ま
た
、
代
田
橋
駅
の
近
く
、
甲
州
街
道
と

環
七
通
り
の
交
差
点
に
は
「
三
郡
橋
」
と
い

う
和
泉
川
を
渡
る
橋
が
か
か
っ
て
い
た
。
昔

の
南
豊
島
郡
、
東
多
摩
郡
、
荏え

原ば
ら

郡ぐ
ん

の
接
点

に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
由
来
し
、
現
在
で
も

渋
谷
区
、
杉
並
区
、
世
田
谷
区
の
境
界
に
な
っ

て
い
る
。大
き
な
川
が
自
治
体
の
境
界
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
多
い
が
、
今
は
目
に
見
え
な

い
暗
渠
も
集
落
を
区
分
け
し
て
い
る
こ
と
が

よ
く
分
か
る
例
で
あ
る
。

他
に
も
、
昔
の
橋
の
名
前
が
交
差
点
名
と

し
て
残
っ
て
い
た
り
、
古
い
店
舗
の
屋
号
に

水
を
連
想
さ
せ
る
文
字
が
入
っ
て
い
た
り
、

地
図
を
眺
め
て
い
る
だ
け
で
も
川
の
流
れ
を

探
す
こ
と
が
で
き
る
。

暗
渠
の
こ
れ
か
ら

今
回
、
住
宅
街
の
中
の
細
い
暗
渠
を
た

ど
っ
て
い
く
と
、
入
り
口
か
ら
見
て
い
た
だ

け
で
は
分
か
ら
な
い
不
思
議
な
感
覚
を
抱
い

た
。
そ
れ
は
、「
と
て
も
細
い
道
な
の
に
、ず
っ

と
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
。
住
宅

街
の
細
街
路
を
歩
い
て
い
る
と
、
普
通
は
行

き
止
ま
り
に
な
っ
た
り
、
幹
線
道
路
と
ぶ
つ

か
っ
て
道
が
な
く
な
っ
た
り
す
る
。
し
か

し
、
連
続
し
た
川
の
流
れ
を
由
来
に
も
つ
暗

渠
は
、
道
路
を
渡
っ
た
り
住
宅
地
に
入
り
込

ん
だ
り
し
な
が
ら
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続

く
。自

動
車
の
通
行
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
昔
な

が
ら
の
街
並
み
が
残
っ
て
い
た
り
、
公
園
や

ベ
ン
チ
が
整
備
さ
れ
て
い
る
た
め
、
散
歩
に

は
も
っ
て
こ
い
。
だ
が
、
き
っ
と
他
に
も
使

い
道
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
、
近
年
の
高
齢
化
に
よ
る
買
い
物

難
民
の
足
と
し
て
、
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

専
用
空
間
に
は
で
き
な
い
か
。
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
た
め
の
溜
ま
り
空
間
と

し
て
活
用
で
き
な
い
か
。
ド
ロ
ー
ン
が
各
家

庭
の
裏
口
ま
で
荷
物
を
運
ぶ
ル
ー
ト
に
は
な

ら
な
い
か
。
暗
渠
巡
り
を
し
な
が
ら
、
想
像

は
膨
ら
ん
で
い
く
。

昔
は
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
水
を
運
び
、

今
は
住
宅
街
の
地
下
に
ひ
っ
そ
り
と
残
る
暗

渠
。
ま
ち
づ
く
り
を
志
す
人
に
と
っ
て
は
、

大
き
な
期
待
と
発
見
の
あ
る
魅
力
的
な
空
間

と
し
て
映
る
は
ず
だ
。
本
記
事
を
き
っ
か
け

に
、「
暗
渠
サ
イ
ン
」
を
目
指
し
て
路
地
に
踏

み
込
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
あ
る
。

取
水
と
排
水
を
担
っ
て
い
た
、
並
行
す
る
双

子
水
路
の
暗
渠
。

川
や
水
脈
は
、
地
形
を
由
来
と
し
て
自
然

発
生
的
に
生
ま
れ
た
も
の
だ
が
、
川
と
共
に

暮
ら
し
て
き
た
人
々
の
痕
跡
で
あ
る
暗
渠
サ

イ
ン
に
は
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
物
語
が
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。

地
名
に
見
る
暗
渠
サ
イ
ン

形
と
し
て
残
る
暗
渠
サ
イ
ン
で
は
な
い

が
、
電
柱
や
店
名
に
記
さ
れ
た
地
名
も
、
古

く
か
ら
の
水
辺
空
間
で
あ
る
こ
と
を
示
す
重

要
な
手
が
か
り
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
鶴
が
久

保
」
と
い
う
地
名
。「
つ
る
」
は
も
と
も
と
、

湿
地
や
水
流
を
表
し
、「
く
ぼ
」
も
読
ん
で
字

約3.4 ㎞、和泉川の暗渠をたどる道のり。暗渠の源流

ABC

34源流

河口

源流

新宿駅

新宿駅

新宿駅

新宿西口駅

代々木駅

都庁前駅
大江戸線

南新宿駅

参宮橋駅

代々木八幡駅
代々木上原駅

初台駅

小
田
急
線

京王
線東京

オペラシティ

首都高
速4号

新宿線

井の
頭通
り

山
手
通
り

環
状
七
号
線

中
野
通
り

明治神宮

新宿
中央公園

代々木公園

幡ヶ谷駅

笹塚駅

代田橋駅

西新宿
五丁目駅

中野新橋駅
中野坂上駅

中野富士見町駅

東京メトロ
中野車両基地

丸ノ内線

東京大学教育学部
付属中等学校

方南町駅

■�連続する古いマンホール。
　盤面を見ると同時期に敷設、暗渠化されている

■�道路を横断して続く暗渠。
　アスファルトに埋め込まれた古いコンクリート蓋も特徴的

■�和泉川のはじまり。昔はじわじわ湧いてい
たが、今はマンホールとなっている

■�関東大震災直後の 1924 年（大
正 13 年）に竣工した榎

えのき

橋
ば し

。切
断されてはいるが、両側の欄干
がしっかり残っている

■ �1955 年（昭和 30 年）竣工の
村木橋。撤去されたり、モニュ
メントとして架け替えられる橋
が多い中、珍しく欄干が完全に
残っている

■�小学校入口に続く橋の痕
跡。元の水面と橋にレベ
ル差があることが分かる

■�今回の取材で案内していただいた和泉川暗渠のルート（約 3.4km）。� Ⓒ NTT空間情報
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二
．�

東
京
駅
を
中
心
と
し
た
鉄
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築

（
一
）
東
京
駅
の
変
遷

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
は
、
新
橋
～

横
浜
間
に
日
本
最
初
の
官
営
鉄
道
が
開
通

し
、
一
八
八
三
年
に
は
、
上
野
～
熊
谷
間
に

私
鉄
で
あ
る
日
本
鉄
道
の
路
線
が
開
通
し
ま

し
た
。
東
京
駅
は
そ
の
後
、
新
橋
と
上
野
を

結
ぶ
市
街
線
の
建
設
が
進
め
ら
れ
る
中
、

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
一
二
月
に
開
業
し

ま
し
た
（
写
真
１
）。
現
在
の
東
京
駅
は
、

在
来
線
九
面
一
八
線
、
新
幹
線
五
面
一
〇
線

の
大
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
あ
り
、
乗
車
人
員
も

四
〇
万
人
を
超
え
ま
す
が
、
開
業
当
初
は
、

四
つ
の
ホ
ー
ム
と
八
線
の
線
路
で
一
日
の
乗

車
人
員
が
一
万
人
弱
で
し
た
。
昨
今
で
は
、

二
〇
一
七
年
に
丸
の
内
駅
前
広
場
が
使
用
開

始
さ
れ
、
首
都
東
京
の
「
顔
」
に
ふ
さ
わ
し

い
駅
・
街
（Tokyo�S

tation�C
ity

）
と

し
て
今
な
お
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。

（
二
）
鉄
道
網
の
変
遷

東
京
駅
開
業
当
時
、
中
央
線
で
は
東
京
～

万
世
橋
（
現
在
の
神
田
駅
～
御
茶
ノ
水
駅
間

に
設
け
ら
れ
て
い
た
）
間
、
東
北
線
で
は
東

京
～
上
野
間
が
未
開
通
の
状
態
で
し
た
。

一
九
一
九
年
に
東
京
～
万
世
橋
間
が
使
用
開

始
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
中
央
線
の
起
点
が
東

京
駅
と
な
り
、
中
央
線
と
山
手
線
の
併
用
運

転
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
の
」
の
字
運
転
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
（
図
１
）。
一
九
二
三
年

の
関
東
大
震
災
を
挟
み
、
一
九
二
五
年
に
は

東
京
～
上
野
間
に
現
在
の
京
浜
東
北
線
・
山

手
線
の
高
架
橋
が
完
成
し
、
中
央
線
は
東
京

駅
発
着
、
山
手
線
が
環
状
運
転
、
京
浜
線
が

東
京
以
北
に
延
長
さ
れ
桜
木
町
～
上
野
間
で

の
運
転
と
な
り
ま
し
た
。

一
．
は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ま
ち

の
発
展
に
伴
い
、
改
良
工
事
の
途
絶
え
る
こ

と
の
な
か
っ
た
東
京
駅
（
表
１
）
の
過
去
か

ら
現
在
を
土
木
の
計
画
・
施
工
の
観
点
か
ら

紹
介
し
ま
す
。

東
京
駅
改
良
工
事
の
歴
史

特
集
５

辻　

浩
一
（
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社　

東
京
工
事
事
務
所

　

東
京
タ
ー
ミ
ナ
ル　

担
当
課
長
）

■�写真 1�開業当時の東京駅（出典：鉄道博物館）

■�図 1�「の」の字運転

1872 年 新橋－横浜間鉄道開業
1914 年 東京駅開業
1919 年 東京～万世橋間使用開始（中央線）

1925 年 東京～上野間開通
（現在の京浜東北線、山手線）

1945 年 空襲により丸の内駅舎一部消失
1954 年 八重洲新駅舎使用開始
1964 年 東海道新幹線　運行開始
1972 年 総武線東京乗入れ
1990 年 京葉線開業
1991 年 東北 ･上越新幹線　東京駅開業
1995 年 中央線ホーム重層化
1997 年 長野新幹線（北陸新幹線）開業
2012 年 丸の内駅舎保存・復原
2014 年 八重洲駅前広場完成
2017 年 丸の内駅前広場完成

■�表 1�東京駅の歴史

中野
|

四谷（四ツ谷）
|

東京
|

品川
|

新宿
|

上野
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三
．�

東
京
駅
の
発
展
に
伴
う
重
層
化

の
必
要
性

（
一
）�

地
下
路
線
の
構
築
（
総
武
線
地
下
駅
・

京
葉
線
開
業
）

東
京
駅
の
地
下
路
線
を
見
る
と
、
丸
の
内

駅
前
広
場
下
に
地
下
五
階
で
二
面
四
線
の
地

下
駅
が
建
設
さ
れ
、
一
九
七
二
年
に
総
武
線

が
、
一
九
八
〇
年
に
横
須
賀
線
が
乗
り
入
れ

を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
一
九
九
〇
年
に

は
、
京
葉
線
が
開
業
し
ま
し
た
。
京
橋
ト
ン

ネ
ル
（
東
京
～
八
丁
堀
）
は
、
世
界
で
初
め

て
Ｍ
Ｆ
（M

ulti-Face

）
シ
ー
ル
ド
工
法

に
よ
り
施
工
さ
れ
た
メ
ガ
ネ
型
断
面
の
複
線

鉄
道
ト
ン
ネ
ル
で
す
（
延
長
六
二
〇
ｍ
・
最

大
土
被
り
三
〇
ｍ
）（
写
真
２
）。
こ
れ
ま
で

施
工
さ
れ
た
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
の
断
面

は
、ほ
と
ん
ど
単
円
形
で
す
。
そ
の
理
由
は
、

①
ト
ン
ネ
ル
に
作
用
す
る
外
圧
に
対
し
て
構

造
力
学
上
も
っ
と
も
安
定
し
て
い
る
、
②
施

工
上
、
シ
ー
ル
ド
の
掘
進
や
セ
グ
メ
ン
ト
の

製
作
・
組
立
に
便
利
で
あ
る
、
③
シ
ー
ル
ド

掘
進
時
に
マ
シ
ン
が
中
心
軸
周
り
に
回
転

（
ロ
ー
リ
ン
グ
）
し
て
も
断
面
形
状
が
変
わ

ら
ず
、
ト
ン
ネ
ル
完
成
後
の
内
空
利
用
に
お

い
て
支
障
が
少
な
い
、
等
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
Ｍ
Ｆ
シ
ー
ル
ド
工
法
は
、
掘
削
断
面
積

の
削
減
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
目
的
に
採

用
さ
れ
た
工
法
で
す
。
Ｍ
Ｆ
シ
ー
ル
ド
工
法

の
開
発
に
お
け
る
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
方
向

制
御
や
セ
グ
メ
ン
ト
の
安
全
性
検
証
等
は
、

今
日
の
さ
ら
に
特
殊
な
断
面
の
シ
ー
ル
ド
の

開
発
や
新
形
式
の
セ
グ
メ
ン
ト
等
新
た
な
技

術
開
発
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

（
二
）�

北
陸
新
幹
線
（
長
野
新
幹
線
）
乗
り

入
れ
に
伴
う
中
央
線
重
層
化

一
九
七
〇
年
五
月
の
全
国
新
幹
線
鉄
道
整

備
法
の
制
定
に
よ
り
五
路
線
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
中
で
、
北
陸
新
幹
線
（
東
京
～

長
野
～
金
沢
～
大
阪
）
の
東
京
～
長
野
間

は
、
一
九
九
八
年
二
月
に
長
野
で
開
催
さ
れ

る
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
視
野
に
入
れ
て
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

東
京
駅
に
北
陸
新
幹
線
が
乗
り
入
れ
る
に

あ
た
り
、
新
幹
線
ホ
ー
ム
を
一
面
二
線
増
設

す
る
た
め
、
東
海
道
ホ
ー
ム
と
し
て
使
用
し

て
い
た
第
五
ホ
ー
ム
を
新
幹
線
ホ
ー
ム
に
改

築
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
在
来
線
ホ
ー
ム

が
不
足
す
る
た
め
、
丸
の
内
駅
舎
と
既
存
の

中
央
線
で
あ
る
第
一
ホ
ー
ム
間
の
上
空
に
高

架
ホ
ー
ム
（
重
層
高
架
橋
ホ
ー
ム
）
を
新
設

し
ま
し
た
（
図
２
）。
一
九
九
〇
年
一
一
月

に
工
事
着
手
し
ま
し
た
が
、
中
央
線
の
道
路

上
空
占
用
協
議
に
時
間
を
要
し
、
工
程
は
大

変
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
中
央
線
ホ
ー
ム
と

丸
の
内
駅
舎
間
の
狭
隘
箇
所
に
四
〇
〇
t
タ

ワ
ー
ク
レ
ー
ン
が
五
基
投
入
さ
れ
、
中
央
線

重
層
化
と
新
幹
線
ホ
ー
ム
改
築
を
同
時
並
行

さ
せ
る
こ
と
で
、
一
九
九
七
年
一
〇
月
の
新

幹
線
開
業
に
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
（
写
真
３
）。

施工前

施工後

丸の内側 八重洲側

■写真 2�メガネ型断面が特徴的な京葉線京橋トンネル

■図 2�中央線重層化（施工計画）

■写真 3�中央線重層化（施工後；写真右が丸の内側）



■図 3�特例容積率適用区域制度のイメージ

■写真 6�高架橋構築状況

■写真 5�暫定使用開始後の北通路（幅員 10ｍ）
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体
的
推
進
」
が
目
標
に
掲
げ
ら
れ
、
東
京
駅

丸
の
内
口
に
お
け
る
地
上
の
広
場
整
備
と
地

下
エ
リ
ア
の
整
備
方
針
に
つ
い
て
提
言
さ
れ

ま
し
た
。
二
〇
〇
二
年
に
は
「
大
手
町
・
丸

の
内
・
有
楽
町
地
区
特
例
容
積
率
適
用
区

域
」（
二
〇
〇
四
年
に
「
特
例
容
積
率
適
用
地

区
制
度
」
に
改
正
）
が
指
定
さ
れ
、
周
辺
地

域
と
一
体
と
な
っ
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い

う
新
た
な
発
想
の
も
と
、
丸
の
内
駅
舎
上
空

の
未
利
用
容
積
が
周
辺
建
物
へ
移
転
※

さ
れ

て
い
ま
す
（
図
３
）。
丸
の
内
駅
前
広
場
は

二
〇
一
七
年
十
二
月
に
完
成
・
供
用
開
始
さ

れ
て
い
ま
す
（
写
真
4
）。

（
二
）
現
在
の
工
事
（
北
通
路
整
備
）

東
京
駅
改
札
内
通
路
の
う
ち
、
北
通
路
は

中
央
通
路
（
幅
員
二
五
ｍ
）・
南
口
通
路
（
同

一
五
ｍ
）
と
比
べ
て
幅
員
が
狭
く
非
常
に
混

雑
し
て
い
る
う
え
、
周
辺
の
大
規
模
再
開
発

四
．�

ま
ち
づ
く
り
の
中
心
と
し
て
の
東

京
駅
整
備

（
一
）
駅
前
広
場
整
備

二
〇
〇
〇
年
以
降
、
駅
前
広
場
整
備
も
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
八
重
洲
エ
リ
ア
で
は
、

二
〇
一
四
年
に
駅
前
広
場
整
備
が
完
成
し
ま

し
た
。
丸
の
内
エ
リ
ア
で
は
、
丸
の
内
駅
舎

保
存
・
復
原
を
行
う
（
二
〇
一
二
年
完
成
）

と
と
も
に
、
丸
の
内
駅
前
広
場
整
備
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
一
年
に
「
東
京
駅
周

辺
の
再
生
整
備
に
関
す
る
研
究
委
員
会
（
委

員
長
：
伊
藤
滋　

早
稲
田
大
学
教
授
［
当

時
］）」
が
発
足
し
、①
「
首
都
東
京
の
「
顔
」

に
相
応
し
い
景
観
の
創
出
、
②
「
国
際
都
市

東
京
の
中
央
駅
に
相
応
し
い
交
通
結
節
拠
点

の
整
備
、
③
「
民
間
投
資
の
機
会
創
出
に
よ

る
都
市
基
盤
整
備
と
都
心
の
活
力
創
造
の
一

に
伴
っ
て
さ
ら
な
る
混
雑
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
よ
り
拡
幅
工
事
（
幅

員
約
六
．
七
m
→
一
二
ｍ
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
（
写
真
５
）。
拡
幅
に
あ
わ
せ
て
バ
リ
ア

フ
リ
ー
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
待
合
広
場

の
開
設
を
は
じ
め
と
し
た
駅
サ
ー
ビ
ス
の
機

能
強
化
や
新
た
な
店
舗
等
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
工
事
は
、
工
事
桁
に
て
現
在

の
軌
道
を
受
け
替
え
、
既
設
構
造
物
を
撤
去

し
て
生
み
出
し
た
ス
ペ
ー
ス
に
高
架
橋
を
構

築
し
て
通
路
を
つ
く
る
と
い
う
狭
隘
箇
所
で

の
工
事
で
す
（
写
真
６
）。
工
事
は
二
〇
二
〇

年
夏
ま
で
の
完
成
を
目
指
し
、
施
工
を
進
め

て
い
ま
す
。

五
．
お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
東
京
駅
は
、
関
東
大
震
災
や
戦

災
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

高
度
経
済
成
長
を
は
じ
め
と
し
た
ま
ち
の
発

展
や
お
客
さ
ま
の
利
便
性
向
上
に
対
応
し
た

多
種
多
様
な
改
良
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
東
京
駅
は
、
首
都
東
京
の
「
顔
」
と

し
て
、
ご
利
用
い
た
だ
く
お
客
さ
ま
に
喜
ば

れ
る
魅
力
あ
る
駅
・
街
（Tokyo�S

tation�
C
ity

）
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※�

丸
の
内
駅
舎
敷
地
の
基
準
容
積
率
は
九
〇
〇
%
（
敷
地
面

積
に
対
し
て
九
階
建
て
の
建
物
を
建
て
る
こ
と
が
で
き

る
）
に
対
し
、
復
原
す
る
丸
の
内
駅
舎
は
三
階
建
て
で
あ

る
。
こ
の
余
剰
容
積
を
周
辺
の
開
発
ビ
ル
の
事
業
者
に
売

却
し
、そ
の
費
用
で
復
原
工
事
を
行
う
と
い
う
事
業
ス
キ
ー

ム
が
つ
く
ら
れ
た
。

特例敷地

容積の移転先

特例敷地

容積の移転先

容積の移転元
（歴史的建造物等）

特例容積率適用区域
特例敷地

辻　浩一
（つじ　こういち）

1995 年 東日本旅客鉄道株式会社入社
2003 年 東京工事事務所ターミナル課に配属
  国道 20 号新宿こ線橋架替工事（新宿駅改良

工事）に携わる
2005 年 本社建設工事部に配属
  首都圏の建設プロジェクトの工程管理に携わる
  以降、東京工事事務所で新宿駅、千葉駅等複

数のターミナル駅改良工事に携わる
2019 年 6 月より現職

■写真 4�現在の東京駅丸の内駅舎



東京駅とその周辺─現在の風景

■東京駅周辺MAP

■写真６ 複雑な東京駅構内を1/500で分かり易く表現した模型（昭和女子大学田村研究室制作）

■写真２ 八重洲口の新しいランドマーク「グランルーフ」 ■写真５ 皇居から東京駅につながる行幸通り

■写真４ 新幹線、在来線合わせて28線の大ターミナル駅

■写真３ 復原された丸の内駅舎の横顔

■写真１ 人々の憩いの場「丸の内中央広場」と丸の内駅舎

作品提供： 昭和女子大学准教授 田村圭介様（一級建築士） ，田村圭介研究室
生活科学部環境デザイン学科／生活機構研究科環境デザイン研究専攻
https://gyouseki.swu.ac.jp/swuhp/KgApp?kyoinId=ymdggkobggy
写真１～６ ： 千田純也 MAP ： 漆原俊之

2019年５月、新しい元号 “令和” を迎えた皇居に、最も近い我が国のターミナ
ル駅・東京。その「東京駅舎」を様々な角度からご紹介します。 広報委員　本田浩隆・漆原俊之・千田純也

写真３

写真４

写真２
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野
崎�—

—
�

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
関
東
支
部
長

の
野
崎
で
す
。
私
は
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
に
入
社
し
て
、
二
〇
代
は
、
橋
梁
や
情
報
処
理
な
ど

多
様
な
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
三
〇
代
で
は
、
景
観

の
仕
事
。
四
〇
代
に
入
っ
て
子
会
社
の
社
長
を
務
め
ま

し
た
。
そ
の
後
四
〇
代
後
半
で
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
に
戻
り
ま
し
て
、
五
〇
代
か
ら
現
職
の
社
長

を
し
て
い
ま
す
。
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
関
東
支

部
で
は
今
年
の
五
月
に
支
部
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
て
、

今
日
出
席
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

今
日
は
、
日
本
で
働
く
外
国
人
技
術
者
が
テ
ー
マ

で
す
が
、
弊
社
で
も
、
一
五
名
ほ
ど
外
国
人
の
方
が

働
い
て
い
ま
す
し
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
グ
ロ
ー
バ
ル
に
は
、
五
〇
名
程
が
所
属
し
て
い
ま

す
。
で
す
の
で
、
経
営
者
と
し
て
も
、
支
部
長
と
し

て
も
、
皆
さ
ん
が
ど
う
い
う
思
い
で
働
い
て
お
ら
れ

る
の
か
と
い
う
の
を
し
っ
か
り
と
学
ん
で
、
職
場
環

境
や
育
成
方
針
な
ど
に
反
映
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ジ
ロ�—

—
 

ジ
ロ
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
と
申
し
ま
す
。

今
年
の
四
月
か
ら
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
グ

ロ
ー
バ
ル
か
ら
出
向
で
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
の
構
造
部
に
入
り
ま
し
た
。
私
の
出
身
は
フ
ラ
ン
ス

の
ベ
ル
サ
イ
ユ
の
近
く
で
す
。
二
年
半
前
に
来
日
し
て

か
ら
日
本
語
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
の
で
日
本
語
は
ま

だ
ま
だ
で
す
ね
。
そ
の
前
は
七
年
位
フ
ラ
ン
ス
と
カ
ナ

ダ
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
橋
梁
設
計
に
携
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

趣
味
は
、
ア
ー
ト
と
旅
行
で
、
最
近
は
温
泉
に
は

ま
っ
て
い
ま
す
。
本
日
の
テ
ー
マ
を
伺
っ
て
、
と
て

も
面
白
い
と
思
っ
て
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。

郭�—
—

 

郭
雪
寧
と
申
し
ま
す
。
出
身
は
中
国
の
遼
寧

省
の
瀋
陽
市
で
す
。
高
校
ま
で
中
国
で
、
日
本
語
は
中

学
三
年
生
の
時
、
第
二
外
国
語
と
し
て
学
び
始
め
ま
し

た
が
、
そ
の
時
は
将
来
日
本
に
来
る
こ
と
に
な
る
と
は

思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
高
三
の
時
に
留
学
先
の

選
択
が
あ
り
、
欧
米
か
日
本
か
中
国
か
ら
選
ぶ
の
で
す

が
、
そ
こ
で
日
本
を
選
び
ま
し
て
、
日
本
語
学
院
に
一

年
半
、
大
学
四
年
、
大
学
院
二
年
。
大
学
院
を
卒
業
し

て
か
ら
、
大
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
入
社
し
て
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。

エ
ス
マ
エ
ル�—

—
 

エ
ス
マ
エ
ル
・
モ
ハ
メ
ド
・
オ
マ
ー

と
申
し
ま
す
。
私
は
エ
チ
オ
ピ
ア
、
東
ア
フ
リ
カ
出
身

で
す
ね
。
二
〇
〇
一
年
に
エ
チ
オ
ピ
ア
で
大
学
を
卒
業

し
て
、
二
年
間
位
公
務
員
と
し
て
働
い
て
、
日
本
に
来

た
の
は
二
〇
〇
四
年
で
す
。
文
部
省
の
奨
学
金
と
い
う

か
、
海
外
留
学
で
き
る
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ

て
日
本
に
来
ま
し
た
。
二
〇
一
〇
年
に
山
梨
大
学
の
修

士
課
程
と
博
士
課
程
を
卒
業
し
て
、
運
輸
政
策
研
究
所

で
三
年
間
研
究
員
と
し
て
働
き
ま
し
た
。
二
〇
一
三
年

か
ら
は
、
研
究
員
と
し
て
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ

で
働
い
て
い
ま
す
。
日
本
に
来
て
も
う
一
五
年
以
上
に

な
り
ま
す
。

日
本
に
や
っ
て
き
た
物
語

エ
ス
マ
エ
ル�—

—
 

私
の
国
エ
チ
オ
ピ
ア
か
ら
見
る
と
、

日
本
は
文
化
的
に
も
距
離
的
に
も
、
と
て
も
遠
い
国
で

す
。
私
自
身
、日
本
語
も
話
せ
な
い
し
、日
本
人
と
会
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
日
本
は

高
い
技
術
を
持
っ
た
国
と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し

た
か
ら
、そ
れ
を
学
び
た
い
と
思
っ
て
来
日
し
ま
し
た
。

で
す
が
、
言
葉
の
バ
リ
ア
も
そ
う
で
す
が
、
私
は

イ
ス
ラ
ム
教
な
の
で
、
食
べ
る
も
の
の
制
限
も
あ
り

ま
す
。
来
日
し
た
時
に
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

を
開
い
て
頂
い
た
の
で
す
が
、
今
思
え
ば
当
た
り
前

Youは何しに日本の
建設コンサルタントに！？

野崎 秀則　郭 雪寧　ジロ セバスティアン　エスマエル モハメド オマー
於：KKR ホテル東京　梅の間

座談会



25

で
す
が
、
皆
さ
ん
缶
ビ
ー
ル
を
飲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

エ
チ
オ
ピ
ア
で
は
イ
ス
ラ
ム
教
と
キ
リ
ス
ト
教
が
混

在
し
、
お
互
い
の
文
化
を
よ
く
理
解
し
て
い
ま
す
。

イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
お
酒
を
飲
む
こ
と
を
禁
止
し
て
い

る
た
め
、
エ
チ
オ
ピ
ア
で
は
初
対
面
で
お
酒
を
勧
め

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
日
本
で
は
文
化
的

に
、
誰
に
で
も
お
酒
を
勧
め
る
こ
と
に
ま
ず
驚
き
ま

し
た
。
ま
た
、
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
が
、
四
月
に

来
日
し
ま
し
た
が
、
私
に
と
っ
て
は
も
の
す
ご
く
寒

か
っ
た
で
す
。

先
生
や
友
達
の
お
か
げ
で
頑
張
る
こ
と
が
出
来
て

今
が
あ
り
ま
す
が
、
最
初
の
頃
は
日
本
に
来
る
ん

じ
ゃ
な
か
っ
た
と
思
っ
た
こ
と
も
一
度
や
二
度
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ジ
ロ�—

—
 

私
の
場
合
は
、
日
本
に
来
る
前
は
カ
ナ
ダ

に
住
ん
で
い
た
の
で
、
海
外
で
暮
ら
す
こ
と
に
抵
抗

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
カ
ナ
ダ
で
は
、
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
に
住
ん
で
い
ま
し
た
か
ら
雪
は
と
て
も
多

か
っ
た
で
す
。
日
本
の
冬
は
厳
し
い
ら
し
い
と
聞
い

て
、
ど
う
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
冬
に

な
っ
て
も
全
然
雪
も
降
ら
な
い
し
、「
な
ん
だ
嘘
じ
ゃ

な
い
」
と
思
っ
た
く
ら
い
で
す
（
笑
）。

私
が
日
本
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
で
す

が
、
七
年
前
に
ア
ジ
ア
で
一
年
半
く
ら
い
バ
ッ
ク

パ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
モ
ン
ゴ
ル

で
出
会
っ
た
日
本
人
に
「
日
本
に
行
か
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
是
非
、
八
月
、
九
月
は
石
垣
島
に
行
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
」
と
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
私
は
石
垣
島
に
行
き
ま
し
た
。
も
と
も

と
は
三
日
く
ら
い
の
予
定
だ
っ
た
の
で
す
が
、
結
局

一
カ
月
位
い
ま
し
た
。
石
垣
島
の
人
は
す
ご
く
優
し

い
の
で
す
。
英
語
が
で
き
な
い
。
そ
れ
な
の
に
何
故

か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
カ
ナ
ダ
に
戻
っ
た
の
で
す
が
、
私
の
友

達
の
両
親
が
お
も
し
ろ
い
本
を
送
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
夏
目
漱
石
の『
こ
こ
ろ
』で
す
。
漱
石
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
人
気
が
な
い
で
す
か
ら
、
私
も

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、夏
目
漱
石
の『
こ
こ
ろ
』

を
読
ん
で
、
日
本
の
文
化
に
つ
い
て
も
興
味
を
抱
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
カ
ナ
ダ
で
、
橋
梁
設
計
を
し
て
い
ま
し
た
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
は
結
構
地
震
も
あ
る
の
で
、
も
ち
ろ

ん
耐
震
設
計
も
す
る
の
で
す
が
、
耐
震
設
計
で
は
地

震
が
と
て
も
多
い
日
本
の
方
が
優
れ
た
技
術
を
持
っ

て
い
ま
す
。
も
と
も
と
日
本
に
興
味
が
あ
っ
た
の
も

あ
り
ま
す
が
、
耐
震
設
計
を
学
び
た
い
と
い
う
思
い

も
あ
っ
て
、
日
本
に
行
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

郭�—
—

 

私
は
、
高
校
卒
業
後
の
留
学
先
選
択
で
、
欧

米
に
も
興
味
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
欧
米
は
遠
い
し
、

お
金
も
た
く
さ
ん
必
要
で
し
た
か
ら
、
ま
ず
は
、
日
本

で
学
ん
で
み
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
で
日
本
の
大

学
に
入
っ
た
の
で
す
が
、
い
つ
か
は
欧
米
に
も
と
思
い

つ
つ
、
そ
の
ま
ま
日
本
で
大
学
院
に
進
み
ま
し
た
。

大
学
院
を
卒
業
し
て
進
路
を
選
ぶ
際
に
は
、
日
本

で
こ
こ
ま
で
学
ん
だ
の
に
、
日
本
の
企
業
を
経
験
し

な
い
と
も
っ
た
い
な
い
と
思
っ
て
、
大
日
本
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
入
社
し
ま
し
た
。
今
で
は
、
会
社
の
雰

囲
気
も
い
い
し
、
先
輩
も
優
し
い
か
ら
欧
米
に
行
く

と
い
う
考
え
は
い
つ
の
間
に
か
私
の
頭
の
中
か
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
選
択
し
た
理
由

エ
ス
マ
エ
ル�—

—
 

私
は
、
修
士
課
程
、
博
士
課
程
で

研
究
を
し
て
、
そ
の
後
、
運
輸
政
策
研
究
所
に
入
っ
て
、

ア
ジ
ア
の
交
通
に
か
か
わ
る
研
究
に
ず
っ
と
携
わ
っ
て

■�建設コンサルタントの職場でも外国人技術者のいる日常が当たり前に
（オリエンタルコンサルタンツ提供）

■雪深いモントリオールの郊外にて（ジロさん提供）
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た
。
大
学
受
験
の
と
き
二
〇
一
一
年
に
は
、
東
日
本

大
震
災
で
日
本
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で

も
、
私
た
ち
中
国
人
か
ら
見
る
と
、
あ
そ
こ
ま
で
大

き
な
地
震
で
あ
っ
て
も
、
日
本
の
防
災
意
識
、
防
災

技
術
に
よ
り
か
な
り
被
害
を
低
減
で
き
て
い
る
、
人

の
命
を
救
え
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

私
は
人
の
命
を
守
る
防
災
の
勉
強
を
し
た
く
て
土

木
の
道
を
選
び
、
ゼ
ネ
コ
ン
は
現
場
が
多
い
と
聞
い

て
い
た
の
で
、
私
に
は
現
場
は
向
い
て
い
な
い
な
と

思
っ
て
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
選
び
ま
し
た
。

私
の
場
合
、
そ
の
都
度
選
択
を
し
て
き
て
今
が
あ

る
の
で
、
中
国
に
戻
る
と
決
め
て
は
い
な
い
で
す
。

こ
の
ま
ま
日
本
で
働
く
か
も
し
れ
な
い
し
、
将
来
中

国
に
戻
る
か
も
し
れ
な
い
。

ジ
ロ�—

—
 

私
は
、
日
本
に
来
て
最
初
は
語
学
の
先
生

と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
英
語
と
か
フ
ラ
ン
ス
語
で

す
ね
。
で
も
、
橋
梁
の
設
計
が
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
仕
事
を
探
そ
う
と
思

い
、
最
初
に
履
歴
書
を
送
っ
た
の
が
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ツ
グ
ロ
ー
バ
ル
で
し
た
。

私
の
場
合
、
元
々
日
本
に
住
み
た
か
っ
た
か
ら
戻

る
予
定
は
な
い
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
に
は
一
〇
年
以
上

い
な
い
で
す
か
ら
、
も
う
戻
ら
な
く
て
も
大
丈
夫
で

す
。
も
ち
ろ
ん
私
の
国
だ
か
ら
大
好
き
で
す
が
、
そ

れ
は
旅
行
で
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
日
本
が
好
き
。
仕
事
も
そ
う
で
す
が
、
日

本
と
い
う
国
が
好
き
な
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
設
計
の

仕
事
は
大
好
き
で
す
。
子
供
の
と
き
か
ら
み
ん
な
の

た
め
に
何
か
を
創
り
た
か
っ
た
。
み
ん
な
が
使
え
る

も
の
を
設
計
し
た
か
っ
た
。
設
計
は
い
い
仕
事
。
私

の
性
格
と
合
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

き
ま
し
た
が
、
研
究
だ
け
で
は
な
く
て
、
実
際
に
結
び

つ
け
る
形
で
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
考
え
て
、
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
選
び
ま
し
た
。

野
崎�—

—
 

日
本
で
土
木
を
志
す
学
生
さ
ん
は
、
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ゼ
ネ
コ
ン
、
公
務
員
な
ど
か
ら
選

び
ま
す
よ
ね
。
解
析
や
設
計
を
自
ら
実
施
す
る
こ
と
が

好
き
と
い
う
よ
う
な
方
が
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
選

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

外
国
の
方
々
が
、
日
本
で
就
職
先
を
選
ぶ
と
き
に
、

ど
う
し
て
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
選
ん
だ
の
か

と
私
も
社
員
に
聞
く
の
で
す
が
、
将
来
母
国
に
戻
っ

て
国
の
為
に
活
躍
を
し
た
い
と
い
う
方
が
多
い
で
す

ね
。
設
計
の
技
術
が
学
べ
る
の
は
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
い
う
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
は
最
終
的
に
は
母

国
に
戻
っ
て
活
躍
し
た
い
と
か
、
そ
う
い
う
お
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

エ
ス
マ
エ
ル�—

—
 

そ
う
で
す
ね
、
来
日
し
た
時
、
ま

さ
に
、
留
学
し
て
色
々
勉
強
し
て
国
に
帰
る
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
奨
学
金
も
そ
う
い
う
目
的
で
出
て
い
る
と

思
い
ま
す
。最
初
に
来
日
し
た
時
に
は
、勉
強
が
終
わ
っ

た
ら
す
ぐ
帰
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
に
長
く

滞
在
し
て
、
多
く
の
人
と
交
流
を
し
て
、
日
本
の
環
境

が
分
か
っ
て
く
る
に
つ
れ
て
、自
分
が
勉
強
し
た
こ
と
、

身
に
着
け
た
技
術
を
一
番
活
か
せ
る
の
は
ど
こ
な
の
か

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

郭�—
—

 

私
の
場
合
は
高
校
三
年
生
の
時
、
日
本
に
行

く
こ
と
が
決
ま
っ
た
後
で
し
た
が
、
四
川
で
大
地
震
が

あ
り
ま
し
た
。
中
国
で
は
、
災
害
が
日
本
ほ
ど
な
い
の

も
理
由
だ
と
思
い
ま
す
が
、
防
災
、
災
害
を
防
ご
う
と

い
う
考
え
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
に
遭
っ
て
か

ら
考
え
る
の
で
す
。

そ
れ
で
は
人
の
命
を
救
え
な
い
と
考
え
、
日
本
で

防
災
分
野
を
勉
強
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

■�モンゴルでは馬に跨り（ジロさん提供）

■�バックパッカーとして訪れた石垣島にて（ジロさん提供）■中国の秘境にも（ジロさん提供）
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仕
事
の
進
め
方
の
違
い

ジ
ロ�—

—
 

私
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
働
い
て
い
ま
し
た

が
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
日
本
で
仕
事
の
や
り
方
は

結
構
違
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
設
計
者
は
自
分
で
計

算
か
ら
施
工
仕
様
書
ま
で
す
べ
て
を
担
当
し
ま
す
。
基

本
的
に
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
設
計
を
変
更
し
ま
せ
ん

が
、
工
事
を
開
始
す
る
前
に
、
設
計
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
一
〇
年

間
、
責
任
を
持
た
さ
れ
ま
す
か
ら
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
エ

ン
ジ
ニ
ア
に
と
っ
て
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
仕
事
の
方

が
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
で
色
々
な
コ
ン
セ

プ
ト
を
企
画
出
来
る
か
ら
で
す
。

カ
ナ
ダ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
と
同
じ
で
コ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
が
割
と
強
い
で
す
。
特
に
、
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル

ド
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
大

体
全
て
を
決
め
ま
す
。
設
計
者
は
可
能
な
限
り
「
わ

か
り
ま
し
た
。
確
認
し
ま
す
」
と
計
算
す
る
の
が
仕

事
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
設
計
者
の
責
任
が
結
構
重

い
で
す
。
カ
ナ
ダ
で
の
経
験
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
多
く

て
面
白
か
っ
た
で
す
。

日
本
の
や
り
方
は
、
今
学
ん
で
い
ま
す
ね
（
笑
）。

野
崎�—

—
 

日
本
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
、
海
外

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
国
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
結
構
違

い
ま
す
。
郭
さ
ん
は
日
本
国
内
の
仕
事
で
す
よ
ね
。
ジ

ロ
さ
ん
は
、
も
と
も
と
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ

て
い
て
、
こ
の
四
月
か
ら
国
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
仕
事
の
進
め
方
の
違
い
は
こ
れ
か

ら
次
第
に
分
か
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
よ
。

ジ
ロ�—
—

 

グ
ロ
ー
バ
ル
で
も
海
外
の
仕
事
で
も
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
多
い
で
す
。
出
来
る
だ
け
、
日
本
の
や
り
方
、

日
本
の
基
準
・
技
術
を
使
っ
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、

設
計
か
ら
見
る
と
、海
外
事
業
と
国
内
事
業
の
違
い
が
、

ま
だ
あ
ま
り
ピ
ン
と
き
て
い
な
い
で
す
。

野
崎�—

—
 

海
外
の
仕
事
で
は
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
に
つ
い
て
、
企
画
立
案
か

ら
調
査
、
設
計
、
さ
ら
に
施
工
管
理
ま
で
一
連
で
携
わ

り
ま
す
ね
。
国
内
の
仕
事
は
、
調
査
業
務
、
設
計
業
務
、

施
工
管
理
と
、
細
か
く
分
か
れ
て
発
注
さ
れ
る
の
で
、

仕
事
の
進
め
方
が
違
い
ま
す
。

海
外
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
技
術
が
非
常
に
重
要
で
す
が
、
国
内
の
場
合
は
設

計
技
術
の
専
門
的
な
知
識
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
郭
さ

ん
は
中
国
か
ら
来
ら
れ
て
、
日
本
の
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
で
日
本
の
事
業
を
や
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す

が
ど
う
で
す
か
。

郭�—
—

 

会
社
は
、
将
来
的
に
海
外
事
業
に
も
取
り
組

ま
せ
る
つ
も
り
で
私
を
採
用
し
た
と
思
い
ま
す
。で
も
、

海
外
事
業
部
に
入
る
と
、
国
内
の
仕
事
の
よ
う
に
、
何

人
か
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
や
る
こ
と
は
少
な
く
て
、
一

人
で
海
外
に
出
張
に
い
っ
た
り
し
ま
す
か
ら
ね
。
技
術

的
に
も
一
人
前
に
な
ら
な
い
と
海
外
事
業
部
の
仕
事
は

任
さ
れ
な
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、

早
く
そ
う
な
れ
る
よ
う
に
、国
内
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、

頑
張
っ
て
勉
強
し
て
い
る
段
階
で
す
ね
。

野
崎�—

—
 

そ
う
す
る
と
、
将
来
は
海
外
の
仕
事
を
し

た
い
と
い
う
思
い
も
あ
る
の
で
す
ね
。

郭�—
—

 

は
い
、
私
の
考
え
は
そ
う
で
す
。
会
社
も
お

そ
ら
く
、
海
外
の
仕
事
を
担
当
さ
せ
て
、
私
の
言
語
も

生
か
さ
な
い
と
も
っ
た
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
（
笑
）。
早
め
に
海
外
の
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
、

今
は
日
本
の
仕
事
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

商
習
慣
の
違
い
、
文
化
の
違
い

ジ
ロ�—

—
 

私
は
日
本
語
が
話
せ
な
い
状
態
で
、
七
年

■中国在住の両親と関西旅行（郭さん提供）■作業着も着こなす土木女子（郭さん提供）
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前
に
来
日
し
ま
し
た
。
当
時
は
今
よ
り
街
中
の
英
語
表

記
が
少
な
か
っ
た
の
も
あ
っ
て
、
本
当
に
毎
日
が
冒
険

で
し
た
。

日
本
人
の
友
達
と
温
泉
に
も
行
き
ま
し
た
が
、
知

ら
な
い
人
の
前
で
服
を
脱
ぐ
の
は
抵
抗
が
あ
り
ま
し

た
。
で
も
、
も
う
一
回
だ
け
と
思
っ
て
行
っ
た
ら
好

き
に
な
り
ま
し
た
。
納
豆
も
冒
険
で
し
た
ね
。「
さ
ぁ

納
豆
を
食
べ
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
る
の
で
す
が
、

ベ
タ
ベ
タ
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
で
も
、
温
泉
と
同
じ

で
も
う
一
回
だ
け
食
べ
て
み
よ
う
、
冒
険
し
よ
う
と
、

ト
ラ
イ
し
ま
し
た
。
今
で
は
、
自
分
で
ス
ー
パ
ー
に

行
っ
て
納
豆
を
買
っ
て
き
て
、
週
に
二
回
く
ら
い
は

食
べ
て
い
ま
す
。
納
豆
、美
味
し
い
で
す
よ
ね
（
笑
）。

エ
ス
マ
エ
ル�—

—
 

私
は
、
何
回
も
買
っ
て
食
べ
よ
う

と
思
う
と
こ
ろ
ま
で
は
い
き
ま
し
た
が
、残
念
な
が
ら
、

一
切
口
に
は
入
れ
て
い
な
い
で
す
（
笑
）。
健
康
に
良

い
と
聞
く
の
で
買
っ
て
き
て
、
明
日
の
朝
食
べ
る
！
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
行
く
の
で
す
が
、
な
か
な
か
口
に

運
べ
ま
せ
ん
。
い
つ
か
一
回
食
べ
て
み
よ
う
と
は
思
っ

て
い
る
の
で
す
が
。

ジ
ロ�—

—
 

納
豆
は
お
勧
め
で
す
（
笑
）。

エ
ス
マ
エ
ル�—

—
 

私
の
場
合
、
イ
ス
ラ
ム
教
で
す
の

で
、
食
べ
物
で
は
苦
労
し
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
ム
教
の
ハ

ラ
ー
ル
に
対
応
し
た
食
品
は
、
ス
ー
パ
ー
で
も
な
か
な

か
買
え
な
い
し
、レ
ス
ト
ラ
ン
も
少
な
い
で
す
。
で
も
、

最
近
は
、
だ
い
ぶ
増
え
て
き
て
、
会
社
の
近
く
に
も
ハ

ラ
ー
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
出
来
ま
し
た
。

温
泉
は
私
も
一
回
だ
け
入
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が

最
初
で
最
後
で
し
た
。
友
達
に
誘
わ
れ
て
行
っ
た
の

で
す
。
す
ご
く
優
し
い
友
達
で
、
私
に
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
経
験
さ
せ
て
あ
げ
よ
う
と
、
山
梨
に
あ
る
有

名
な
温
泉
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
で
も
、

「
服
を
脱
い
で
」
と
言
わ
れ
て
、
そ
れ
は
私
に
は
難
し

か
っ
た
で
す
。

お
互
い
に
認
め
る
と
い
う
か
、
ア
ン
ダ
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
の
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
け
ど
、
理
解
し
た
か
ら
と
言
っ
て
そ
の
と
お

り
出
来
る
と
は
限
ら
な
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

野
崎�—

—
 

文
化
が
違
う
人
た
ち
が
一
緒
の
チ
ー
ム
の

中
で
仕
事
を
す
る
た
め
に
は
、
相
手
の
文
化
を
理
解
す

る
こ
と
が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
す
よ
ね
。
自
分
自
身
も

そ
の
文
化
を
受
け
入
れ
て
、
ジ
ロ
さ
ん
の
よ
う
に
、
同

じ
行
動
が
で
き
る
方
も
い
る
し
、
な
か
な
か
で
き
な
い

人
も
い
る
。
で
も
、ま
ず
は
相
互
に
理
解
を
す
る
こ
と
、

そ
の
気
持
ち
が
大
切
で
す
。

郭�—
—

 

私
の
出
身
の
中
国
北
部
の
人
は
す
ぐ
友
達
に

な
る
タ
イ
プ
が
多
い
で
す
。
知
り
合
い
の
知
り
合
い
と

紹
介
さ
れ
て
、
初
め
て
会
っ
て
も
、
握
手
し
て
、
ビ
ー

ル
を
飲
ん
だ
ら
す
ぐ
友
達
に
な
る
。友
達
に
な
っ
た
ら
、

「
何
か
困
っ
た
ら
い
つ
で
も
訪
ね
て
お
い
で
」
と
い
う

感
じ
の
距
離
感
で
す
。

日
本
人
は
、
一
定
の
距
離
を
と
ろ
う
と
し
ま
す
よ

ね
。
お
互
い
あ
ま
り
近
づ
か
な
い
よ
う
に
す
る
と
こ

ろ
が
、
私
に
は
違
和
感
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
で
も
、

日
本
人
は
距
離
感
を
保
ち
な
が
ら
も
人
に
優
し
い
。

そ
こ
は
す
ば
ら
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

ジ
ロ�—

—
 

私
の
好
き
な
表
現
の
一
つ
に
「
郷
に
入
れ

ば
郷
に
従
え
」
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
私
た
ち
外

国
人
は
頑
張
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
言
葉
も
覚
え

て
い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
フ
ラ
ン
ス
人
は
英
語

を
話
し
た
が
ら
な
い
、
よ
く
そ
う
い
う
風
に
言
わ
れ
ま

す
が
、
実
は
違
う
と
思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
英
語
が
あ

ま
り
話
せ
な
い
の
で
す
（
笑
）。
フ
ラ
ン
ス
人
と
し
て
、

言
葉
の
大
切
さ
が
よ
く
分
か
り
ま
す
の
で
、
日
本
に
い

る
と
き
は
、
日
本
語
の
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

エ
ス
マ
エ
ル�—

—
 

一
五
年
前
と
今
で
は
ず
い
ぶ
ん
変

■中国北部の友人とディズニーランドにて（郭さん提供） ■今では温泉がすっかり趣味に、こちらは黒川温泉にて（ジロさん提供）
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わ
り
ま
し
た
。
今
は
、
英
語
で
会
話
で
き
ま
す
と
い
う

病
院
も
で
き
て
い
ま
す
。
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
を
使
っ
て

ト
ラ
ン
ス
レ
ー
ト
し
て
、
言
い
た
い
こ
と
を
伝
え
て
く

れ
る
と
こ
ろ
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

ハ
ラ
ー
ル
の
食
事
も
増
え
て
き
ま
し
た
し
、
モ
ス

ク
だ
っ
て
、
昔
は
祈
り
が
で
き
る
場
所
は
少
な
か
っ

た
で
す
が
、
今
は
、
私
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら

電
車
に
乗
っ
て
一
〇
分
ぐ
ら
い
で
行
け
る
場
所
に
あ

り
ま
す
。
随
分
生
活
し
や
す
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

国
際
化
に
対
応
す
る
た
め
に

野
崎�—

—
 

今
は
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
海

外
の
仕
事
は
非
常
に
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、私
た
ち
も
、海
外
の
仕
事
で
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー

バ
ル
な
人
材
を
採
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
よ
う
な
外
国
人
の
技
術
者
の
募
集
も
し

て
い
る
し
、
実
際
に
入
社
頂
く
方
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
弊
社
に
も
、
中
国
、
韓
国
、
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
、

タ
イ
の
方
な
ど
多
数
在
籍
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
受
け
入
れ
る
た
め
の
環
境
整
備
も

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
ね
。
イ
ス
ラ
ム
教
の
方
は
弊

社
に
は
今
は
居
ま
せ
ん
が
、
食
事
や
お
祈
り
を
す
る

場
所
、
受
け
入
れ
る
側
の
理
解
、
知
識
な
ど
必
要
な

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

郭�—
—

 

私
の
会
社
に
は
、中
国
人
三
人
、韓
国
人
一
人
、

メ
キ
シ
コ
人
一
人
、
ベ
ト
ナ
ム
人
一
人
が
在
籍
し
て
い

ま
す
。
私
の
場
合
は
、
日
本
に
来
た
と
き
か
ら
日
本
語

が
話
せ
た
の
で
、
中
国
人
じ
ゃ
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
結
構
あ
り
ま
す
。
韓
国
人
と
思
わ
れ
る
こ
と
も

あ
れ
ば
、
日
本
人
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
く
ら
い
で

す
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、
差
別
と
い
っ
た
こ
と
を
感
じ
る

こ
と
も
な
い
で
す
し
、
気
持
ち
よ
く
仕
事
を
し
て
、
生

活
で
き
て
い
ま
す
ね
。

野
崎�—

—
 

私
た
ち
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
す
る
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
そ
の
想
い
は
、
国
内
で
も
、
海
外
で
も
同
様
で

す
。こ
れ
か
ら
は
、海
外
の
方
と
日
本
人
が
一
つ
の
チ
ー

ム
と
な
っ
て
仕
事
を
し
て
い
く
時
代
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
よ
り
積
極
的
に
海
外
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
日

本
人
の
技
術
者
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
海
外
の
方
を
受
け
入
れ
る

環
境
を
つ
く
り
、
一
緒
に
な
っ
て
仕
事
を
通
じ
て
成

長
し
て
い
け
る
人
材
育
成
の
環
境
を
つ
く
り
、
海
外

で
も
社
会
貢
献
を
し
て
い
け
る
強
い
チ
ー
ム
を
作
れ

れ
ば
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
想
い

郭�—
—

 

こ
の
「
グ
ロ
ー
カ
ル
関
東
」
は
学
生
向
け
の

雑
誌
と
聞
き
ま
し
た
。
最
近
は
、
外
国
語
を
学
ん
で
国

際
的
な
仕
事
に
も
携
わ
ろ
う
と
い
う
学
生
が
増
え
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
外
国
人
の
技
術
者
で
す
が
、
日
本
人
が
私

た
ち
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
も
珍
し
い
時
代
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
盤
、
斜
面
な
ど
の
解
析
や
、
擁
壁
の
設
計
と
い
っ

た
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
地
味
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
地
味
な
仕
事
が
人
の
命
を
守
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
私
の
や
り
が
い
で
す
。
本
当
は
、
擁
壁
に
も

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
入
れ
て
私
の
名
前
を
彫
っ
て
欲

し
い
く
ら
い
で
す
（
笑
）。

普
段
気
に
し
な
い
人
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
道
を
歩
く
と
き
周
り
で
見
え
る
も
の
す
べ
て
が
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
設
計
し
た
も
の
で
す
。
人

の
命
を
守
る
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
な
の
だ
と
、
未

■�外国人技術者が安心して働ける環境整備も必要
（オリエンタルコンサルタンツ提供）

■すっかり馴染んだ職場のデスクにて（エスマエルさん提供）
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来
を
つ
く
る
学
生
に
知
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

ジ
ロ�—

—
 

私
は
、
個
人
的
に
は
、
家
族
を
つ
く
り
た

い
で
す
ね
。
一
番
大
き
い
夢
で
す
。
仕
事
関
係
は
も
ち

ろ
ん
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
け
ど
、
日
本
の
国
内
事
業
に

参
加
し
て
、
日
本
人
に
使
っ
て
も
ら
え
る
綺
麗
な
橋
梁

を
つ
く
り
た
い
で
す
。
で
も
、
私
の
日
本
語
レ
ベ
ル
で

は
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
の
は
ま
だ
ま
だ
で
す
か
ら
語
学
力

の
向
上
も
必
要
で
す
。綺
麗
な
橋
の
設
計
を
す
る
前
に
、

綺
麗
な
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

そ
れ
以
外
で
は
、
小
説
家
に
な
り
た
い
で
す
。
子

供
の
と
き
の
夢
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
で
き
れ
ば
日
本

語
で
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

エ
ス
マ
エ
ル�—

—
 

日
本
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、

国
際
化
に
も
っ
と
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
コ
ン
ペ
テ
ィ
テ
ィ
ブ
に
な
る

べ
き
で
す
。
ま
た
、
少
な
か
ら
ず
残
っ
て
い
る
言
葉
の

バ
リ
ア
、
文
化
の
バ
リ
ア
、
こ
れ
を
取
り
除
い
て
い
く

た
め
に
、私
自
身
も
少
し
で
も
コ
ン
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト（
貢

献
）
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
時
間
は
か
か

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

野
崎�—

—
 

日
本
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
世
界
で

活
躍
し
て
い
く
に
は
、
も
っ
と
力
を
つ
け
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
い
う
の
は
、
仰
る
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
海
外
の
方
々
に
こ
う
や
っ
て
仲
間
に

な
っ
て
頂
い
て
、
一
緒
に
世
界
で
活
躍
で
き
る
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
成
長
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す

し
、
関
東
支
部
と
し
て
何
が
で
き
る
か
と
い
う
の
も
考

え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
て
話
し
て
い
る
と
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
使
命
・
役
割
と
い
う
観
点
で
は
、
私
た
ち
は
共
通
の

価
値
観
を
持
っ
て
い
ま
す
。
橋
梁
や
防
災
、
交
通
と
分

野
は
違
っ
て
も
、
自
分
の
技
術
、
自
分
の
力
で
、
仕
事

を
通
じ
て
世
の
中
を
良
く
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
想
い
は
、
日
本
人
で
も
外
国
人
で
も
違
い

は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
共
通
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
ワ
ン
チ
ー
ム
に

な
っ
て
切
磋
琢
磨
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
、
私
た

ち
経
営
者
に
は
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
良
い
環
境
を

整
備
し
て
い
く
責
任
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

野
崎�

秀
則
（�

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会　

関
東
支
部�

支
部
長　

株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ　

代

表
取
締
役
社
長
）�

　

一
九
五
八
年
九
月
生
ま
れ
、
京
都
府
出
身
。
立
命
館

大
学
部
理
工
学
部
卒
業
後
、
株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
タ
ル

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
（
Ｏ
Ｃ
）
に
入
社
。
橋
梁
、
沈
埋
ト

ン
ネ
ル
等
の
調
査
、
計
画
、
設
計
業
務
を
担
当
。
ま
た
、

シ
ビ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
へ
の
対
応
や
景
観
政
策
検
討
を
担

当
。

　

一
九
九
五
年
Ｏ
Ｃ
東
京
事
業
本
部
環
境
文
化
部
環
境

デ
ザ
イ
ン
室
長
、
二
〇
〇
〇
年
子
会
社
で
あ
る
㈱
中
央

設
計
技
術
研
究
所
代
表
取
締
役
社
長
を
経
て
、
二
〇
〇
五

年
Ｏ
Ｃ
取
締
役
就
任
、関
西
支
社
長
、事
業
本
部
長
の
後
、

二
〇
〇
九
年
現
職
に
就
任
。
社
外
で
は
、（
公
社
）
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
協
会
（
現
一
般
社
団
法

人
海
外
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
）
理
事
、（
公
社
）
土
木

学
会
理
事
に
就
任
。
現
在
は
、（
一
社
）
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
協
会
副
会
長
お
よ
び
対
外
活
動
部
会
対
外
活
動

委
員
会
委
員
長
、
同
協
会
関
東
支
部
長
。
趣
味
は
読
書
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
。

郭カ
ク�

雪セ
ツ

寧ネ
イ

（
大
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
）

一
九
九
〇
年
、
中
国
東
北
地
方
の
遼

り
ょ
う

寧ね
い

省
瀋し

ん

陽よ
う

市
生
ま

れ
。
中
学
校
三
年
生
よ
り
日
本
語
を
学
び
、
高
校
卒
業

後
に
来
日
。
日
本
語
学
院
を
経
て
長
崎
大
学
に
入
学
し
、

二
〇
一
七
年
に
長
崎
大
学
院
工
学
研
究
科
を
修
了
。同
年
、

大
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
に
入
社
。
現
在
は
、

関
東
支
社 

国
土
保
全
技
術
部
地
盤
防
災
室
に
所
属
し
、

主
に
地
盤
や
斜
面
な
ど
の
防
災
解
析
・
設
計
業
務
に
従

エスマエル モハメド オマー
八千代エンジニヤリング株式会社
事業統括部 海外事業部
交通基盤部

Sébastien GIRAUD
（ジロ セバスティアン）

株式会社オリエンタルコンサルタンツ
関東支社 構造部

郭 雪寧
大日本コンサルタント株式会社
関東支社 国土保全技術部
地盤防災室

野崎�秀則

建設コンサルタンツ協会
関東支部 支部長

株式会社オリエンタルコンサルタンツ
代表取締役社長
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■�歌川さん（中）とスタッフ

■�外観がシックなジャージーカフェ

事
。
今
後
、
母
国
語
の
中
国
語
、
日
本
語
、
英
語
と
韓

国
語
の
四
ヶ
国
語
を
活
か
し
、
海
外
業
務
に
も
挑
戦
し

た
い
と
考
え
る
。

Sébastien�G
IRAU

D

（
ジ
ロ�

セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
）

�
（
株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
）

　
一
九
八
三
年
、
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
。

　

ベ
ル
サ
イ
ユ
大
学
院
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
理
工
科
大

学
院
工
学
構
造
設
計
科
を
卒
業
。
日
本
の
橋
梁
技
術
や

耐
震
設
計
を
学
ぶ
中
で
、
日
本
の
文
化
・
歴
史
的
な
環

境
に
憧
れ
て
、
二
年
半
前
に
来
日
。

　

橋
梁
設
計
に
九
年
間
従
事
し
、
二
〇
一
九
年
か
ら
株

式
会
社
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
の
構
造
部
に

配
属
。
趣
味
は
、
ア
ー
ト
、
ワ
イ
ン
、
温
泉
巡
り
、
旅

行
等
。
今
年
は
北
海
道
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
！
。

エ
ス
マ
エ
ル�

モ
ハ
メ
ド�

オ
マ
ー

�

（
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
株
式
会
社
）

　
一
九
七
六
年
八
月
生
ま
れ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
出
身
。

二
〇
〇
一
年
にBahirdar U

niversity

を
卒
業
し
、

二
〇
〇
四
年
に
来
日
。
二
〇
〇
七
年
に
山
梨
大
学
大
学

院 

医
工
農
学
総
合
教
育
部
環
境
社
会
創
生
工
学
専
攻
修

士
課
程
を
修
了
、
二
〇
一
〇
年
に
山
梨
大
学
大
学
院 

医

工
農
学
総
合
教
育
部
環
境
社
会
創
生
工
学
専
攻
博
士
課

程
を
修
了
し
、
一
般
財
団
法
人 

運
輸
政
策
研
究
所
へ
入

社
。

　

研
究
員
を
経
て
、
二
〇
一
三
年
に
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ

ヤ
リ
ン
グ
株
式
会
社
へ
入
社
。
入
社
後
は
、
国
際
事
業

本
部
社
会
経
済
基
盤
部
に
て
交
通
計
画
分
野
を
担
当
。

現
在
は
海
外
事
業
部
交
通
基
盤
部
に
て
主
任
研
究
員
と

し
て
従
事
。
趣
味
は
国
際
社
会
関
係
の
ニ
ュ
ー
ス
を
読

む
こ
と
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

皆
さ
ん
は
カ
プ
セ
ル
ト
イ
（
以
下
ガ

チ
ャ
）
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
近
年

ガ
チ
ャ
は
日
本
人
だ
け
で
は
な
く
訪
日
外
国

人
か
ら
も
絶
大
な
人
気
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
初
め
て
空
港
に
ガ
チ
ャ
コ
ー
ナ
ー
を

展
開
し
、ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
『
タ

カ
ラ
ト
ミ
ー
ア
ー
ツ
』
さ
ん
に
お
話
し
を
伺

い
ま
し
た
。

「
き
っ
か
け
は
、“
空
港
に
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
を
も
っ
と
増
や
し
た
い
”
と
い
う

要
望
か
ら
で
し
た
。
し
か
し
、
ど
う
す
れ
ば

訪
日
外
国
人
に
ガ
チ
ャ
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
性
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
苦
慮

し
ま
し
た
」
と
言
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
小

銭
を
両
替
で
き
ず
に
持
ち
帰
る
訪
日
外
国
人

が
多
い
と
い
う
情
報
を
聞
き
「
あ
ま
っ
た
小

銭
を
オ
モ
チ
ャ
に
！
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
が
誕
生
し
た
そ
う
で
す
。
設
置
後
に

は
、
S
N
S
効
果
に
よ
り
空
港
ガ
チ
ャ
人
気

が
急
上
昇
し
ま
し
た
。
日
本
の
精
巧
な
技
術

や
多
様
な
ア
レ
ン
ジ
な
ど
の
魅
力
に
よ
り
、

お
土
産
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
購
入
す
る
方

も
い
る
ほ
ど
で
す
。
そ
の
後
、
空
港
ガ
チ
ャ

の
よ
う
な
コ
ー
ナ
ー
展
開
を
希
望
す
る
店
舗

が
増
え
、
さ
ら
に
公
共
施
設
な
ど
こ
れ
ま
で

余
り
ガ
チ
ャ
が
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
場
所

空
港
ガ
チ
ャ
「J

A
P

A
N

E
S

E
 C

A
P

S
U

L
E

 
T

O
Y

 G
A

C
H

A

」
の
魅
力

広
報
委
員　

多
門　

み
さ
き

に
も
広
が
る
な
ど
、
世
間
の
ガ
チ
ャ
へ
の
評

価
が
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。

「
今
や
ガ
チ
ャ
は
子
ど
も
や
限
ら
れ
た
大

人
向
け
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
」
と
担
当
者

は
言
い
ま
す
。
さ
ら
に
、隠
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
、
空
港
ガ
チ
ャ
は
日
本
の
す
が
た

を
訪
日
外
国
人
に
周
知
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
考

え
て
い
た
と
の
こ
と
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
空
港

を
訪
れ
た
際
は
、
ガ
チ
ャ
コ
ー
ナ
ー
へ
も
足

を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

建
コ
ン
業
界
に
お
い
て
も
、
新
し
い
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を
つ
く
り
あ
げ
た
空
港
ガ

チ
ャ
の
よ
う
に
、
新
し
い
視
点
を
も
っ
て
社

会
資
本
整
備
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

上／羽田空港�国際線ターミナル駅構内「ウィングエア
ポート羽田」に設置されている「JAPANESE�CAPSULE�
TOY�GACHA」。下／各国の言語でキャッチコピーが表記
され訪日外国人の目を引くデザインとなっている

空港ガチャ売上NO.1 の「パ
ンダの穴�ＺｏｏＺｏｏＺｏｏ」シ
リーズ (2018 年 4月 1日～
2018 年 12月 15日累計 )

日本文化をモチーフにしたガチャ、子どもだけではな
く、幅広い層から人気の高いガチャたち



町
名
で
は
、
新
橋
一丁
目
か
ら
六
丁
目
ま
で
あ

る
。
広
義
的
に
は
、
西
新
橋一丁
目
か
ら
三
丁

目
と
東
新
橋
一
丁
目
と
二
丁
目
も
新
橋
に
入

る
。
特
に
、
東
新
橋一丁
目
と
二
丁
目
は
旧
町

名
の
「
汐
留
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

新
橋
の
名
の
由
来
は
、
汐
留
川
（
新
橋
川
）

に
架
か
っ
た
橋
が
「
新
橋
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
由

来
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
文
献
等
に
よ
れ
ば
、

関
東
大
震
災
ま
で
は
新
橋
と
い
う
地
名
は
な

く
、復
興
の
た
め
の
町
名
整
理
で
新
橋
が
誕
生

し
た
。
新
橋
駅
が一九
〇
九
年
か
ら
あ
り
、
古

い
町
名
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
町
名
採
用
の
歴

史
は
そ
う
長
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。

現
在
で
は
、
汐
留
地
区
の
再
開
発
に
よ
り
、

汐
留
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
Ｎ
Ｂ
Ｆ
コ
モ
デ
ィ
オ
汐

留
・
モ
メ
ン
ト
汐
留
な
ど
比
較
的
新
し
い
大
型

の
賃
貸
事
務
所
が
増
え
た
が
、一九
七一年
竣
工

の
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
が
特
徴
的
な
ニュ
ー
新
橋

ビ
ル
な
ど
中
小
賃
貸
事
務
所
も
豊
富
で
あ
る
。

日
本
の
中
枢
で
も
あ
る
港
区
新
橋
周
辺
は
、

再
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
多
く
の

企
業
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
る
。そ
の
理
由
の一

つ
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
を
始
め
東
京
メ
ト
ロ・都
営

地
下
鉄
浅
草
線・ゆ
り
か
も
め
な
ど
が
利
用
可

能
で
、
交
通
の
便
が
た
いへん
優
れ
て
い
る
事
が

挙
げ
ら
れ
る
。
東
京
駅
な
ど
都
心
部
に
用
事

新
橋
駅
（
東
京
都
港
区
）

坂
東
の
原
風
景

広
報
委
員　

稲
田�

栄
作

『
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
街
』
新
橋
は
、
多
く
の
新

旧
の
飲
食
店
が
建
ち
並
び
、特
に
金
曜
日
は
多

く
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
賑
わ
う
。

新
橋
は
、
鉄
道
の
街
と
し
て
も
知
ら
れ
、
鉄

道
史
を
飾
る
。
今
も
新
橋
駅
周
辺
は
再
開
発

で
発
展
し
続
け
て
い
る
が
、
昭
和
の
香
り
漂
う

小
路
や
店
も
残
る一角
が
あ
る
。
昭
和
と
平
成

が
う
ま
く
融
け
合
い
、
令
和
に
入
って
今
も
昭

和
の
雰
囲
気
を
残
す
レ
ト
ロ
な
街
で
あ
り
、
新

橋
演
舞
場
や
新
橋
の
料
亭
街
な
ど
日
本
の
歴

史
を
堪
能
で
き
る
地
域
と
も
言
え
る
。

ま
た
、新
橋
の
昭
和
の
香
り
漂
う
小
路
に
は

歴
史
が
あ
る
。
明
治
の
鉄
道
建
設
時
、狸
の
巣

で
三
匹
の
子
狸
が
発
見
さ
れ
た
。
当
時
の
作
業

員
が
三
匹
子
狸
の
た
め
に
小
屋
を
造
り
雨
風

を
凌
が
せ
た
。
そ
こ
か
ら
子
狸
が
巣
立
っ
た
後

は
、そ
こ
に
人
が
集
ま
り
酒
を
楽
し
ん
だ
。
そ

の
後
、
小
屋
周
辺
に
飲
食
店
が
建
ち
並
び
、

「
狸

た
ぬ
き

小こ
う

路じ

」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
現
在
で
は
狸

小
路
は
無
く
な
っ
た
が
、
そ
の
名
残
り
の
新
橋

駅
烏
森
口
側
に
は
、昭
和
の
雰
囲
気
が
漂
う
飲

食
店
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。

新
橋
の
概
要
・
歴
史

新
橋
は
、東
京
港
区
の
地
名
で
現
行
の
行
政
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Ｌ
広
場
に
は
、「
日
本
の
鉄
道
発
祥
の
地
」
の

象
徴
と
し
て
、一台
の
Ｓ
Ｌ
車
両
が
置
か
れ
て
い

る
。
こ
の
車
両
は「
Ｃ
11
形
蒸
気
機
関
車
」
と

呼
ば
れ
、
先
頭
に
「
Ｃ
11 

２
９
２
」
と
い
う
プ

レ
ー
ト
が
見
え
る
が
、太
平
洋
戦
争
が
終
わ
り

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
、一九
四
五
年
二
月
か

ら
活
躍
し
た一台
で
、
引
退
ま
で
に一〇
〇
万
㎞

以
上
走
破
し
た
。
一九
七
二
年（
昭
和
四
七
年
）

一〇
月
、鉄
道
開
業一〇
〇
周
年
記
念
時
に〝
太

平
洋
戦
争
を
走
り
抜
け
た
Ｓ
Ｌ
車
両
〟と
し
て

駅
前
広
場
に
展
示
さ
れ
た
。

鉄
道
発
祥
の
地
と
し
て
、二
〇
〇
三
年
四
月

に
初
代
新
橋
駅
舎
が
元
の
位
置
（
汐
留
）
に

「
旧
新
橋
停
車
場
鉄
道
歴
史
展
示
場
」と
し
て

復
元
さ
れ
、
林
立
す
る
高
層
ビ
ル
の
間
に
そ
の

姿
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
。鉄
道
歴
史
展
示
場

は
、
新
橋
駅
か
ら
歩
い
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
あ

り
、
新
橋
を
含
む
汐
留
エ
リ
ア
の
変
遷
や
鉄
道

に
ま
つ
わ
る
歴
史
的
遺
産
を
映
像
や
印
刷
物

で
楽
し
め
、
停
車
場
当
時
の
遺
構
も一部
が
残

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、時
期
ご
と
に
異
な
る

テ
ー
マ
の
企
画
展
も
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
々

が
過
去
に
触
れ
る
た
め
に
訪
れ
て
い
る
。

【
出
展
写
真
】

一部
を
除
い
て
，『
国
土
地
理
院 

地
図・空
中
写

真
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
』
を
利
用
し
て
い
ま
す

(https://m
apps.gsi.go.jp/m

aplibSearch.
do#1)

※ 

掲
載
写
真
は
，
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
の
空
中
写
真

を
加
工
し
て
作
成

１：陸軍の空中写真（昭和11年6月11日撮影）
２：米軍の空中写真（昭和22年9月8日撮影）
３：国土地理院の空中写真（平成29年5月29日撮影）
４：国土地理院の空中写真（令和元年5月8日撮影）
５：新橋駅�鉄道唱歌の碑・D51機関車動輪（令和元年9月12日撮影）
６：旧新橋停車場・駅舎 (鉄道歴史展示室 )（令和元年9月12日撮影）
７：旧新橋停車場・0哩標識・創業時線路（令和元年9月12日撮影）
８：旧新橋停車場・プラットホーム（令和元年9月12日撮影）

新
橋
駅
と
な
り
、元
々
の
新
橋
駅
が
汐
留
駅
に

変
更
と
な
っ
た
。「
汐
留
駅
」
と
改
称
さ
れ
た

初
代
新
橋
駅
は
、
荷
物
や
貨
物
列
車
専
用
で

あ
っ
た
が
、
時
代
が
進
む
に
つ
れ
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

な
ど
が
発
達
し
、一九
八
六
年
に
貨
物
駅
と
し

て
の
役
割
を
終
え
、廃
駅
と
な
る
。
そ
の
跡
地

は
、「
汐
留
シ
オ
サ
イ
ト
」
と
し
て
再
開
発
さ

れ
、二
〇
〇
二
年
に
は
都
営
大
江
戸
線
と
ゆ
り

か
も
め
の
駅
と
し
て
汐
留
が
復
活
す
る
。

旧
新
橋
停
車
場
跡

一九
八
六
年
（
昭
和
六一）
汐
留
駅
は
、
貨

物
専
用
駅
の
使
命
を
終
え
て
廃
止
さ
れ
た
。

一九
九一年
（
平
成
三
）、
跡
地
再
開
発
工
事
に

先
立
つ
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
で
、
旧
新
橋

停
車
場
駅
舎
と
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
ど
構
内
施

設
の
礎
石
が
発
掘
さ
れ
た
。
一九
九
六
年
（
平

成
八
年
）一二
月一〇
日
発
掘
さ
れ
た
遺
構
が
史

跡
「
旧
新
橋
停
車
場
跡
」
と
し
て
国
の
指
定

を
受
け
、
史
跡
保
護
と
国
鉄
発
祥
の
往
時
を

偲
ぶ
た
め
、当
時
と
同
じ
位
置
に
駅
舎
を
忠
実

に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

新
橋
停
車
場
駅
舎
は
、
ア
メ
リ
カ
人
Ｒ・Ｐ・

ブ
リ
ジ
ェン
ス
の
設
計
に
よ
る
木
骨
石
張
り
二

階
建
て
洋
風
構
造
で
、一八
七一年
（
明
治
四
）

一二
月
に
竣
工
し
た
。
文
明
開
化
の
象
徴
と
し

て
親
し
ま
れ
た
こ
の
駅
舎
は
、一九
二
三
年
（
大

正
一二
）
九
月
一日
の
関
東
大
震
災
で
焼
失
し

た
。現

在
の
新
橋
駅

現
在
の
日
比
谷
口
を
出
て
す
ぐ
、
通
称
・Ｓ

が
あ
る
場
合
や
地
方
出
張
な
ど
で
多
彩
な
路

線
が
利
用
で
き
、
と
て
も
便
利
で
あ
る
。

鉄
道
発
祥
の
地

新
橋
は
日
本
鉄
道
発
祥
の
地
で
、一八
七
〇

年
（
明
治
三
年
）一一
月
、工
部
省
鉄
道
掛
が

新
橋
─
横
浜
間
の
軌
条
敷
設
に
着
手
し
、

一八
七
二
年
（
明
治
五
年
）
九
月
新
橋–

横
浜

間
の
鉄
道
が
正
式
開
業
し
た
。

当
時
、
新
橋
駅
は
、
現
東
海
道
本
線
の
起

点
で
あ
っ
た
が
、
東
海
道
本
線
起
点
の
変
更
に

伴
い
、一九一七
年
東
京
駅
完
成
時
に
烏
森
駅
が

33

13 24
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シ
ー
ズ
ン
は
ジ
ャ
パ
ン
ラ
グ
ビ
ー
ト
ッ
プ
チ
ャ
レ

ン
ジ
リ
ー
グ
（
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
二
部
に
相
当
）

に
所
属
し
て
い
る
。
釜
石
の
人
た
ち
の
ラ
グ
ビ
ー

へ
の
想
い
は
と
て
も
熱
く
、
シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
の

試
合
会
場
に
は
大
漁
旗
が
舞
う
。
こ
れ
は
、
新
日

鉄
釜
石
時
代
か
ら
の
伝
統
的
な
応
援
ス
タ
イ
ル
で

あ
る
。

東
日
本
大
震
災

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
、
午
後
二
時
四
六
分
、

宮
城
県
沖
を
震
源
と
す
る
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
が
発
生
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド（
Mw
）は
九
．
〇
で
、

国
内
観
測
史
上
最
大
の
地
震
で
あ
っ
た
。
地
震
に

伴
う
津
波
は
、
北
海
道
か
ら
千
葉
県
に
か
け
て
押

し
寄
せ
、
浸
水
範
囲
は
約
五
三
五
㎢
に
及
ん
だ
。

釜
石
は
、
過
去
に
も
繰
り
返
し
甚
大
な
津
波
被

害
を
受
け
て
お
り
、
新
た
な
地
震
津
波
に
備
え
、

ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
で
対
策
を
講
じ
て
き
た
が
、

死
者
・
行
方
不
明
者
は
千
人
を
超
え
た
。
繁
華
街

だ
っ
た
地
域
の
被
害
は
特
に
ひ
ど
く
、
釜
石
ラ
ガ
ー

た
ち
の
た
ま
り
場
で
あ
っ
た
呑
ん
兵
衛
横
丁
も
瓦

礫
の
山
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム

二
〇
一
五
年
三
月
、
釜
石
市
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
（
以
下
、「
Ｒ
Ｗ
Ｃ
」）
の
開
催
都
市

に
決
定
し
た
。
ス
タ
ジ
ア
ム
の
計
画
地
は
鵜
住
居

小
学
校
と
釜
石
東
中
学
校
の
跡
地
で
あ
る
。
鵜
住

居
地
区
は
津
波
被
害
が
市
内
で
最
も
大
き
く
、
浸

水
面
積
及
び
死
者
・
行
方
不
明
者
は
市
全
体
の
約

四
〇
％
を
占
め
る
。
一
方
、
学
校
に
い
た
小
学
校

と
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
は
高
台
に
避
難
し
全
員

無
事
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
奇
跡
の
地
と
さ
れ
て
い

る
。
釜
石
市
は
、
こ
こ
を
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
、

ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ
て
世
界
に
情
報
発
信
す
る
地
と

す
べ
く
、
以
下
に
示
す
取
組
方
針
の
も
と
、
行
政

の
み
な
ら
ず
民
間
か
ら
も
大
き
な
協
力
を
得
て
事

鉄
と
魚
と
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち

釜
石
市
は
、
岩
手
県
の
南
東
部
、
三
陸
海
岸
の

中
心
に
位
置
し
、「
鉄
と
魚
と
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
」

と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

安
政
四
年
（
一
八
五
七
年
）、
盛
岡
藩
士
大
島
高

任
は
、
釜
石
に
洋
式
高
炉
を
築
造
し
、
鉄
鉱
石
精

錬
に
よ
る
出
銑
に
成
功
。
釜
石
は
我
が
国
の
近
代

製
鉄
業
発
祥
の
地
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
日
清
戦

争
の
軍
需
に
よ
っ
て
飛
躍
的
に
発
展
。
第
二
次
世

界
大
戦
の
艦
砲
射
撃
で
壊
滅
状
態
に
な
る
が
、
戦

後
に
復
興
。
世
界
一
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
新
日
鉄
の

一
員
に
な
る
と
、最
盛
期
（
昭
和
三
〇
年
代
）
に
は
、

釜
石
製
鉄
所
の
従
業
員
八
千
人
余
り
（
現
在
は
約

三
百
人
）、
釜
石
市
の
人
口
は
九
万
人
（
現
在
は
約

三
万
三
千
人
）
と
な
り
、盛
況
を
呈
し
た
。
し
か
し
、

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
産
業
構
造
が
変
化
し
、

海
外
か
ら
の
安
価
な
鋼
材
が
流
入
す
る
と
、
国
内

製
鉄
業
界
の
合
理
化
が
急
速
に
進
み
、
釜
石
製
鉄

所
の
高
炉
の
火
は
消
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

世
界
三
大
漁
場
の
一
つ
で
あ
る
三
陸
漁
場
を
背

景
に
、
一
九
八
〇
年
代
、
釜
石
は
年
間
百
億
円
を

超
え
る
水
揚
げ
を
誇
り
、
岩
手
県
内
屈
指
の
水
産

都
市
と
し
て
栄
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
国
際

規
制
や
水
産
資
源
の
減
少
等
に
よ
り
、
水
揚
げ
は

全
盛
期
の
三
分
の
一
以
下
に
落
ち
込
み
、
さ
ら
に

は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
。
震
災
か
ら
八
年
、
今
も
多
く
の
課
題
を
抱

え
な
が
ら
、
行
政
と
水
産
関
係
者
が
連
携
し
、
懸

命
に
振
興
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

か
つ
て
、
釜
石
に
は
、
そ
の
強
さ
か
ら
「
北
の

鉄
人
」
と
呼
ば
れ
、
一
九
七
九
年
か
ら
一
九
八
五

年
に
亘
り
、
前
人
未
到
の
日
本
選
手
権
七
連
覇
と

い
う
偉
業
を
達
成
し
、
日
本
ラ
グ
ビ
ー
史
に
一
時

代
を
築
い
た
チ
ー
ム
が
あ
っ
た
。
新
日
鉄
釜
石
ラ

グ
ビ
ー
部
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
、
地
域
に
密
着

し
た
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
釜
石
シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
二
〇
一
八
¦
二
〇
一
九

裏側

広報委員　宮崎　晶釜石製鉄所と甲子川（大渡川）　

岩手県釜石市
～復興まちづくりと

ラグビーワールドカップ開催を
陰で支える建設コンサルタント～
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回
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
南
ア
フ
リ
カ
が
各
二
回
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
一
回
優
勝
。
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
並
ん
で
、
世

界
三
大
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

二
〇
一
九
年
、
ア
ジ
ア
で
初
め
て
の
Ｒ
Ｗ
Ｃ
が

日
本
で
開
催
さ
れ
、
全
四
五
試
合
の
う
ち
、
予
選

一
試
合
が
釜
石
鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ

れ
た
（
二
試
合
開
催
の
予
定
で
あ
っ
た
が
一
試
合

は
台
風
の
影
響
で
中
止
）。
開
催
国
の
日
本
が
予
選

釜石製鉄所と甲子川（大渡川）　尾崎白浜の牡蠣漁

業
を
推
進
し
た
。

一
．�

釜
石
市
を
は
じ
め
、
三
陸
沿
岸
被
災
地
の
復

興
を
加
速
し
、
復
興
を
象
徴
す
る
事
業
と
し

ま
す

二
．�

地
域
の
子
供
た
ち
に
夢
と
希
望
を
与
え
、
ス

ポ
ー
ツ
の
力
と
ラ
グ
ビ
ー
文
化
を
広
め
る
事

業
と
し
ま
す

三
．�

地
域
の
住
民
が
、
日
本
は
も
と
よ
り
、
世
界

中
の
人
々
の
絆
を
深
め
、
復
興
支
援
へ
の
感

謝
を
表
す
お
も
て
な
し
の
事
業
と
し
ま
す

四
．�

被
災
地
の
教
訓
を
活
か
し
て
、
安
全
安
心
を

前
面
に
打
ち
出
し
た
会
場
整
備
と
大
会
運
営

を
実
施
し
、
防
災
避
難
意
識
の
伝
承
な
ど
、

防
災
ま
ち
づ
く
り
の
象
徴
と
な
る
事
業
と
し

ま
す

五
．�

地
域
の
活
力
を
高
め
、
交
流
を
盛
ん
に
し
、

産
業
振
興
を
図
る
事
業
と
し
ま
す

六
．�

若
者
に
働
く
場
を
提
供
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
力

で
地
域
を
創
生
す
る
事
業
と
し
ま
す

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｒ
Ｗ
Ｃ
）

Ｒ
Ｗ
Ｃ
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
世
界
選
手

権
大
会
で
あ
り
、
一
九
八
八
年
に
第
一
回
大
会
が

開
催
さ
れ
、
以
降
四
年
毎
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

過
去
八
回
開
催
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
三

釜石シーウェイブスのフィフティーン

スタジアム建設前の鵜住居

（左）ラグビーならでは、試合前のフィジーの「ジンビ」　（右）ウルグアイのラインアウト（2019.9.25�鵜住居復興スタジアム）



36

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
総
合
的
な
調
整
・
協
議

を
随
時
行
い
、
全
市
的
な
土
量
配
分
計
画
の
進
捗

管
理
と
状
況
に
応
じ
た
工
程
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

を
迅
速
に
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
無
事
、

二
〇
一
六
年
度
末
ま
で
に
搬
出
を
完
了
し
着
工
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
予
算
の
確
保
と
い
う
課
題
も
あ
っ
た
。

こ
れ
は
釜
石
市
長
自
ら
が
関
係
省
庁
な
ど
に
粘
り

強
く
通
い
詰
め
、
国
土
交
通
省
、
復
興
庁
、
日
本

ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
交
付
金
及
び
助

成
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、
釜
石
で
の

Ｒ
Ｗ
Ｃ
実
現
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ラ
グ
ビ
ー

を
愛
し
釜
石
の
復
興
を
心
か
ら
願
う
地
域
の
人
々

の
活
躍
で
あ
っ
た
。

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
整
備
に
よ
る
避
難
路
の
確
保

釜
石
市
の
中
心
市
街
地
は
釜
石
港
、
国
道
四
五

共
同
で
効
率
的
に
事
業
を
進
行
で
き
る
こ
と
、
ま

た
、
発
注
者
と
施
工
者
と
の
間
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
機
能
が
介
入
す
る
こ
と
で
透
明
性
の
あ
る
事
業

手
続
き
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
役
割
は
市
と
同
レ
ベ
ル
で
あ
り

責
任
が
大
き
い
。
調
査
設
計
業
務
や
工
事
の
発
注

支
援
を
行
い
、
設
計
管
理
に
お
い
て
は
、
基
準
と

の
整
合
や
比
較
・
経
済
性
等
の
検
討
内
容
の
評
価

を
行
う
。
工
事
管
理
に
お
い
て
は
、
設
計
と
施
工

内
容
の
整
合
確
認
や
設
計
変
更
の
事
由
の
確
認
・

評
価
、
各
種
立
会
い
を
行
い
品
質
を
管
理
す
る
。

ま
た
、
必
要
な
交
付
金
の
予
算
確
保
や
予
算
執
行

内
容
の
確
認
・
調
整
支
援
等
を
含
め
て
ト
ー
タ
ル

的
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
。
本
Ｃ
Ｍ
は
、（
株
）

建
設
技
術
研
究
所
と
（
株
）
Ｕ
Ｒ
リ
ン
ケ
ー
ジ
の

設
計
共
同
体
が
受
託
し
、
二
〇
一
三
年
度
か
ら
支

援
を
実
施
し
た
。

復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
工
事
に
お
け
る
課
題

Ｒ
Ｗ
Ｃ
の
開
催
都
市
に
決
定
し
た
二
〇
一
五
年
、

計
画
地
は
復
興
工
事
用
の
盛
土
材
の
仮
置
場
と
し

て
利
用
さ
れ
約
三
八
万
㎥
も
の
土
の
搬
入
が
続
け

ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
課
題
が
見
え
た
。
二
〇
一
九

年
九
月
の
Ｒ
Ｗ
Ｃ
開
催
の
た
め
に
は
そ
の
準
備
期

間
も
含
め
て
二
〇
一
八
年
八
月
に
ス
タ
ジ
ア
ム
を

完
成
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ス
タ
ジ
ア
ム
の

建
設
工
事
期
間
は
約
一
年
半
を
要
す
る
こ
と
か
ら

二
〇
一
七
年
四
月
に
着
工
が
予
定
さ
れ
た
。
つ
ま

り
、
そ
れ
ま
で
に
盛
土
材
を
搬
出
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。
盛
土
材
の
一
部
は
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
に
利
用

す
る
が
、
問
題
は
そ
れ
以
外
の
盛
土
材
の
搬
出
先

が
確
定
で
き
ず
、
確
実
な
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

立
案
が
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
市
の
復
興
工

事
は
二
一
地
区
の
多
数
箇
所
で
進
行
し
て
お
り
予

期
せ
ぬ
問
題
が
随
時
発
生
し
た
。
ま
た
、
搬
出
先

は
市
内
の
み
な
ら
ず
、
国
道
事
務
所
や
県
の
防
潮

堤
工
事
と
の
調
整
が
生
じ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、

プ
ー
ル
四
戦
全
勝
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出

す
る
な
ど
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
四
十
四
日
間

は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
三
回
目
の
優
勝
で
幕
を
閉
じ

た
。

釜
石
に
お
け
る
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
活
躍

続
い
て
、
釜
石
に
お
け
る
復
興
ま
ち
づ
く
り
と

Ｒ
Ｗ
Ｃ
開
催
を
陰
で
支
え
る
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
活
躍
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
釜
石
で
数
々
の

復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た
（
株
）
建
設
技

術
研
究
所 
東
北
支
社
都
市
室 

釜
石
復
興
Ｃ
Ｍ
事
務

所
の
藤
原
正
明
氏
に
話
を
伺
っ
た
。

Ｃ
Ｍ
方
式
に
よ
る
支
援

発
災
後
、
被
災
地
の
各
自
治
体
で
は
、
復
興
事

業
の
取
り
組
み
で
業
務
量
が
大
幅
に
増
大
し
た
。

ま
た
、
大
規
模
な
事
業
に
対
す
る
経
験
や
ノ
ウ
ハ

ウ
が
不
足
す
る
た
め
、
他
市
町
村
等
か
ら
応
援
派

遣
の
支
援
を
受
け
た
。
釜
石
市
で
は
当
時
、
土
木

職
員
数
は
約
五
〇
名
で
あ
っ
た
が
、
発
災
後
の
事

業
予
算
額
は
震
災
前
の
約
一
五
倍
が
見
込
ま
れ
た

た
め
、
大
幅
な
体
制
不
足
が
想
定
さ
れ
た
。
こ
れ

を
補
完
す
る
た
め
、
他
市
町
村
等
か
ら
の
応
援
派

遣
の
他
、
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
（
以
下
「
Ｃ
Ｍ
」）
方
式
に
よ
り
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
支
援
で
体
制
を
構
築
し
事
業
を
進
め
る
こ
と

と
な
っ
た
。

釜
石
市
の
Ｃ
Ｍ
に
よ
る
事
業
施
工
体
制
の
特
徴

は
、
詳
細
設
計
発
注
前
に
設
計
・
施
工
Ｊ
Ｖ
と
基

本
協
定
を
締
結
し
工
事
発
注
の
予
約
を
含
む
契
約

を
締
結
す
る
点
で
あ
る
。
設
計
者
と
施
工
者
は
市

と
直
接
契
約
を
締
結
し
（
工
事
契
約
は
詳
細
設
計

完
了
後
に
締
結
）、
施
工
者
は
工
事
契
約
締
結
前
で

あ
っ
て
も
設
計
業
務
に
協
力
す
る
。
こ
の
間
に
発

注
者
支
援
の
役
割
を
担
う
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
介

在
す
る
。
こ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
市
が
必
要
に
応
じ

て
網
羅
的
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
能
力
を
活
用
で
き

連絡・調整

用地買収補助業務
共同企業体

測量調査設計業務
共同企業体

建設Ｅ

建設工事
共同企業体

設
計
Ｉ

建
設
Ｈ

建
設
Ｇ

建
設
Ｆ

調
査

設
計
Ｄ

測
量
Ｃ

用
地
Ａ

用
地
Ｂ

工事管理業務
共同企業体

用地買収補助
請負契約

工事管理
請負契約

測量調査設計
請負契約

支 援

指 示 Ｃ Ｍ Ｒ

釜 石 市

監理、協議、調整 建設工事
請負契約

基
本
協
定

釜石市におけるピュア型ＣＭ＋設計施工協力型発注方式

（左）試合後、ボランティアの方々とハイタッチ　（右）釜石の象徴、大漁旗はためく仮説ゴール裏スタンド（2019.9.25�鵜住居復興スタジアム）
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号
及
び
県
道
釜
石
港
線
を
中
心
と
し
て
古
く
か
ら

漁
業
・
商
業
・
行
政
の
中
核
を
担
っ
て
き
た
。
復

興
活
動
で
は
、
市
の
持
続
的
発
展
、
そ
し
て
復
興

の
た
め
に
は
街
の
明
か
り
を
絶
や
し
て
は
い
け
な

い
と
い
う
市
民
の
想
い
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
で
は
、
中
心
市
街
地
の
構

成
は
大
き
く
変
え
ず
地
盤
沈
下
程
度
の
六
〇
㎝
以

下
の
嵩
上
げ
に
抑
え
、
避
難
経
路
を
整
備
す
る
こ

と
に
し
た
。
既
存
の
防
潮
堤
は
復
旧
し
、
新
た
に

複
合
的
な
津
波
防
御
施
設
を
整
備
し
、
あ
わ
せ
て

避
難
路
を
確
保
す
る
方
針
と
し
た
。
こ
の
避
難
路

は
無
機
質
だ
っ
た
港
湾
地
区
に
盛
土
と
植
栽
に
よ

る
公
園
・
緑
地
の
確
保
と
街
な
か
の
回
遊
性
の
向

上
を
図
り
、新
た
な
シ
ン
ボ
ル
「
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
」

と
し
て
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
検
討
に

は
一
年
半
の
期
間
を
要
し
た
が
、
定
例
の
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
に
加
え
、「
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
考
え

る
会
」、「
若
者
と
の
意
見
交
換
会
」
等
の
場
に
お

い
て
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
運
営
支
援
、
各

種
提
案
及
び
調
整
を
行
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
釜
石
に
お
け
る
復
興
ま
ち
づ

く
り
と
Ｒ
Ｗ
Ｃ
開
催
の
裏
に
は
、
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
活
躍
が
あ
っ
た
。
今
後
も
被
災
地
の
復

興
に
は
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
存
在
が
欠
か
せ

な
い
。

グリーンベルト平面図

都市構造における位置づけ

ＦＰ１：商業とにぎわいの拠点
ＦＰ２：新市庁舎
ＦＰ３：魚のにぎわい機能
（ＦＰ＝フロントプロジェクト）

須賀地区公共埠頭

避難イメージ図

整備による災害リスクの低減

 港湾利用者の約320名が避難路として利用
 避難場所から最も遠い須賀地区公共埠頭の
先端から避難所要時間は約25分以内

【
出
典
】

・�

釜
石
市
復
興
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画�

ス
ク
ラ
ム
か
ま
い
し
復

興
プ
ラ
ン
（
二
〇
一
一
釜
石
市
）

・�

釜
石
ラ
グ
ビ
ー
の
栄
光
の
日
々�

松
尾
雄
治
と
く
ろ
が
ね
の
ラ

ガ
ー
た
ち
（
二
〇
一
一
上
岡
伸
雄
）

・�

負
げ
ね
っ
す
よ
、
釜
石�

鉄
と
魚
と
ラ
グ
ビ
ー
の
街
の
復
興
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
（
二
〇
一
一
松
瀬
学
）

・�

釜
石
市
東
日
本
大
震
災
検
証
報
告
書
（
二
〇
一
二
釜
石
市
）

・�

釜
石
の
奇
跡�

ど
ん
な
防
災
教
育
が
こ
ど
も
の
〝
い
の
ち
〟
を

救
え
る
の
か
？
（
二
〇
一
五�

N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班
）

・�

釜
石
市
水
産
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
（
二
〇
一
八
釜
石
市
）

・�

復
旧
・
復
興
の
歩
み
：
撓
ま
ず
屈
せ
ず
（
二
〇
一
九
釜
石
市
）

・�

ラ
グ
ビ
ー
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト�

一
〇
月
号
増
刊
（
二
〇
一
九
日
本

ス
ポ
ー
ツ
企
画
出
版
社
）

仮置場としての利用状況（2015 年 6月）震災後の状況（2011 年 3月）

竣工後のスタジアム（2019 年 9月）
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す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
れ
が
無
か
っ

た
ら
多
分
人
生
変
わ
っ
て
い
た
ん
だ
ろ

う
な
、
と
。

聞
き
手—

休
日
の
過
ご
し
方
は
。

左
村—

一
人
に
な
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
が
し

た
く
て
サ
ー
フ
ィ
ン
を
始
め
ま
し
た
。

海
は
波
が
次
か
ら
次
へ
や
っ
て
く
る
の

で
仕
事
の
こ
と
考
え
て
い
る
暇
が
な
い
。

海
に
入
る
と
何
も
考
え
ず
リ
セ
ッ
ト
で

き
て
良
い
で
す
。

聞
き
手—
ど
ん
な
技
術
者
を
目
指
し
た

い
の
か
。

左
村—

小
水
力
発
電
を
用
い
て
地
域
で

色
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
し
て
、
電
力
を
利
用
し
た
何
か

聞
き
手—

入
社
し
た
経
緯
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

左
村—

大
学
で
は
農
業
土
木
を
学
ん
で

い
ま
し
て
、
大
学
院
ま
で
行
っ
て
そ
の

ま
ま
研
究
職
に
就
こ
う
と
も
思
っ
て
い

た
ん
で
す
け
ど
、
結
局
就
職
活
動
し
て
、

た
だ
活
動
中
に
交
通
事
故
に
あ
っ
て
し

ま
い
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
内
定
取
り

消
し
に
あ
っ
て
、
最
終
的
に
弊
社
に
入

社
し
た
と
い
う
の
が
経
緯
で
す
。

　

第
一
志
望
が
環
境
分
野
、
第
二
志
望

が
国
際
関
係
の
仕
事
が
し
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
河
川
チ
ー
ム
に

配
属
に
な
っ
て
。
た
だ
先
輩
社
員
が
良

か
っ
た
の
と
、
仕
事
が
楽
し
か
っ
た
。

入
社
二
年
目
で
埼
玉
県
の
水
辺
一
〇
〇

プ
ラ
ン
事
業
で
埼
玉
県
の
水
辺
の
親
水

整
備
と
い
う
仕
事
を
受
注
し
ま
し
て
、

そ
の
仕
事
に
基
本
設
計
か
ら
足
掛
け
三

年
く
ら
い
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
な

る
ほ
ど
設
計
っ
て
こ
ん
な
に
地
域
に

還
っ
て
く
る
ん
だ
っ
て
思
っ
て
。
入
社

ソ
フ
ト
の
分
野
で
取
り
組
ん
で
い
け
れ

ば
。今
後
は
コ
ン
サ
ル
と
い
う
よ
り
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
と
か
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
み
た

い
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
が

出
て
く
れ
ば
い
い
と
思
う
し
、
自
分
も

目
指
し
て
い
き
た
い
。

聞
き
手—

学
生
に
向
け
て
一
言
。

左
村—

我
々
の
業
界
っ
て
定
年
が
あ
っ

て
定
年
が
な
い
み
た
い
な
、
設
計
っ
て

一
生
続
け
ら
れ
る
し
楽
し
め
る
職
業
だ

と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
と
若
い
世
代
の

感
性
を
必
要
と
し
て
い
る
業
界
だ
と
思

い
ま
す
よ
。
彼
ら
の
頭
の
中
の
構
造
は

多
分
我
々
と
全
然
違
っ
て
て
。
も
っ
と

誇
っ
て
良
い
と
思
い
ま
す
ね
。

技術人に聞く

し
て
四
年
間
く
ら
い
そ
ん
な
仕
事
を
し

て
、
発
注
者
を
超
え
て
そ
の
先
に
あ
る

国
民
の
生
活
に
携
わ
る
こ
と
が
出
来

た
っ
て
の
が
大
き
か
っ
た
で
す
。

聞
き
手—
今
ま
で
仕
事
上
で
の
タ
ー
ニ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は
。

左
村—

三
二
歳
の
頃
で
す
か
、
発
注
者

側
で
は
無
く
自
分
達
の
側
か
ら
何
か
新

し
い
も
の
を
創
り
た
い
と
思
っ
て
ま
し

た
が
、
そ
う
も
い
か
な
い
も
ど
か
し
さ

と
か
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い
た
時
期

が
あ
っ
て
、
丁
度
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
会

社
で
新
規
事
業
を
起
こ
そ
う
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
メ
ン
バ
ー
に
入
れ
て
も
ら

え
た
ん
で
す
ね
。
一
年
く
ら
い
日
中
は

河
川
チ
ー
ム
の
仕
事
や
っ
て
、
空
い
た

時
間
と
か
土
日
に
新
規
事
業
推
進
室
の

仕
事
を
し
て
、
今
思
う
と
地
獄
の
よ
う

な
忙
し
さ
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
。
そ
れ

が
出
来
た
の
も
多
分
何
か
新
し
い
こ
と

し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た

か
ら
。
結
局
新
規
事
業
推
進
室
に
異
動

聞き手：広報委員　千田�純也、多門�みさき

左
さ む ら

村 公
いさお

さん
株式会社協和コンサルタンツ　
新規事業推進室　課長代理

■白河市で小水力発電設置の様子
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聞
き
手—

こ
れ
ま
で
の
業
務
経
歴
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

西
本—

昭
和
六
一
年
か
ら
某
会
社
の
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
業
部
で
働
い
て

い
た
の
で
す
が
、
当
社
に
在
籍
し
て
い

る
前
の
会
社
の
先
輩
に
誘
わ
れ
一
〇
年

く
ら
い
前
に
当
社
に
入
社
し
た
と
い
う

経
緯
で
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
漠
然
と
設

計
を
や
り
た
か
っ
た
と
い
う
の
と
、
絵

を
描
く
の
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
の
が

あ
っ
て
、
徳
島
大
学
土
木
工
学
科
に
入

学
し
、
橋
梁
設
計
が
や
り
た
い
な
と
い

う
思
い
の
基
、
前
の
会
社
に
入
社
し
た

訳
で
す
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
構
造
物
関

連
の
設
計
を
、
新
設
・
補
強
・
補
修
と

か
を
含
め
て
全
般
に
や
っ
て
ま
す
ね
。　

聞
き
手—

人
生
に
残
る
想
い
出
と
言
え

ば
。

西
本—

や
は
り
一
〇
年
前
の
転
職
は
大

き
か
っ
た
で
す
ね
。
元
々
コ
ン
サ
ル
志

望
だ
っ
た
の
で
、
他
の
業
界
へ
の
転
職

は
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
前
社
・
当
社
、

共
に
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
す
か

ら
、
ま
ぁ
や
る
こ
と
は
そ
ん
な
に
違
い

が
無
い
で
し
ょ
う
け
ど
、
若
干
の
戸
惑

い
は
あ
り
ま
し
た
ね
。
会
社
に
よ
っ
て

様
々
な
や
り
方
が
あ
る
こ
と

は
学
べ
ま
し
た
し
、
視
野
が
広

が
る
と
い
う
意
味
で
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
当
社
に
入
社

し
て
一
番
初
め
に
手
掛
け
た

仕
事
は
よ
く
覚
え
て
い
て
、
設

計
主
体
の
業
務
で
は
な
く
架

設
検
討
業
務
で
し
た
。
上
部
工

形
式
変
更
も
視
野
に
入
れ
た

制
約
条
件
下
で
の
架
設
計
画

と
か
色
々
検
討
で
き
て
面
白

か
っ
た
で
す
ね
。
結
果
、
表
彰

（
大
和
御
所
道
路
南
六
条
地
区

橋
梁
架
設
計
画
業
務
：
国
土

交
通
省
奈
良
国
道
事
務
所
長

表
彰
）
も
頂
い
て
、
思
い
出
に

残
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
手—

休
日
の
趣
味
と
か

は
。

西
本—

最
近
は
働
き
方
改
革
と

か
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、
土
曜

日
は
休
む
よ
う
に
し
て
い
て
、

家
族
と
か
あ
と
孫
が
い
る
の

で
な
る
べ
く
一
緒
に
過
ご
す

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ご
飯
を
食
べ
に

行
っ
た
り
と
か
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
た
り

と
か
し
て
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

聞
き
手—

業
界
の
魅
力
と
は
。

西
本—

上
位
の
段
階
か
ら
計
画
・
設
計

を
実
施
で
き
る
の
が
良
い
で
す
よ
ね
。

橋
梁
だ
っ
た
ら
橋
台
・
橋
脚
の
位
置
を

決
定
し
、
総
合
評
価
に
よ
り
現
地
に
適

合
す
る
最
適
な
橋
梁
形
式
を
選
定
で
き

る
と
こ
ろ
が
一
番
面
白
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
は
毎
年

来
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
業
務
に

も
関
わ
ら
せ
て
み
よ
う
か
な
っ
て
話
に

な
っ
て
、
設
計
を
行
う
に
止
め
ず
、
現

場
に
も
同
行
さ
せ
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
に
つ
い
て
、
色
々
理
解
し

て
も
ら
お
う
か
な
と
思
っ
た
わ
け
で

す
。
結
果
、
入
社
し
て
く
れ
た
り
す
る

と
嬉
し
い
で
す
ね
。

聞
き
手—

で
は
学
生
さ
ん
に
向
け
て
ア

ド
バ
イ
ス
を
。

西
本—

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
経
験
を

INTERVIEW

通
じ
て
学
ぶ
事
が
多
い
の
で
、
土
木
に

関
わ
る
全
て
の
知
識
を
持
っ
て
い
な
く

て
い
い
と
思
う
。
ち
な
み
に
当
社
で
は
、

月
に
一
度
程
度
、
社
内
講
習
会
を
実
施

し
、
若
手
の
基
礎
知
識
向
上
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
た
だ
、
当
初
は
、
先
輩
の

指
示
の
基
、
仕
事
を
や
っ
て
い
く
ん
だ

ろ
う
か
ら
、
何
を
言
っ
て
る
の
か
想
像

し
て
み
て
よ
っ
て
い
つ
も
言
っ
て
い
ま

す
。
事
象
に
は
必
ず
何
等
か
の
理
由
が

あ
る
、
そ
う
い
う
目
で
捉
え
て
広
い
視

野
で
物
事
を
考
え
る
の
が
肝
要
で
あ
る

と
い
う
話
を
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
そ

う
い
う
人
材
が
い
て
く
れ
た
ら
な
ぁ
と

い
う
風
に
思
い
ま
す
。
あ
と
、
も
う
一

つ
感
じ
て
い
る
の
は
構
造
力
学
が
ど
こ

ま
で
解
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
事

で
す
。
基
礎
的
な
こ
と
は
ち
ゃ
ん
と
学

校
で
学
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
若
手
技
術
者
が
、
ど
ん

な
ふ
う
に
成
長
し
て
い
く
の
か
、
楽
し

み
で
す
。

聞き手：広報委員　千田�純也

西
に し も と

本 英
ひ で お

生さん
開発虎ノ門コンサルタント株式会社
執行役員　第一技術部　部長

■ �NEXCO西日本コンサルタント㈱坂手氏講師による「構造工学等に関する講習会」社内研修の
様子
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は
じ
め
に

「
お
江
戸
見
た
け
り
ゃ
佐
原
へ
ご
ざ
れ
、

佐
原
本
町
江
戸
ま
さ
り
」
…
世
界
有
数
の

巨
大
都
市
・
東
京
と
は
対
象
的
に
、
江
戸

時
代
の
風
情
が
今
な
お
残
る
佐
原
（
千
葉

県
・
香
取
市
）。

利
根
川
下
流
域
は
江
戸
時
代
か
ら
徳
川

幕
府
に
よ
る
新
田
開
発
が
進
め
ら
れ
、
良

好
な
河
川
港
の
あ
る
佐
原
は
利
根
川
を
利

用
し
た
舟
運
の
一
大
物
流
拠
点
・
商
業
都

市
と
し
て
発
展
し
た
。
日
本
地
図
作
成
で

有
名
な
伊
能
忠
敬
も
商
人
と
し
て
活
躍
し

た
町
で
あ
り
、
醸
造
業
や
商
業
が
盛
ん
で

あ
っ
た
。
明
治
以
降
、
鉄
道
や
道
路
の
発

達
で
舟
運
に
よ
る
物
資
輸
送
は
終
焉
を
迎

え
た
が
、
成
田
か
ら
銚
子
・
鹿
嶋
方
面
へ

の
交
通
の
要
衝
と
し
て
の
位
置
付
け
は
代

わ
ら
ず
、
昭
和
初
期
ま
で
発
展
を
遂
げ
た
。

昭
和
か
ら
平
成
と
時
代
は
移
り
変
わ
っ

て
も
古
い
町
並
み
の
多
く
は
残
さ
れ
た
ま

ま
で
あ
り
、
こ
の
歴
史
的
な
景
観
を
積
極

的
に
保
全
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
取

組
が
香
取
市
と
地
域
住
民
の
協
働
に
よ
り

行
わ
れ
て
い
る
。

令
和
を
迎
え
た
今
も
変
わ
ら
ず
街
中
を

流
れ
る
小
野
川
は
、
か
つ
て
の
舟
運
に
よ

る
物
流
の
中
心
か
ら
町
並
み
景
観
の
中
心

軸
へ
と
そ
の
役
割
を
変
え
て
い
る
。
今
回

は
小
野
川
の
舟
め
ぐ
り
を
は
じ
め
と
し
て

佐
原
の
町
並
み
を
巡
る
、
ち
ょ
っ
と
レ
ト

ロ
な
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
紹
介
す

る
。

江
戸
の
面
影
残
る
、
古
い
町
並
み

Ｊ
Ｒ
佐
原
駅
か
ら
南
東
方
向
の
小
野
川

沿
い
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
利
根
川
水
運

に
よ
り
繁
栄
し
た
商
家
が
数
多
く
残
っ
て

い
る
。
平
成
八
年
（
一
九
九
六
年
）
に
は

文
化
庁
か
ら
関
東
地
方
で
初
め
て
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
※
１

に
選
定
さ
れ

た
。
ま
た
江
戸
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
町
並

み
か
ら
「
小
江
戸
」
と
称
さ
れ
、川
越
（
埼

玉
県
川
越
市
）
や
栃
木
宿
（
栃
木
県
栃
木

市
）
と
持
ち
回
り
で
小
江
戸
サ
ミ
ッ
ト
※
２

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
か
ら
続
く
和
風
の
町
屋
だ
け

で
な
く
、
明
治
時
代
の
和
風
建
築
や
大
正
・

昭
和
に
か
け
て
の
洋
風
建
築
な
ど
、
時
代

の
変
遷
を
映
し
出
す
伝
統
的
建
築
物
が
混

在
し
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
建
築
物
は
今
な
お
店
舗
や

住
居
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
住
民
の
暮

ら
し
が
息
づ
い
て
い
る
。
ま
た
蔵
も
多
く

残
り
、
観
光
客
が
自
由
に
見
学
で
き
る
蔵

も
あ
る
。
築
一
〇
〇
年
超
の
古
民
家
を
改

築
し
た
ホ
テ
ル
や
カ
フ
ェ
も
み
ら
れ
る

小江戸佐
さ

原
わ ら

─
江戸時代の

インフラを巡る旅
広報委員　漆原俊之

連動企画
http://jcca.yin.or.jp/doboku-tour/

■佐原町並みMAP

■伊能忠敬旧宅周辺■落ち着きのある水辺の風景■江戸時代から続く老舗（建物は明治時代建築）
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小
野
川
の
両
岸
は
石
積
み
護
岸
で
、「
だ

し
」
と
よ
ば
れ
る
階
段
上
の
荷
揚
げ
場
が

点
在
し
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
水
辺
の
風

情
を
感
じ
さ
せ
る
。「
だ
し
」
は
水
辺
に

近
づ
く
親
水
護
岸
へ
と
利
用
目
的
が
変
わ

り
、
市
民
や
観
光
客
の
憩
い
の
場
と
な
っ

て
い
る
。

※ 

１ 

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
…
九
七
市
町
村
で

一
一
七
地
区
が
指
定

函
館
倉
庫
群
、
角
館
武
家
屋
敷
、
大
内
宿
、
奈
良
井
宿
、

高
山
市
三
町
な
ど
有
名
な
町
が
多
い

※ 

２ 

小
江
戸
サ
ミ
ッ
ト
…
小
江
戸
三
市
が
集
ま
っ
て
交
流

す
る
場
で
、
二
〇
一
九
年
は
佐
原
で
「
ぶ
ら
り
小
江
戸

学
、
京
か
ら
そ
し
て
大
江
戸
へ
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ

た
。

小
野
川
舟
め
ぐ
り

「
小
江
戸
さ
わ
ら
舟
め
ぐ
り
」
は
、
小
野

川
の
樋と

よ

橋は
し

（
通
称
じ
ゃ
あ
じ
ゃ
あ
橋
）
か

ら
国
道
三
五
六
号
北ほ

く

賑し
ん

橋
ま
で
の
約
一
㎞

を
三
〇
分
ほ
ど
で
往
復
す
る
ツ
ア
ー
で
あ

る
。
乗
船
す
る
舟
は
サ
ッ
パ
舟
と
よ
ば
れ

る
延
長
一
〇
ｍ
ほ
ど
の
手
漕
ぎ
舟
で
、
水

郷
と
よ
ば
れ
る
佐
原
周
辺
地
域
で
は
移
動

や
物
資
の
輸
送
等
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
っ
た
。
雨
天
時
や
日
差
し
の
強
い

時
は
屋
根
つ
き
の
舟
、
冬
は
コ
タ
ツ
付
き

の
舟
も
運
行
す
る
。
も
と
も
と
は
手
漕
ぎ

の
舟
で
あ
る
が
、
ツ
ア
ー
で
は
エ
ン
ジ
ン

で
航
行
し
、
船
頭
さ
ん
が
長
い
竿
で
方
向

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。

サ
ッ
パ
舟
の
乗
船
場
と
し
て
、
伊
能
忠

敬
旧
宅
の
目
の
前
に
あ
る
「
だ
し
」
が
活

用
さ
れ
て
い
る
。
救
命
胴
衣
を
着
用
し
、

こ
こ
か
ら
サ
ッ
パ
舟
に
乗
船
す
る
。
小
野

川
の
流
れ
は
非
常
に
ゆ
る
や
か
で
、
千
葉

県
内
の
川
の
特
徴
と
し
て
土
で
濁
っ
た
よ

う
な
色
を
し
て
い
る
が
、
初
夏
の
暑
い
時

期
で
も
匂
い
は
ほ
と
ん
ど
し
な
か
っ
た
。

が
、
歴
史
あ
る
町
並
み
に
溶
け
込
む
よ
う

な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
小
野
川
沿
い

は
電
線
地
中
化
や
街
路
灯
の
整
備
、
ヤ
ナ

ギ
や
ア
ジ
サ
イ
な
ど
の
植
樹
が
行
わ
れ
て

お
り
、
景
観
向
上
に
力
が
注
が
れ
て
い
る
。

■伊能忠敬旧宅前の「だし」から乗船■ローアングルからの町並み撮影■船頭さんが竿で舵取り

■見学可能な呉服店の土蔵（明治元年建築）■町並みを活かす景観整備

■あちこちに謎のオブジェが !? ■小野川を中心とした趣ある町並み
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ら
れ
て
い
る
。
ま
た
時
期
に
よ
っ
て
は
コ

ブ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
親
子
の
姿
も
み
ら
れ

る
。
利
根
川
と
の
合
流
部
の
水
門
が
見
え

る
北
賑
橋
手
前
で
、
元
来
た
コ
ー
ス
を
少

し
ス
ピ
ー
ド
を
速
め
て
引
き
返
し
て
い

く
。
同
じ
コ
ー
ス
を
た
ど
る
た
め
、
写
真

撮
影
だ
け
に
気
を
と
ら
れ
る
こ
と
も
な

く
、
じ
っ
く
り
と
町
並
み
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

両
岸
を
歩
く
観
光
客
や
す
れ
違
う
サ
ッ

パ
舟
と
手
を
振
り
合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
も
舟
め
ぐ
り
の
楽
し

み
の
一
つ
で
あ
る
。
サ
ッ
パ
舟
自
体
も
川

の
風
景
の
一
部
で
あ
り
、
道
路
を
歩
く
観

光
客
の
被
写
体
と
な
る
。
舟
め
ぐ
り
と
徒

歩
、
両
方
か
ら
視
点
の
違
い
を
楽
し
み
な

が
ら
町
を
眺
め
る
と
、
い
つ
も
と
は
違
っ

た
発
見
が
み
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

江
戸
時
代
か
ら
続
く
、
佐
原
の
祭
り

佐
原
は
古
い
町
並
み
と
と
も
に
、
伝
統

あ
る
祭
り
で
も
有
名
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

七
月
、
十
月
の
年
二
回
行
わ
れ
る
佐
原
の

大
祭
は
関
東
三
大
山だ

車し

祭
り
の
一
つ
と
称

さ
れ
、
約
三
〇
〇
年
の
伝
統
を
有
す
る
祭

り
で
あ
る
（
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
／

国
指
定�

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）。
ま
た

お
盆
の
八
月
一
一
日
か
ら
八
月
一
五
日
に

か
け
て
は
「
さ
わ
ら
・
町
並
み
・
竹
灯
り
」

が
開
催
さ
れ
、
小
野
川
沿
い
の
町
並
み
が

竹
灯
り
と
和
傘
で
き
れ
い
に
彩
ら
れ
る
。

「
さ
わ
ら
・
町
並
み
・
竹
灯
り
」
開
催
期

間
の
中
で
、
小
野
川
で
夢
灯
ろ
う
流
し
が

行
わ
れ
る
八
月
一
四
日
に
再
び
佐
原
に

行
っ
て
み
た
。
様
々
な
屋
台
も
登
場
し
、

ま
だ
明
る
い
う
ち
か
ら
小
野
川
沿
い
は
大

賑
わ
い
で
あ
っ
た
。
通
常
の
休
日
に
比
べ

水
面
か
ら
石
積
み
護
岸
の
上
ま
で
の
高
さ

は
二
ｍ
ほ
ど
で
、
圧
迫
感
は
感
じ
な
か
っ

た
。
舟
に
座
っ
て
ロ
ー
ア
ン
グ
ル
で
見
上

げ
る
町
並
み
は
非
日
常
的
で
新
鮮
に
感
じ

る
。ツ

ア
ー
の
区
間
に
は
鉄
道
を
含
め
て
七

つ
の
橋
が
あ
り
、
橋
の
下
を
次
々
と
通
過

す
る
が
、
手
を
伸
ば
せ
ば
届
き
そ
う
な
高

さ
の
た
め
、
船
頭
さ
ん
は
竿
を
倒
し
て
か

が
み
こ
む
必
要
が
あ
る
。

両
岸
の
随
所
に
「
だ
し
」
が
次
々
と
現

わ
れ
、
そ
の
背
後
に
は
昔
な
が
ら
の
商
家

が
み
ら
れ
る
。

古
い
町
並
み
が
続
く
の
は
開
運
橋
付
近

ま
で
で
あ
り
、
こ
こ
を
過
ぎ
る
と
周
囲
は

一
般
住
宅
街
と
な
る
。
水
際
は
地
域
住
民

に
よ
っ
て
き
れ
い
に
手
入
れ
さ
れ
て
お

り
、
ア
ヤ
メ
や
ア
ジ
サ
イ
で
き
れ
い
に
彩

■気まぐれなコブハクチョウの親子

■夕暮れ時から家族みんなで祭りに向かう

■屋根付きのサッパ舟とすれ違い ■橋の下を通過するときは注意

■ 30分おきにじゃあじゃあ水が出ます（樋橋）

■普段とは違った賑わいのある川岸 ■にぎわいの中心、伊能忠敬旧宅周辺
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米
ど
こ
ろ
だ
け
あ
っ
て
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

豊
か
な
お
に
ぎ
り
が
非
常
に
お
す
す
め
で

あ
る
。

て
近
所
の
人
の
姿
が
目
立
つ
た
め
、
地
元

の
祭
り
に
参
加
し
て
い
る
よ
う
な
気
分
を

味
わ
え
る
。
ゆ
か
た
の
無
料
着
付
け
や
レ

ン
タ
ル
も
行
わ
れ
、
町
並
み
や
明
か
り
と

共
に
参
加
者
自
ら
祭
り
の
風
景
の
一
部
と

な
る
こ
と
が
で
き
る
。

暗
く
な
っ
て
く
る
と
江
戸
時
代
か
ら
盛

ん
な
竹
細
工
を
活
か
し
た
竹
灯
り
や
行

灯
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
和
傘
に
よ
り

川
沿
い
の
町
並
み
は
さ
ら
に
彩
ら
れ
て
い

く
。「
だ
し
」
は
こ
こ
で
も
大
活
躍
し
、

竹
灯
り
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
ジ
ャ
ズ
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
の
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
活
用
さ

れ
る
。

完
全
に
暗
く
な
っ
た
一
九
時
半
頃
か

ら
、
舟
め
ぐ
り
乗
船
場
の
「
だ
し
」
か
ら

夢
灯
ろ
う
流
し
が
行
わ
れ
る
。
希
望
者
は

灯
ろ
う
を
購
入
し
て
夢
や
希
望
を
書
き
込

み
、
サ
ッ
パ
舟
か
ら
自
分
の
手
で
灯
ろ
う

を
川
に
流
す
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
に
、
樋と

よ

橋
と
忠

ち
ゅ
う

敬け
い

橋
の
間
で
ナ
イ

ア
ガ
ラ
花
火
が
行
わ
れ
、
祭
り
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
迎
え
る
。
川
の
両
岸
は
見
物
客

が
び
っ
し
り
と
押
し
寄
せ
、
最
後
ま
で
大

賑
わ
い
で
あ
っ
た
。

大
き
な
祭
り
が
行
わ
れ
る
時
期
に
は
東

京
や
千
葉
か
ら
佐
原
ま
で
臨
時
列
車
が
運

行
さ
れ
る
の
で
、
電
車
で
の
移
動
も
検
討

す
る
と
良
い
だ
ろ
う
。

周
辺
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

道
の
駅
、
川
の
駅
　
水
の
郷
さ
わ
ら

利
根
川
沿
い
の
堤
防
上
に
整
備
さ
れ
た

道
の
駅
で
、
船
着
場
や
河
川
マ
リ
ー
ナ
等

の
施
設
も
併
設
さ
れ
る
。
直
売
所
で
は
香

取
市
の
朝
獲
れ
野
菜
や
果
物
、
惣
菜
が
非

常
に
充
実
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
か
ら
の

香
取
神
宮 

全
国
の
香
取
神
社
の
総
本
社
で
、
紀
元

前
六
四
〇
年
頃
創
建
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

非
常
に
歴
史
あ
る
神
社
で
あ
る
。
元
禄

一
三
年
（
一
七
〇
〇
年
）
造
営
の
本
殿
は
、

朱
塗
り
の
楼
門
と
と
も
に
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
平
安
時
代
の
鏡

等
、
国
・
県
指
定
の
文
化
財
は
二
〇
〇
点

を
超
え
る
。

お
わ
り
に

ダ
ム
や
橋
な
ど
、
近
代
的
で
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
な
土
木
構
造
物
を
巡
る
イ
ン
フ
ラ

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
し

か
し
、
規
模
や
目
的
の
差
こ
そ
あ
れ
、
小

野
川
の
「
だ
し
」
や
樋
橋
の
よ
う
な
土
木

イ
ン
フ
ラ
は
昔
も
存
在
し
た
。
こ
の
よ
う

な
歴
史
的
に
価
値
の
あ
る
施
設
と
町
並
み

を
見
学
す
る
こ
と
も
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
面
白
さ
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
。

鉄道

東
京
駅

成
田
駅

佐
原
駅

JR総武線快速 成田線

71分 29分

湾
岸
市
川
Ｉ
Ｃ

宮
野
木
Ｊ
Ｃ
Ｔ

佐
原
香
取
Ｉ
Ｃ

京葉道路

19km 49km

篠
崎
Ｉ
Ｃ 17km

東関東道

車

交
通
ア
ク
セ
ス

■サッパ舟からそれぞれの思いを乗せて

■夏の夕暮れ時の香取神宮本殿 ■水の郷さわらの惣菜コーナー

■きれいに飾り付けられた竹灯り、和傘■ 8月 14日限定の夢灯ろう流し

■香取市ホームページ / 各種パンフレットの閲覧とダウンロード
https://www.city.katori.lg.jp/sightseeing/annai/pamphlet/index.html
10 種類のパンフレットがPDFでダウンロードでき、五種類は多言語化に
も対応している。
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昨
年
八
九
名
）
が

参
加
し
、
団
体
優

勝
は
㈱
ア
サ
ノ
大

成
基
礎
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
、
男
子

個
人
の
部
は
㈱
日

水
コ
ン
、
女
子
個

人
の
部
は
日
本
工

営
㈱
で
し
た
。
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【グローカル関東　制作者】広報委員会
委員長 浅野 泰弘 セントラルコンサルタント株式会社
副委員長 千田 純也 日本データーサービス株式会社
委　員 稲田 栄作 東京コンサルタンツ株式会社
委　員 永堀 日和子 大日本コンサルタント株式会社
委　員 上田 透 日本工営株式会社
委　員 宮崎 晶 株式会社建設環境研究所

建設コンサルタントとは
建設コンサルタントのビジネスモデル
社会資本は、国や地方公共団体などが主体となって整備され、維持管理されます。
建設コンサルタントは、社会資本整備の中で「企画立案」「調査計画」「設計」「維持管理」などを担い、国や地方公共団体のパートナーと
して、事業の実現を通じて国民生活の向上に寄与しています。

建設コンサルタントの役割
社会資本整備は、戦後の経済成長を支え、成熟した社会を形成の土台を築いてきました。
一方、時代の変化に合わせて、「新しく物を作る」ことに加え、「今ある物を効率よく長く活用する」ことも重要になってきており、建設コ
ンサルタントもこれまで以上に高い専門性と技術力を発揮することが期待されています。
また、これからの公共事業は、実際に利用される住民の皆様が使いやすいものを、より安く作り上げることが求められており、建設コンサル
タントは、国・地方自治体と住民の間に立ち、中立的な立場で、合意形成を図るコーディネーターの役割も期待されています。

建設コンサルタント
（調査、設計等業務）

施工者
（ゼネコン：建設工事）

（メーカー：工事に係る製造）
民　間

国　民

行政（国｜都道府県｜市区町村など）
事業の決定、予算化と執行

成果物納品 社会資本の提供

工事の施工 工事の発注

納税

業務の委託

委　員 本田 浩隆 株式会社日本港湾コンサルタント
委　員 鈴木 美咲 株式会社オリエンタルコンサルタンツ
委　員 佐々木 悠 株式会社長大
委　員 漆原 俊之 株式会社協和コンサルタンツ
委　員 多門 みさき 株式会社片平新日本技研
委　員 遊佐 樹里 八千代エンジニヤリング株式会社

編 集 後 記
◇ グローカル関東を作っている広報委員会、今も昔も、個性的、魅力的

な委員が揃っております。そんな委員それぞれの個性に注目して、記
事を読んで頂けると新たな楽しみ方が見えてきます（グローカル関東
の楽しみ方上級編）（浅野）

◇ 今年は50周年記念事業もあり何かと忙しい年でした。ただ関東支部
から広報委員会が表彰されたのは素直に嬉しい。グローカル関東も
特集一回りして節目の年。これからもグローカル関東をよろしくお願
いします。（千田）

◇ 今回，KONISHIKIさんが18歳で来日，最高位大関で相撲界引退，
その後多方面で活躍，1994年2月1日帰化した『日本人KONISHI-
KI』の目線で，東京・日本・日本人に対する想いを語っていただい
た。記事で紹介できたのはそのほんの一部だ。（稲田）

◇ 環状2号線にかかる築地大橋を見ると、現場で感じた、橋が架かっ
て新しい時代が始まるワクワク感と、新社会人になった高揚感を重
ね合わせていたことを思い出します。いよいよオリンピック。東京の玄
関口としての活躍が楽しみです。（永堀）

◇ いよいよ来年に控えた東京オリンピック。急ピッチに進む東京の都
市開発。　新たなモビリティの幕開け。昔と今の共存。そんな魅力
や期待感をこの雑誌から感じ取ってもらえたらうれしいです。（上
田）

◇ ラグビーワールドカップが日本で開催されました。試合会場となった
スタジアムの近くに住んでいるため、大勢の海外からのファンにお目
にかかりましたが、ラグビーファンの皆さんは、とにかくビールが大
好きです。（宮崎）

◇ 今は無きブルートレインの発着駅だった頃の東京駅から大きく様変わり
した首都東京の顔・東京駅を担当できたこと大変嬉しく思います。執筆
にご協力頂いたJR東日本の皆様、素晴らしい駅舎模型を制作された田
村先生に感謝申し上げます。（本田）

◇ 今年は広報誌の取材に加えて、今市工業高校での出前講座を行いまし
た。高１の学生さんを前にして、「土木とは？」「働くとは？」など、自問自
答する良い機会となりました。伝えるって難しいですね。（鈴木）

◇ 特集2を担当し、舟運社会実験の体験もさせていただきました。他の記
事を読んでも、東京は日々変化しているインフラを感じることができる街
だと感じました。これからも身近なインフラに注目していきたいと思いま
す！（佐々木）

◇ 日本中が熱狂したラグビーW杯、開幕から決勝まで計11試合を観戦し
ました。静岡の衝撃、台風一過の横浜決戦、本誌で紹介・釡石の一戦、
各国ファンとの交流等。一生に一度の感動を味わいました。本誌を読ん
で建コンも「にわかファン」が増えるといいな。（漆原）

◇ 今年度から前任より引継ぎました。本委員会では多種多様な業界の
方々の取材、記事の作成など、普段経験できない貴重な時間を過ごすこ
とができました。来年度からもより面白い記事をつくれるよう取組みた
いと思います。（多門）

◇ 東京は駅ごとに変化に富み、いろんな楽しみ方ができることが魅力の
一つだと思います。街の楽しみ方として個人的におすすめしたいのが、
人や街を横目に、商店や路面店の人とのコミュニケーションも取れる「食
べ歩き」。ぜひお試しください。（遊佐）

　

●
出
前
講
座

関
東
支
部
で
は
広
報
委
員
会
主
催
に
よ

る
出
前
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

出
前
講
座
は
、
栃
木
県
内
の
県
立
高
校

で
実
施
さ
れ
る
「
二
〇
一
九
年
度
キ
ャ
リ

ア
形
成
支
援
事
業
※
」
の
一
環
と
し
て
、

今
市
工
業
高
校
建
設
工
学
科
と
連
携
し
て

行
っ
た
も
の
で
、
高
校
一
年
生
を
対
象
に

二
部
に
分
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

※�

民
間
企
業
の
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
こ
と
で

生
徒
が
自
分
の
役
割
や
生
き
方
等
を
考
え
る
機
会
と

し
、
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
て
必
要
と
な
る

資
質
や
能
力
の
育
成
を
図
る
制
度

【
第
一
部
】
建
築
と
土
木
の
違
い

土
木
の
魅
力
や
社
会
で
の
必
要
性
や
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
理
解
を
促
す
こ
と

を
目
的
に
日
光
市
内
の
土
木
施
設
等
を

テ
ー
マ
に
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
。

【
第
二
部
】
最
新
の
土
木
技
術
の
体
験

中
型
・
大
型
の
調
査
用
Ｕ
Ａ
Ｖ
（
ド
ロ
ー

ン
）
や
業
務
用
の
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
用

い
て
、
最
新
の
土
木
技
術
を
体
験
。

事
務
局
だ
よ
り

関 東 支 部
活動紹介

　

関
東
支
部
は
昨
年
五
月
に
一
名
が
退
職
さ
れ
、
新
し
く
「
髙
松
治
技

術
参
与
」
が
加
わ
り
、
小
澤
事
務
局
長
を
含
め
四
名
体
制
で
臨
ん
で
い

ま
す
。

　

今
年
は
台
風
一
五
号
や
一
九
号
の
影
響
で
関
東
で
は
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
、
災
害
支
援
要
請
も
多
く
「
自
治
体
と
の
意
見
交
換
会
」
も
一

部
中
止
、
延
期
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
各
自
治
体
で
は
多
く
の
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
企
業
が
そ
の
作
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

【
名
店
紹
介
】〈
む
さ
し
坊　

神
田
西
口
店
〉

　

協
会
北
側
の
神
田
駅
西
口
商
店
街
歩
い
て
三
分
の
創
作
料
理
の
お
店

で
す
。
四
季
折
々
の
日
本
料
理
と
全
国
の
蔵
元
か
ら
集
め
た
日
本
酒
、

本
格
焼
酎
が
楽
し
め
ま
す
。
ラ
ン
チ
の
日
替
わ
り
定
食
は
例
え
ば
「
黒

豚
の
お
ろ
し
ポ
ン
酢
、
ご
飯
、
味
噌
汁
、
き
し
め
ん
に
サ
ラ
ダ
」
と
な
っ

て
お
り
、
か
な
り
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
す
。
な
お
、
奇
数
月
に
寄
席
を
開

催
し
て
お
り
、
食
事
と
セ
ッ
ト
で
楽
し
め
ま
す
。�

�

（
文
責　

小
松　

豊
）

◆ 

野
球
大
会
（
五
月
一
二
、一
九
、二
六
日
、

六
月
二
日
）
サ
ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

五
二
回
目

を
迎
え
ま
し

た
。
初
め
て

の
河
川
敷
で

の
大
会
で
し

た
が
い
ず
れ

も
天
候
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。

四
一
社
（
一

昨
年
四
〇
社
）

が
参
加
し
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本

コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
㈱
が
五

連
覇
を
達
成

し
ま
し
た
。

準
優
勝
は
ア

ジ
ア
航
測
㈱
、

三
位
は
㈱
エ

コ
ー
、
四
位

は
昭
和
㈱
で

し
た
。

◆ 

テ
ニ
ス
大
会
（
一
一
月
一
五
日
）
昭
和

の
森
テ
ニ
ス
セ
ン
タ
ー

二
三
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
参
加
三
六

チ
ー
ム
（
一
昨
年
四
二
チ
ー
ム
）
が
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
男
子
ダ
ブ
ル
ス
で

は
㈱
横
浜
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
一
昨
年
は
㈱
千
代
田
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）、

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
は
㈱
エ
イ
ト
日
本
技

術
開
発
が
二
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

◆ 

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
（
一
〇
月
一
一
日
）

シ
チ
ズ
ン
プ
ラ
ザ　

ボ
ウ
リ
ン
グ
場

三
二
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
七
九
名
（
一
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その後多方面で活躍，1994年2月1日帰化した『日本人KONISHI-
KI』の目線で，東京・日本・日本人に対する想いを語っていただい
た。記事で紹介できたのはそのほんの一部だ。（稲田）

◇ 環状2号線にかかる築地大橋を見ると、現場で感じた、橋が架かっ
て新しい時代が始まるワクワク感と、新社会人になった高揚感を重
ね合わせていたことを思い出します。いよいよオリンピック。東京の玄
関口としての活躍が楽しみです。（永堀）

◇ いよいよ来年に控えた東京オリンピック。急ピッチに進む東京の都
市開発。　新たなモビリティの幕開け。昔と今の共存。そんな魅力
や期待感をこの雑誌から感じ取ってもらえたらうれしいです。（上
田）

◇ ラグビーワールドカップが日本で開催されました。試合会場となった
スタジアムの近くに住んでいるため、大勢の海外からのファンにお目
にかかりましたが、ラグビーファンの皆さんは、とにかくビールが大
好きです。（宮崎）

◇ 今は無きブルートレインの発着駅だった頃の東京駅から大きく様変わり
した首都東京の顔・東京駅を担当できたこと大変嬉しく思います。執筆
にご協力頂いたJR東日本の皆様、素晴らしい駅舎模型を制作された田
村先生に感謝申し上げます。（本田）

◇ 今年は広報誌の取材に加えて、今市工業高校での出前講座を行いまし
た。高１の学生さんを前にして、「土木とは？」「働くとは？」など、自問自
答する良い機会となりました。伝えるって難しいですね。（鈴木）

◇ 特集2を担当し、舟運社会実験の体験もさせていただきました。他の記
事を読んでも、東京は日々変化しているインフラを感じることができる街
だと感じました。これからも身近なインフラに注目していきたいと思いま
す！（佐々木）

◇ 日本中が熱狂したラグビーW杯、開幕から決勝まで計11試合を観戦し
ました。静岡の衝撃、台風一過の横浜決戦、本誌で紹介・釡石の一戦、
各国ファンとの交流等。一生に一度の感動を味わいました。本誌を読ん
で建コンも「にわかファン」が増えるといいな。（漆原）

◇ 今年度から前任より引継ぎました。本委員会では多種多様な業界の
方々の取材、記事の作成など、普段経験できない貴重な時間を過ごすこ
とができました。来年度からもより面白い記事をつくれるよう取組みた
いと思います。（多門）

◇ 東京は駅ごとに変化に富み、いろんな楽しみ方ができることが魅力の
一つだと思います。街の楽しみ方として個人的におすすめしたいのが、
人や街を横目に、商店や路面店の人とのコミュニケーションも取れる「食
べ歩き」。ぜひお試しください。（遊佐）

　



KANTOGlocal

一般社団法人 建設コンサルタンツ協会　関東支部

建設コンサルタントへの誘い
いざなグローカル関東

Vol.13
January

2020

座

　談

　会

　Y
o
u
は
何
し
に
日
本
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
！？

【
特
集
】 

東
京

　第
二
の
開
国

メ
ッ
セ
ー
ジ

　日
本
の
宝
物
を
世
界
に

　K
O
N
I
S
H
I
K
I


